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　目の前の光景はなんだ。不ふ動どうは自らに問いかける。

　荒あれ果てた蒼帝アルモ学園ニアの生徒会室。視線の先には、首をつかみ上げられている満み月つきと踏ふみつけられている瑠る璃りの姿がある。このすべてを作り出したのは、死亡したはずの大おお神がみ夜よ見み──否いな『伊イ邪ザ那ナ美ミ』と名乗った女だった。

「……伊邪那美、だと？」

　大たい剣けんを構え、明めい花かとヒナを背に庇かばう不動は油断なく、敵を見み据すえている。

　伊邪那美、と彼女は確かにそう名乗った。聞き覚えのあるそれは、空そら巡めぐりヒナから教えられた『天そらの堕おちた日』の真実に関かかわる名前だ。

　そう、『天巡アグリ』を暴走させ、世界を滅ほろぼした存在の名前。

　伊邪那美は、今までとなんら変わらない朗ほがらかな笑えみで頷うなずく。

「そうよんっ。私の存在は隠かくされているせいで認にん知ち度は低いようだけど、その反応だと九く鬼きくんは知っているようねえ」

「……なんで生きてる。明花に叩たたき殺されたのは本当のはずだ」

「うーん確かにねえ。……実はね、ここだけの話、私は死なないのよん」

「死な、ない……？」

　疑問を口にしながら、不動の脳のう裏りに浮うかんだのは、かつてすべてを失ったときの光景。思い返せばあの時も、そうだった。母に首を切られても、この女は生きていた。

「普ふ通つうの不死身とはちょっと違ちがうらしいのよねえ。肉体をバラバラにされただけじゃ簡単に戻もどっちゃうし、たとえ、原子レベルで消しよう滅めつさせられようとも、異次元に送られようとも、私はまた元に戻っちゃうわ」

「……どこの化け物だ、お前は」

　若じやつ干かんの困こん惑わくの色を示した不動の言葉に、伊邪那美の顔に暗い影かげが落ちる。

「……そう、かもしれないわね。私は死ねない。不死身というよりは、『世界に固定されている』と言った方が正しいかも。どこかに実は私の心臓がー、とかあれば嬉うれしいんだけどその可能性も薄うすいのよねえ……」

　自じ嘲ちよう気味にクスクスと笑って、伊邪那美はいつもの表情に戻る。

「前置きはここまで！　さっそくだけど交こう渉しようタイムに入ろうかしらん。新にい嘗なめさんと千せん子じさんの安全を確保したくば、ヒナちゃんを渡わたすのよっ、九鬼くんっ！」

　まるでふざけたように、爛ただれた指をずびしっ、と突つきつける伊邪那美。

　不動は揺ゆるがず剣けん先さきをつきつけたままだ。その問いへの答えは、とうに決まっていた。

「俺にとっては『目的』がすべてだ。それに俺が守るべきモノは、明花だけだ。……大体、俺の両親を死に追いやった奴やつの言う事なんて素す直なおに聞くと思うか？」

　冷れい徹てつに言い放った不動に、伊邪那美が困ったような顔で首を傾かしげる。

「あらん、交渉決けつ裂れつ？　まぁわかっていたわよ、こうなるの。こういう哲てつ学がく的な回答には確実に貴方あなたは明花ちゃんを選んで、残りが百人だろうが千人だろうが殺す答えを出すって」

　すべてを分かったような伊邪那美の言葉は不快だったが、実際その通りだ。

　不動は、人として壊こわれている。

　本来、伊邪那美の発した問いは人として迷わなければいけないものだ。

　だが、不動は決して迷わない。すべてを失ってから、彼の願いは二つだけだ。

　明花を守ること、そして狂くるった世界を取り戻すこと。

　この二つを叶かなえるためならば、どんな犠ぎ牲せいも厭いとわない覚かく悟ごを持っている。だから、最初からこの交渉は成立しない。不動に対してカードを切るのであれば、伊邪那美がとるべき人ひと質じちは、満月と瑠璃ではなく明花やヒナであるべきだったのだ。

「困ったわねえ。どうしようかしらあ……」

　と、いいながら伊邪那美は笑っていた。クスクスと妖あやしげに。窮きゆう地ちに追い込まれているはずなのに。

「なんてね。本当に茶番って感じよねえ」

　伊邪那美はちらりと一いつ瞬しゆんだけ不動から視線を外し、また元に戻す。

「茶番？」

「だって……もう決着はついているのに、こんな『演技』して」

　要領を得ない伊邪那美の言葉に、不動は違い和わ感かんを覚える。

　とったはずの人質が意味を成さず、出入り口は不動にふさがれている。彼女には打つ手がないはずだ。なのに、なぜ、こんなにも余よ裕ゆうがある？

　疑念を口に出そうとしたとき、伊邪那美がニヤリと笑った。




「私の勝ち。この二人を捕つかまえた時点で。……そうでしょう？」




　その言葉は、不動ではなく、ヒナへと向けられていた。

　次の瞬しゆん間かん、生徒会室の出入り口から足音が聞こえてくる。

「!?」

　不動はすぐさま理解する。伊邪那美の『白ビヤク檀ダン』の能力によって操あやつられた人間達がやってきたのだ。狙ねらいはヒナ、ならば自分がすることは彼女を守ることだ。そう判断し、

「ヒナ！」

　彼女を庇うために振ふり返り、手をさしのべた。……だが、




　目の前に、ヒナの錫杖が突き付けられていた。




「……っ！」

　不動の肉体が固まる。理解が追いつかず、ただ眉み間けんに突きつけられた刃やいばの先せん端たんに当たらぬようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　ヒナに目を合わせると、彼女は怯おびえたような顔でこちらを見ていた。

　……なんでそんな顔を。どうしてこちらに──。

　戸と惑まどい硬こう直ちよくしていた時間はほんの数秒だったはずだ。だが、それで十分だった。

「うふっ、だーまされたー」

　伊邪那美が満月を放ほうり捨てて、不動に肉にく薄はくするには。

「なっ!?」

　背後から迫せまってくる音を聞き、なんとか振り返ったが、すでに伊邪那美は目と鼻の先だった。右手と左手に鉄の杭くいを握にぎりしめ、大きく左右に腕うでを広げている。

　不動は大剣を構えて受け流そうとする。が、咄とつ嗟さに過去の光景が思い浮かんだ。

　かつて同じように杭の攻こう撃げきを受けようとした母は、剣をすり抜ぬけた杭に刺さされて死んだ。

　気づいた瞬間、不動は大剣の刀身をすり抜けた二本の杭に刺されていた。

「っ!?　っがぁあぁぁあああああああああああああああああああ！」

　とんでもない激痛が全身を襲おそう。力の入れ所が分からず、不動は倒たおれ込んだ。

　伊邪那美は不動の胸に突き刺さった鉄の杭を思い切り踏みしめ、床ゆかに縫ぬい付けた。悪戯いたずらが成功した子供のような表情で彼を見下ろしている。

「良かったわー、ちゃんと効いたみたいねっ」

　鉄の杭をまた両手に出現させると、手足に突き刺し、完全に動きを抑よく制せいした。

「私の『煉レン獄ゴクノノ楔クサビ』は自身の知り得た感覚、感情を一本の杭に集約し、相手に丸ごと伝える能力。物理的な攻撃力はないけれど──文字通り『死ぬくらいの痛み』って、結構きついわよねえ？」

　一応、ショック死はしないから安心よんっ、という伊邪那美の声を最後に不動の意識は激痛の中に沈しずみ込む。







　呆ぼう然ぜんと様子を窺うかがっていたヒナは、伊邪那美の視線が自分へと向けられたことでぴくりと身を強こわ張ばらせた。

「……さすがにお友達を窮地に陥おちいらせたら、やばいと思うわよねえ」

　微笑ほほえみながら近づいてくる伊邪那美に、顔を真っ青にしながらゆっくりと後ずさる。しかし、扉とびらの後ろ側には『寄生者』たちが迫っている。ヒナはなんとか気持ちを持ち直し、錫杖を構えて口を開いた。

「……フドーは寄生されてなかったの……？」

「寄生はしてたと思うわよー。けれど、操れていなかったのよねん」

「じゃあ、フドーはずっと意思があった……？」

「そう。貴女あなたは九鬼くんを信じ切れなかった。それが敗因よん」

「……っ！」

　ヒナは歯は嚙がみし、自らの不信を恥はじた。

　そうだ。すべては不動を信じ切れなかった自分の責任だ。ヒナが不動に錫杖を突きつけなければ、こんなことにはならなかった。

　あのとき、彼女が不動に錫杖をつきつけたのは、彼が寄生されていると思ったからだ。

　伊邪那美がヒナに向かって「私の勝ち」と宣言したとき、その疑念が表に出てしまった。そういった不信感を、伊邪那美に利用されてしまった。

　ヒナの動どう揺ようを悟さとったかのように、伊邪那美は続けた。

「私が策を弄ろうしたのは事実だけど……」

　優やさしい笑顔で悪意を込めた言葉を叩たたき付ける。

「そもそも仲間を信じきれなかった貴女が悪い」

　その言葉はヒナの胸を深くえぐった。

「っ！」

「結局貴女は誰だれも信じていない。あの土ど壇たん場ばで九鬼くんの手をとれなかった貴女は、『誰かに守られるような資格』なんてない」

「……そ……れ、は……」

「違う？　どこが？　私の後ろを見て？　ほら、貴女を守ろうとしていた彼は激痛に悶もだえている。あれは私の能力が為した事。けれど、防げなかった事かしら？」

　無む慈じ悲ひな言葉を幾いく度どとなく突き刺してくる。息が出来ない、勝手に後あと退ずさる身体からだ。

　否定するべきなのに、言葉が浮かばない。

　なんとか絞しぼりだそうとした声も、否定の言葉に打ち消される。

「……違うわよねえ」

　かつん、と扉に背中が当たった。押さえつけられているのか、背中で押してもビクともしない。ヒナは震ふるえたような息を漏もらす。

　伊邪那美は霊装を解き、ボロボロの服に戻るとゆっくりと錫杖の刃に自らの胸を当てた。ぷつっと血が浮き出る。手に伝わる肉を刺した感かん触しよくに、ヒナの身体が強張る。

「守られるべき方が守ってくれる相手に武器突きつけちゃ、本ほん末まつ転てん倒とうよねえ。資格以前の問題。……ねえ」

　伊邪那美はクスクスとヒナの『存在』を嘲あざ笑わらう。

「貴女は本当に自分が守られるべき存在だなんて思っているのかしら？　そんな傲ごう慢まんな願いを疑問にも思わず。結果、他者を傷つけても」

　耳をふさぎたい。でも、ふさぐことすら許されない。それが、真実だからだ。




「──貴女なんて生きる価値すらないっていうのに」




「っ!!」

　じわり、と目に涙なみだが溜たまる。伊邪那美の意図は分かっていた。ヒナの心を痛めつけ、砕くだくことだ。

　けれど、分かっていてもはねのけることができない。戦わなければならないと思っているのに、上う手まく考えがまとまらない。混乱する。

　きっとこれは罰ばつなのだ。不動を信じられなかったことへの。ならば、今、彼のためにするべきことは最低でも白檀の無効化か鬼おに化を消すことだ。

　けど、霊装は解かれた。星雲石ネビユラに影えい響きようを与あたえるには、数秒触ふれていなくてはいけない。

　そんなの無理だ。

　なら白檀だが──どうすれば捕とらえられるか分からない。思考がまとまらない。

　さらにヒナの混乱を加速させたのは、錫杖から伝わってくる肉を刺す感触だった。人を直接刺した事などない。今の状じよう況きようでさえもこんなにも戸惑っているのだ。もし、伊邪那美に攻撃なんてすれば、『ほら、貴女は平気で人を刺せる』などと責められ確実に精神を壊される。だからこそ、伊邪那美は近づいてこないのだ。

（……けど……このまま何もしなくてもダメだ……！）

　ヒナはグッと錫杖に力を込めた。

　瞬間、刃の先端に光が溢あふれ──伊邪那美の身体が凍こおりついたように動きを止めた。

　異能によって、時間を止めたのだ。出力的にほとんど一瞬だけだが、それだけの時間でも稼かせげるなら。

　そう考えていたが、

「むーりっ」

「え!?　ぎゃっ！」

　どごっ、と鈍にぶい音が聞こえたと思ったと同時に、ヒナの身体が真横に吹ふき飛んだ。錫杖を落としたまま、ごろごろと無様に転がっていく。殴なぐりつけられた頰ほおを押さえながら、呆然としていた。

「どうして動けるのって顔してるわね。残念、私の再生って肉体の損傷だけじゃなくって、あらゆる異常にも及およぶのよんっ」

「そ、そんな……」

「だから時間を止めようが何しようが、元に戻もどっちゃうの。発想は悪くなかったんだけどねえ。惜おしかったわね」

　拾い上げた錫杖をヒナに突つきつけ、伊邪那美は出来の悪い子をしかるように優しく諭さとした。

「これで失敗二度目。ダメダメねえ、ヒナちゃんはっ。まあ、これに懲こりたら邪じや魔まをしないでちょうだいねえ」

　そっと髪かみを撫なでられるが、ヒナは恐きよう怖ふで言葉が出てこない。

　無理だ、この女を倒すことなんて。

　ヒナの絶望を悟ったのか、目的は達成したといわんばかりに伊邪那美は周囲を見回した。

「それじゃあ、ちょっと『実験』してみたい事があるのよねえ」

　そう言って、伊邪那美は震えて動けぬヒナに背を向けて、今度は不動に向かって行った。

　痛みで叫さけび続ける不動を見下ろし、小首をかしげる。

「上手くいくかしらん。やってみてのお楽しみかしらねえ。私の能力で『人としての感情』を戻す事もできると良いんだけど」

　彼女は言いながら、大量の杭を一気に不動に突き刺した。不動は意識は失わなかったが、呻うめき声を漏らしながら、小刻みに震えだす。

「うふっ、こんなものかしらん」

　そうして、彼女は満足したのだろう、立ち上がるとこの生徒会室で唯ゆい一いつ、まともな意識があるヒナに顔を向ける。

「せっかくだし、一気に事を進めたいけれど、前回の土つち蜘ぐ蛛もの『予行演習』でヒナちゃんは運ぶの面めん倒どうなの分かっちゃったのよねえ。だ・か・ら」

　悪戯っぽく笑うと、先ほど放り捨てた満月と横たわる明花を拾い上げる。

「この子達、もらっていこうかしら。大事な大事なお姫ひめ様を攫さらって行く魔ま女じよ。それでもって助ける王子様には──世界を滅ほろぼす事のできる魔ま法ほうの道具と共に最後の戦いの場所に来てもらうの。なんだかよさげな感じねえ」

　手を合わせながら、伊邪那美が一人で盛り上がる。

「まっ、そんな訳で貴女あなた達がこちらに来てもらう事にしちゃうわん。満月ちゃんはともかく九鬼くんにとって明花ちゃんは大切な存在なのよねえ。ヒナちゃん、九鬼くんに伝言よろしくう。私は『旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう』に向かうって」

　ヒナちゃんも一いつ緒しよに来てほしいわぁと微笑む伊邪那美に、ヒナは目を見開いてなんとか立ち上がる。

「『旧環境制御塔』って……」

「天巡ちゃんが世界を統すべていた、始まりと終わりの場所。ね」

「そんな……行ける訳がない。少なくとも私達は……私は、絶対に都市に邪魔される」

「そうねえ。世界を滅ぼす可能性がある場所には行かせてもらえないわよね。まぁ、普通なら、ね」

「……え？」

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。貴女、もうこの都市にはいられないわよん？」

「それってどういう事……」

「こういう事」

　ぱちん、と何かの合図のように指を鳴らす。同時に、雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「……!?」

　慌あわてて窓の外をのぞき見たヒナは、目を疑った。

　明るく晴れていた空が、いつの間にか狂くるっていた。そうとしか表現できなかった。

　シオス・ポリスの天候は完全に管理されているため、一日の天候が大きく移り変わることはない。しかし、今は青空が広がったと思ったら、次の瞬しゆん間かんには暗雲が立ちこめ、強風が吹いていたと思った瞬間には無風になり、竜たつ巻まきがあらゆるところで発生していた。

「な、なにが起こってるの……？」

「えーっと、そうねえ。簡潔に表すとこの都市の環境制御塔をたった今、爆ばく破はしたのよん。それで外の世界の狂った環境が流れ込んできたみたいな感じ？」

「爆破……？　そ、そんなあり得ない！　だってあそこのセキュリティは、どこよりも完かん璧ぺきなはず……」

「確かにねえ。まぁ、敵は外だけじゃないのよねん。細かい方法は企き業ぎよう秘密よん」

　伊邪那美の言葉に隠かくされた意味に気づき、ヒナは声を震わせた。

　敵は外だけじゃない。

　つまり、九く頭ず龍りゆうに協力する人間が、この国の内部に、それも中ちゆう枢すうにいるということだ。自分たちの立ち向かうものの大きさに恐怖しながら、なんとかヒナは尋たずねる。

「でも、私がこの都市にはいられないってどういう……こと？」

「『大祓のエピシ巫女ミア』は、天巡を宿す器うつわになりうる存在っていうことを広めてみたの。だから、貴女あなたは私達に狙ねらわれているってね。組織力って大事よねえ」

「器になりうる……？　でも、私は……」

「そう、力をもう持ってるわよね。でも、大事なのはそこじゃないの。少しでも、ヒナちゃんを危険だと都市の人が思ってくれればいいのよ。殺したいと少しでも思えれば」

「!?」

「今のボロボロになった世界はたった一人の少女の取り合いによって成された。そんな厄やつ介かいな少女は正直、生きている価値は皆かい無む。むしろ危険。ならどうするかしらん？」

　数多くの人間の命とたった一人の少女の命が天てん秤びんに載のせられ、かつその少女が害悪しかもたらさないなら。

　────殺すしかない。

「ついでにお気づきの通り、都市はもう守ってくれないわよん。ヒナちゃん分かってると思うけど、貴女自身にそんなに価値はないんだから。人柱くらいには、なれるかもしれないけどねん」

　伊邪那美の言葉が突き刺ささった。ヒナの『天巡』は引き出す事ができるため、ヒナ本人には価値はない。だが、ここまで『大祓の巫女』の正体が明かされてしまえば政府の責任も問われる問題になる。

　住民の怒いかりの矛ほこ先さきを向けるため、政府はきっとヒナを切り捨てる。

　人柱にして。

「正義って怖こわいわねえ。たった一人の少女を殺す事が、正しい事になるなんて。そんなの間ま違ちがってるわよねえ。……だからヒナちゃん、貴女は全力で逃にげるしかないの。彼らの手が届かない場所に」

　うふふ、とやっぱりいつもと変わらない柔にゆう和わな笑えみを向けてくる伊邪那美。

「そんな……噓うそ……そんな事……」

　身体からだが震ふるえてくる。都市が、政府だけではなく住民まで本当に殺しにかかってくる？　信じたくない。そんな現実認めたくない。きっと伊邪那美の噓に違ちがいない。

　そう思っていると伊邪那美は満月と明花をしっかり抱かかえ直してから、追い打ちをかける。

「噓だと思うなら、宇う美みちゃんに連れん絡らく入れてみるのはどうかしらん？　彼女、任務に忠実よねえ、確か。巽たつみの足止めも終わった頃ころだろうし、戻ってきてるんじゃないかしらあ」

「…………」

「それじゃあ、私は逃げちゃうわねえ。待ってるわよん。まっ、別に死んじゃっても問題はないんだけど。また、百年でも、二百年でも次の機会を待つだけだしねえ」

　ヒナに大して興味がなさそうに去って行ってしまった。残ったのは恐怖に打ち震えるヒナと杭くいを全身に刺されたまま呻く不動と、未いまだに気を失っている瑠璃だけだった。
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　伊イ邪ザ那ナ美ミの『煉レン獄ゴクノノ楔クサビ』の影えい響きようで不ふ動どうの気分は最悪だったが、それ以上に最悪だったのは、ヒナから聞かされた状じよう況きようだった。

　満み月つきと明めい花かが攫われ、救出のためにヒナとともに旧環境制御塔に向かわなければいけないこと。今はうち捨てられた旧環境制御塔。この都市から数百キロの地点にあるが、結界の外にあるため現在は大量の禍フアン獣タズマが集まる危険区域だ。

　もう一つの厄介ごとはヒナの秘密が暴あばかれ、都市政府や住民が敵にまわったことだ。環境制御塔が破は壊かいされ、禍獣を防ぐ結界や異常環境が流れ込んできている。そのうえ、政府内部に内通者がいる可能性が高い。

　学園から脱だつ出しゆつした不動達は、道中でそのあらましを聞いていた。

　まだ環境は狂ったままだが、霊れい装そうをしている不動の周囲は環境が保たれているため、瑠る璃りとヒナは普通に歩く事ができる。

　結界も壊れているため、禍獣が中に入ってきているようだが、幸いこの区域までは侵しん入にゆうしていないようだった。避ひ難なんは完かん了りようしているようで、周囲に人ひと影かげは見られない。

　都市から派は遣けんされるであろう追っ手もまだ来る様子はない。

「俺らはどうあがいてもすぐに都市の外に出ないといけないわけか」

　不動は顔を歪ゆがませながら、深々とため息をつく。

「……ごめん、私のせいで」

「ヒナさんは悪くありませんよ」

　項うな垂だれて謝罪するヒナを、気絶から立ち直った瑠璃が優やさしく慰なぐさめる。瑠璃には天巡アグリの事を伝えていた。伊邪那美の話が本当なら、瑠璃の協力が不可欠だからだ。

「まあ、確かにな。あの時、気付けなかった俺にも落ち度はある。……それに今はどうするか考えた方が良い」

　不動は周囲を見る。

　未だ──いや、さらに外の環境は酷ひどくなったように思える。日照りなのに前が見えないくらい吹ふ雪ぶいているのは見るからにおかしな光景だった。

「各小都市に非常用の制せい御ぎよ塔とうがあるって言っても、発動するまで時間がかかるだろうし、何より俺らにとって問題はそこじゃない」

「……ええ。中央区の制御塔が壊された、というのはきっと都市の人々に伝わってしまうでしょうから」

「……っ」

　瑠璃の言葉にヒナが身を小刻みに震わせる。そんな彼女を瑠璃は優しく抱だきしめた。

　本来なら、九く頭ず龍りゆうが触ふれ回っているという噓の情報は、一いつ笑しようされて終わるようなものだが今のように切せつ羽ぱ詰つまった状況にされると話が違ってくる。

　恐きよう怖ふに侵おかされた集団はおかしくなってしまう。生き残るために凶きよう暴ぼう性が増し、邪じや魔まな物を極力取り除こうとするだろう。

「この場合、非常用の制御塔が発動していない今が都合がいいかもしれないな。混乱した今の内に外に行こう」

「それはダメです！」

　瑠璃がふるふると頭を横に振ふって、怒おこったように反論する。

「今、不動くんは本調子じゃありません！　そんな状態で飛んで外に出たら禍獣に襲おそわれてしまいます！」

　瑠璃の言葉はもっともだった。不動自身も自らのダメージを感じていた。

「でも、……どうすればいいんだろうな」

　疲つかれ切ったような目で不動は瑠璃を見つめる。

『煉獄ノ楔』による精神的ダメージがそれほど大きかったというのだろうか。明花が攫さらわれたというのに、気力がない。いつもの不動ならばここで無む理り矢や理りにでも行こうとするのに。

　なんというか……落ち込んでいる。そんな風に瑠璃には見えてしまった。

「……分かりません。そもそも外に安全に出る方法は現時点ではありません」

　都市の外に出る、という行こう為いは結界が消えている今なら、簡単にできる。

　しかし、『出ようとする人間』が問題なのだ。

　ヒナの持つ天巡のバックアップは、最悪、天巡そのものを復活させる恐おそれがある。しかも復活する可能性を大きくする旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうに行きたいなどと言ったら、誰だれが許すというのだろうか。

　最悪、二度目の『終しゆう焉えん』が訪おとずれてしまうかもしれないのだ。

　きっと全力で阻そ止しされる。……というか、外に出ようとしている事がバレていなくても都市政府はヒナが住民に殺される前に回収しようとするだろうから、隠す意味はあまりないのだが。

　何より最大の問題は、移動手段がないことだ。不動一人だけなら問題ないが、ヒナ──そして戻もどってくるとなれば、満月と明花も連れて数百キロを歩かなければならない。

　政府のバックアップを受けられない今、結界の外に出ても徒歩以外の手段がない。すべての障害を避よけてなんとか外に出たとしても、禍獣が溢あふれる外の世界を徒歩で長ちよう距きよ離り移動しなければならないのだ。自殺行為に等しい。

　何か良い案がないか、とそれぞれが思考にふけっていたが、ふと瑠璃が小さな声をこぼした。

「兄の所なら、少なくとも準備だけなら整えられるかもしれません」

「……お兄さん？」

　ヒナが弱々しく首を傾かしげる。

「わたくしの兄──千せん子じ村むら正まさです。兄の下もとなら、施し設せつが充じゆう実じつしているはずです」

　瑠璃の言葉にヒナは目を瞬まばたかせたが、不動はゆっくりと首を横に振る。

「確かに施設的な意味では問題ないだろうけど、……兄さんは『月ツク詠ヨミ』だぞ？」

「マジで？」

「はい、兄は陰陽徒メヲトの最高責任者の一人です」

　ヒナが驚おどろきで目を見開くと、瑠璃は苦く笑しようした。

　不動ら陰陽徒を統とう括かつする最高責任者は三人いる。

　天アマ照テラス、月詠、素戔嗚スメラギの三人おり、瑠璃の兄である村正は月詠──武纏フオロや護浄アルニシ、星雲石ネビユラなどの研究、開発を専門としている鍛アルテ人イストを統括している存在なのだ。彼のいる研究所ならば準備をする設備が十分に揃そろっているはずだ。

「兄ならば、きっと事情を話せば協力してくれるはずです」

「そうだろうけど……ヒナは不安じゃないか？　やっぱり一応知らない人間だろ？」

　不動に問われ、ヒナと瑠璃がギョッと驚いたように彼の顔を見返す。

　その挙動に不思議そうな表情をする不動。

「どうした？」

「いや……なんでも……」

　気を取り直して、「でも」とヒナは不動に笑みを浮うかべる。どこか自じ嘲ちよう気味な笑みを。

「……信じるよ。…………私には何かを言う資格なんてないから」

　伊邪那美の言葉が未だヒナの胸に突つき刺さっていた。

　あの時、不動を信じられていたら。

　きっと今のような状況にはならなかっただろうから。

「……？」

　不動はヒナの表情を見て、何かもやっとしたものを感じ取った。だが、それが何なのか分からない上に、なんとなくこのままだと嫌いやな感じがしたため、話を変える事にした。

「……気になってたんだけど、伊邪那美って鬼おに化してたよな？　でも、『白ビヤク檀ダン』の武纏を使ってたけど、あれってどういう事なんだ？」

　うーん、と瑠璃は首を傾げる。

「そう、ですね……。本来、鬼は武纏や護浄といった武器は扱あつかえません。だからあり得ない事です……」

「もしかして伊邪那美だからかな？　一人で天巡のエネルギー供給とかも司つかさどってたっていうし。私も人よりかなり霊れい力りよくが高い方だし」

　ヒナの推測に瑠璃は静かに首を横に振る。

「鬼が武纏や護浄を使えないのは、生成量云うん々ぬんではなく、体内の星雲石が『鬼の異能』に全すべてを注ごうとするからです。これは鬼の意思ではどうする事もできません。……なのでたぶん、可能性は飲み込んだ星雲石が特別性か……それか順番かと」

「順番？」

　不動が不思議そうに首を傾げると、瑠璃は頷うなずく。

「はい。彼女は武纏を使いながら、鬼化したためにどちらも使えていたのかと。武纏に対して、霊力を注ぐ経路がすでに出来ていたから、鬼化して鬼の異能を使っても使い続ける事が出来たのかもしれません。鬼について研究が進んでいるわけではないので、あくまで推測ですが……」

　そんな事を確かめるために残りの人生を無む駄だにする人間はいないだろう。伊邪那美のように鬼化しても体内の星雲石を浄じよう化かできるような人間でないと。

「……普ふ通つうの人間には真ま似ねできなさそう。霊力不足でどっちの機能も十分に発揮できないよね。伊邪那美は私が今さっき言ったように霊力の量が桁けた外はずれだからさ」

「鬼化もできて武纏も使えて、不死身か……存在がチート過ぎるな」

　ヒナの解説に、不動はため息をついてしまう。どう考えても倒たおせる要素が一つも存在しない。

　さすがにヒナも苦笑する。

「ほんとにね。唯ゆい一いつの救いは伊弉諾イザナギみたいに生身で禍獣を倒せる存在じゃない事くらいだね」

「……ああ、伊弉諾が敵だったら、この都市終わってたかもな」

　結構、冗じよう談だんとも言い切れないから怖こわい。

　伊弉諾は、二百年前から生きる英えい雄ゆうだ。伊邪那美の暴走を止め、狂くるった世界で人々を導き、生身で禍獣を屠ほふってきた規格外な人間でもあり、この神坐都市──シオス・ポリスを築いた存在。

　最初の方は政治などの体制を整えるために積極的に活動に参加していたが、今ではまったくと言っていいほど干かん渉しようしてこない。

　本当の危機──十年前の九頭龍が襲ってきた事件の時に禍獣を倒して回っていたらしいが。

（そういえば、俺をギリギリで助けてくれたのも伊弉諾だったっけ）

　その時、致ち命めい的てきなダメージを受けてほとんど気を失いかけていたが、禍獣に襲われそうな所で蒼あおい着物を纏まとった男が禍獣に立ち向かってくれた記き憶おくが微かすかにある。あれが伊弉諾だったと後に他人から伝えられた。

　と、その記憶を思い出したところで、不動は妙みよう案あんを思いつく。

「伊弉諾に頼たのめばいいかもしれないな」

「伊弉諾に？」

　ヒナが首を傾げる。

「ああ、伊弉諾って今はもう政治には関かかわってないけど発言力はまだ絶対だ。だよな？」

「まあ、『大祓のエピシ巫女ミア』の処しよ遇ぐうを決めたのも伊弉諾だし」

　その頃ころはすでに伊弉諾は政治から遠ざかっていたはずだ。それでもなお、今の今まで発言の拘こう束そく力は衰おとろえてない所を見るに、今現在もきっと彼の言葉には力はあるはず。

　彼に頼んで外に出るまでついてきてもらうのが一番危険が少ないはずだ。

「でも」とヒナは眉まゆをひそめてしまう。

「伊弉諾に頼たよるのはいいけど、どこにいるのか分からないんだよね。都市がこんな状じよう況きようだから立ち回っているかもしれないし、手出ししないでどこかでのんびりしているかもしれないし」

「よくいる場所って知らないのか？」

「分からない。というか、私は一番、伊弉諾に近寄っちゃダメな存在だし」

　そういえばそうだ、と思い出す。政府側からすれば、ヒナが伊弉諾に泣きつきでもして、不利な状況にされたらたまったものではないだろう。

　だが、今は伊弉諾に頼るべきだ。それしか、この窮きゆう地ちを脱だつする方法は存在しない。

「……一応、知ってるかもしれない知り合いはいるけど」

　不意にヒナがぽつりとそんな事を言った。けれど、表情は硬かたくそれ以上は何も言わない。

　不動は問いかけるのを躊躇ためらったが、ヒナが一向に言い出せないのを見て、口に出せるきっかけを作る。

「誰なんだ、それ？」

　促うながされるが、やはり口にするのは気が重いのか、しばらく黙だまったままだった。

　だが意を決したのか、ヒナはゆっくりと口を開く。

「大好きだけど、今は一番、会いたくはない私の『親友』。──うーみんだよ」

「宇う美みか……」

　都市がヒナを切り捨てたのであれば、宇美にもその指令は下っている可能性が高い。できる限り、味方であろうとしてくれるだろうが、彼女は完全な味方ではいられない。だから今、会うとしたら敵対するかもしれない。

　でも、宇美が伊弉諾の居場所を知っている可能性があるならば。

「まず、あいつに会うべきかもな」

「本気で？……戦うかもしれないよ？　正直言って、うーみんは強いよ。たぶん能力的に相あい性しようも悪いと思うし」

「適当に探し回っても、同じ危険はあるはずだ。だったら、一度、会ってみるべきだろ。出会い頭がしらにいきなり殺されるなんてないだろうし」

「それはそうだけど……」

「心配するな。俺は殺されないし、もし戦う事になっても殺すなんて方法は絶対に選ばない」

　ヒナの不安そうな表情は消えはしない。

　不動はどうしたものか、と考え、彼女の頭にぽすりと手を乗っける。

「勝てなきゃ逃にげるだけだしな。俺は恐おそらくあいつには速さでは勝ってるだろうしな」

「……うん。そう言ってくれると、助かるかも。……フドーを信じてみる」

　少し嬉うれしそうな顔をして、ヒナは不動の手を軽く包み込む。

「じゃあ、うーみんを呼び出すね」




「その必要はないわ」




「!?」

　振ふり向くと、木立の陰かげから虎とらの着ぐるみを着た奇き妙みような少女が現れた。

　いつもと変わらぬ無表情であるのに、何な故ぜか威い圧あつされてしまう。

　殺意とも違ちがう、怒ど気きだろうか。とにかく、彼女が怒おこっているのを感じ取れた。

　不動はその時、本当に久しぶりに恐きよう怖ふという感情を覚えた。

　それでももう退ひくつもりはなかった。これ以外に方法はないのだから。

「宇美、頼みが──」

「私は何も言うつもりはないわ」

　不動の願いの声もぴしゃりと撥はねのけられた。やはり怒っているのか。しかし、不動には彼女の怒いかりの理由がわからない。

「素す直なおに逃げる算段を立てていれば、見み逃のがしてあげたのに。本当に馬ば鹿かね」

「……そこまで頑かたくなになる必要がどこにあるんだ。お前はずっとそんな感じだったな。自分は関われないって。何か弱みでも握にぎられているのか？」

「ヒナから何も聞いていないのかしら」

　宇美は静かにそう言って、ヒナへと視線を向ける。不動の後ろに控ひかえていたヒナは、口を噤つぐんで視線を彼女から逸そらしてしまった。

　そんなヒナを見て、宇美は疲つかれ切ったようなため息をつく。

「……そう。つまり私なんてどうなってもいいと、そう思っているのね」

「ち、違うよ！　私は……私は……」

「もういいわ」

　言葉を紡つむげないヒナを見て、宇美は呆あきれ果てたように言い、一歩踏ふみ出す。

　不動はヒナを宇美から庇かばうように立ち塞ふさがる。

「俺が提案したんだ、ヒナは関係ない」

「関係ない事はないと思うのだけれど。そもそもこの件は『私とヒナの命』が関係しているのだから」

「……なんだって？」

「私とヒナが対たい峙じした時、どちらかの命がなくなるのよ」

　二人の命が関係している？　ヒナだけではなく、宇美も？　疑ぎ問もん符ふばかりが頭をよぎるが、宇美の説明はますます分からないものだった。

「ヒナが私に抵てい抗こうして、生き残ろうとすれば私が死んで、ヒナが諦あきらめれば私は生きる。そんな関係なの」

「……どういう事だ？」

「何故、貴方あなたにそこまで言わなければならないのかしら。もう、関係ないのよ、理由なんて。どうでもいい」

　切り捨てるようにそう言うと、これ以上の話は無用と宇美の顔つきが変わった。

「貴方がこの道を選んだ以上、待っているのは『悲劇』だけなんだから。──『我、虎トラノノ威イを借る弱者なり』」

　起動式であろう言葉を紡いだ瞬しゆん間かん、ぽんっと気の抜ぬけるような音と共に、宇美の両手足に肉球付きの手て袋ぶくろと靴くつが召しよう喚かんされた。

「貴方も剣けんを取りなさい。殺し合いを始めるの」

「……！」

　もう止められない。直感的に分かった。

　不動は後ろの瑠璃とヒナに逃げるように怒ど鳴なり、宇美に対峙する。

　宇美が一歩踏み出すと、大地が震ふるえ、大きな亀き裂れつが入った。

「それでいいわ。殺し合いましょう。そして私のために殺されなさい。……それか」

　彼女は悲しげな表情を浮うかべ、不動には聞こえない小さな声で言った。




「──ヒナを救えない、こんな私を殺して」




　宇美が地面を弾はじき飛ばした瞬間、もっとも行いたくない死し闘とうが始まった。







『虎ノ威』。

　宇美が扱あつかう武纏。虎の着ぐるみ型の馬鹿げた武纏であり、霊れい装そうした際も肉球付きの手袋と靴──さらには被かぶり物が召喚されるおかしな物である。
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『虎ノ威』の能力は物体の衝しよう撃げきの増減を決定できるというもの。

　勢いよく殴なぐってきた鉄棒の衝撃をゼロにする事も可能で、隕いん石せきさえ受け止められると言われるほどだ。だから物理的な防ぼう御ぎよに関してはなんら心配はいらない。なので着ぐるみの生き地じは耐たい刃じんや耐たい熱ねつなど様々な状態異常のために機能を割わり振られている。

『虎ノ威』で恐ろしいのは、衝撃を倍増した物体で触ふれただけで対象を木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまう事だ。

　唯ゆい一いつの欠点は霊れい力りよくを大量に消費するという事。防御も攻こう撃げきもすべてが霊力というエネルギー頼だのみなのだ。多少霊力の生成能力が多いだけでは扱えない。だが宇美にはその欠点が何の意味もなさないのだ。

「くっ……！」

　宇美が肉球手袋で構えながら、一気に肉にく薄はくしてくる。とっさに宙に飛んで彼女の背後に回り込んで、一いつ旦たん、距きよ離りを取る。

　そのまま突つっ込んで行った宇美が一本の木に触れた瞬間、文字通り『木き屑くず』へと姿を変えてしまった。原形を失い、バラバラと舞まい落ちる。

「安易に飛ばないのね。良い判断よ。できるだけ霊力の消費はさける事ね。貴方と私の霊力の生成力は桁けたが違うから。……貴方の出せる全力で霊力を消費し続けたとしても、私は一日保てるもの」

（冗じよう談だんじゃない、本当に）

　内心呟つぶやきながら、体勢を整えようとするがその隙すきも宇美は与あたえてくれない。

「何かを考えている暇ひまなんてないわよ。私と戦うなら、動きを止める事は許されない。──月ノ海」

　宇美が一歩足を踏み出した瞬間、周囲の地面が数メートル陥かん没ぼつした。

「なっ!?」

　いきなり地面がなくなったせいで、身体からだが浮ふ遊ゆう感かんを味わい、体勢が狂くるう。とっさに宙に留とどまろうとするが、──それが過あやまちだと気付く。

　宇美が肉球手袋に何かを握りながら、大きく振りかぶり、投げつけてきた。

「落ちなさい……翼たすきぼし」

　それはただの石。多少速い程度の、脅きよう威いは感じられない物。

　しかし、不動はそれを歯を食いしばって思い切り、大剣で迎げい撃げきする。

「ぐ、がぁ！」

　石が衝しよう突とつしたと同時に、大たい砲ほうの直ちよく撃げきでも食くらったような激げき震しんが全身に響ひびき渡わたった。身体は容た易やすくクレーターの外へ吹ふっ飛ばされ、地面を幾いく度どとなくバウンドする。

　目が回る。でも、宇美が言ったように止まれない。

　天地が分からないほどであったが、足と背からジェット噴ふん射しやをして、無む理り矢や理り、空に飛び上がった。

　ぐるぐる回る視界の中、下からこちらに追つい撃げきしてくる宇美を発見して、大剣を突きつけた。

「火か界かい咒しゆ！」

「無む駄だよ」

　宇美の周囲に瞬しゆん時じに張られる青白い膜まく。その力によって火界咒が無効化される。

　だが、

「無駄じゃない！」

「!?」

　不動は火界咒を撃うち放ったまま、大剣を突きつけて、全速力で突とつ貫かんする。

　空中で身動きできない宇美は、かわす事ができず、腹にその一いち撃げきを受けた。

　ダメージはない。でも、これでいい。

「そう。考えたわね」

　威い力りよくはない。けど、『押し潰つぶす』事はできる。

　宇美の能力はあくまで衝撃を増やしたり、減らしたりするものだ。だから衝撃を増やした所で速度は上がらないし、減らしても減速もしない。

　推進力がある物体ならば、たとえ衝撃を消されようとも、止まる事無く進み続ける事が可能だ。

　静かに大地に激げき突とつし、宇美を一気に押し潰す──！

「でも……甘い、わ。一手が、足り、……ない」

　ぽんっ、と宇美の頭に虎とらの被り物が現れる。

　ふっ、と宇美を包む青い膜が姿を消す。同時に宇美は不動の大剣に触れた。

「玉ぎよく衝しよう」

　ぱぁん、と弾け飛ぶような音が鳴り響き、大剣が真横に弾き飛ばされる。

「んな!?　って、やばっ！」

　押し倒たおした宇美は、もう片方の手を真っ直すぐ不動の方へと伸のばす。

　触れられたら、木っ端微塵になって即そく死し。恐おそらく、手加減など一いつ切さいしないだろう。

　不動は力の限り、なんとか宇美の腕うでを払はらい、

「悪い、宇美！」

「ぐぅ!?」

　思い切り宇美の腹を蹴けり飛ばして、空に舞い上がった。

　一回転して宇美から離はなれた地面に降り立った不動は、立ち上がろうとする宇美を見つめていた。

　……予想外な事に腹を蹴け飛とばした時、能力で防御されなかった。たぶん宇美の能力は攻撃と防御を同時に行えない。だから一度、あの青い膜を消したのだろう。

　不意をつけば、攻撃を当てられる。

「……俺にもある程度勝機はあるみたいだな」

「それはどうかしら」

　被り物を消した宇美は肉球手袋のついた手で構えを取った。

「守りを固める事が敗北に繫つながるのなら、もう私は守らないわ。……全部壊こわしてあげる。行くわよ──星せい霧む」

　かつん、と宇美が地面を軽く蹴った瞬間。

　いきなり視界が霧に──否いな、土つち埃ぼこりによって閉とざされてしまう。

「くそっ！」

　幸い、自身の周りは霊装の効果によって目つぶしはされなかったが、宇美が見えないという点ではかなり不利だった。

　不動は空に飛び上がり、下界の土埃に向かって大剣を突きつける。

「火界咒！」

「虚とみてぼし」

　火界咒を放ったと同時に、それは一いつ瞬しゆんにして同じ威力の衝しよう撃げき波はに搔かき消された。

　二つの衝撃波がぶつかり合って、土埃が晴れた大地に片かた腕うでをまるで撃げき鉄てつのように引いている宇美がいた。

「私も貴方あなたと同じような事はできるわ。だから離れているからって安心しない事ね」

　引いていた手を思い切り前に突き出し、ある一点でぴたりと動きを止める。

「空で潰れなさい──虚」

「くっ、うお！」

　鼓こ膜まくが破れそうなほどの轟ごう音おんとバラバラになりそうな強きよう烈れつな衝撃波がぶち当たり、天地が不明なほど揺ゆさぶられる。

　落とされなかったが、制せい御ぎよ不能に陥おちいった一瞬の隙を突かれ、跳とび上がった宇美は同じ高さまで迫せまり、不動の胸に肉球手袋で狙ねらいを定める。

「玉衝」

「──！」

　かわせない。緊きん急きゆう回かい避ひをしても、きっとどこかに一撃を食らうのは確実。

　ならばと、宇美が手を突き出してきた瞬しゆん間かん、身を捻ひねり、身体を斜ななめに傾かたむけた。無論、避よけるつもりなど欠片かけらもない。

　ただ、差し出した、だけだ。

　──左ひだり肩かたを。

　肉と骨が同時に砕くだけ散ったような音が鳴り響き、霊装ごと不動の左腕うでが後方に吹っ飛んで行った。

「！」

　宇美が目を見開く。

　何な故ぜなら、不動が未いまだ目の前にいるからだ。

　攻撃されたのと同時に、背中から火か炎えんを噴射し、その場にとどまるようにしたのだ。

　宇美に攻撃を当てるために。

　不動は大たい剣けんを真横に振ふるい、宇美の脇わき腹ばらに思い切り叩たたき付ける。

「んぐぅっ！」

　肉が潰れ、骨が砕けるような感かん触しよくを確かに手に受け取った。彼女も相当のダメージを受けたのだろう、追撃は来ず、そのまま墜つい落らくしていった。

　不動は落ち行く彼女を尻しり目めに、自身の腕を回収しに行く。

「……肉と骨を切らして、骨を切る、普ふ通つうは割に合わないな」

　木に引っ掛かかっていた自らの腕を回収して、不動は大地に降り立つ。

　少し離れた位置に脇腹を押さえながら、荒あらい息を繰くり返している宇美がいた。

　不動は千切れた腕を切断面に押し当てながら、彼女に声をかける。

「もうやめないか？　本当にこれ以上やったら死ぬって」

「貴方が、ね」

「お前だって無傷ってわけにはいかないだろ」

「そうね。でも、そう簡単にやめる事ができたら苦労しないわ。それは私に死ねと言っているようなものだもの」

「どういうことだ？」

　宇美の吐はき捨てるような言葉が気になり不動は問いかけた。彼女にしては珍めずらしく感情的な様子だった。

「本当にヒナから何も聞いていないのね？」

「さっきの事か？」

　どちらかが生きれば、どちらかが死ぬという事を宇美は言っていた。

「簡潔に言うと、私は天巡の力を受けると死んでしまうの」

「なんでそんな……どういう事だ？」

「こういう事よ」

　不意に宇美が着ぐるみのチャックを下ろしだした。さすがにその突とつ拍ぴよう子しもない行こう為いに身体が強こわ張ばる。

　そのまま見ている間に宇美が上半身だけ、着ぐるみを脱ぬぎ去ってしまった。中は下着を一枚だけつけており、それをぱちりと外す。

　何の躊躇ためらいもなく、宇美は自らの乳ち房ぶさを晒さらした。

　けれど、不動は気き恥はずかしさなど欠片も感じる事ができなかった。

　彼女の慎つつましやかな両胸の間に、人差し指程度の『石』が埋うまっていたのだ。その石から電子基板の回路のような物が四方に伸びている。

　それらはきっと手足の先まで伸びているだろう。

　何故、彼女が常に手て袋ぶくろをしているのか、今、ようやく分かった。

　頭の方は首までで止まっている。けれど、それは肌はだの下に潜もぐり込んでいるからだろう。よく見るとうっすらと回路のような痕あとが見えるのだ。

「私は、星雲石を埋め込まれているの。名目上は『健康管理』のため。けれど、本当は単なる『首輪』よ」

「鬼おに、じゃないんだよな？」

「ええ。鬼化せずに星雲石を身体からだの中に埋め込む技術が十年前に出来上がったらしいわ。まあ、でも不安定要素があったから未だに実験段階らしいけれど」

「……！」

　不動は目を見開いてしまう。

　十年前と言ったら、事件の日と一いつ致ちする。つまり宇美の身体に埋め込まれている星雲石の技術は自分の脳内に埋め込まれている物と同等の物だという事なのか。

「一つ訊きいていいか？　その技術を開発した人間はお前の身体に星雲石を埋め込んだ実験に関かかわってるのか？」

「さあ、知らないわ。でも私に関わっていたのは悪あく趣しゆ味みな科学者で、開発者から取り上げたと下げ卑びた顔で言っていた記き憶おくがあるけれど。それがどうかしたのかしら」

「いや……。そうか……」

　少し、安心した。正直、宇美に完全に関わっていたら、彼女の前に立つ事すらできなくなるし、村正にも会う事ができなくなるところだった。

　宇美は着ぐるみをまた着用し、大きく息を吐き出して、不動を見つめる。

「この星雲石は天巡の力を感知したら、内部をぐちゃぐちゃに腐くさらせるの。……分かるかしら、内部が腐ふ敗はいしていく感覚が。汚お物ぶつのような臭においをした血ち反へ吐どをぶちまける恐きよう怖ふが」

　宇美は自らの腹を押さえながら、ゆっくりと口にする。

「私は知っているわ。一度、実験と称しようした警告として実際にされたもの。初めは内臓を潰つぶされるような痛み。けれど、腐っていった部分から痛みがなくなっていくの。それが全身に広がって行って──じわじわと広がる恐怖に、その時は本気で泣いてしまったわ」

　宇美はその事を思い出したのか、表情を曇くもらせた。

「天巡の力を感知したら、腐る設定にされてそのまま星雲石は壊れてしまうの。無理に外そうとしても同じ結果になるわ。もうどうあがいても直せない。腐敗しながら死の恐怖に怯おびえるしかなくなるのよ。そもそも死ぬかどうかさえも分からない」

「…………」

「……私はそんなの絶対にイヤ。貴方達に逃にげられて罰ばつを与あたえれられるのもイヤ。だからヒナと対たい峙じしたくない……。だから、貴方達にはずっと逃げていて欲しかった……！」

　宇美は泣きそうな顔になりながら、そう言った。

　その顔を見て、不動はギュッと胸が締しめ付けられるような感覚を抱いだいた。

　宇美が表情を変えている。彼女はそう簡単には感情を表に出さない。出す時は、本当に気持ちが高ぶった時だけだ。

　甘く考えていた。もし戦う事になっても、どちらも死ぬ事にならなければいいと。そうすればすべて、丸く収まると。

　でも、そんな事はなかったのだ。

「……私はそんなに強くない。親友のために命をかけられるほど。全すべてを敵に回す覚かく悟ごなんてものもない。捕つかまってしまったら、またあの苦しみを味わうんだから……。楽に死ねないんだから……！」

　宇美は表情を引き締め、不動を睨にらむ。けれどその目には憎にくしみも怒いかりもない。ただ悲しみだけが宿っていた。

「さあ、戦うわよ。もう逃がしもしない。互たがいが死ぬまで続けるのよ。私から何かを聞き出したければ『殺す気』で来なさい──最低限喋しやべれるくらいまでやりなさい」

「ま、待ってくれ！　兄さんが──その技術を作った人間がいるんだ！　その人なら、お前のその星雲石を安全に取り除けるかもしれないんだ！」

「拍ひよう子し抜ぬけね。いつもの貴方なら『分かった、なら殺す』とでも言うと思っていたのだけれど」

　宇美の言葉に不動は眉まゆをひそめた。確かにそうだ。普ふ段だんの不動であれば、守るもののために迷ったりはしない。自分の中に芽生えた迷いに戸と惑まどったまま、不動は宇美を見つめるしかなかった。

「あと、一つ言わせてもらうわ。そんな『かもしれない』なんていう言葉で自分の命を預ける人間がどこにいるのかしら」

「……っ」

　何も、言い返せない。当たり前の事だ。自分だって助かるかどうか分からないが命をかけろなんて言われて「はい分かった」なんて答えられる訳がない。

　不動は苦しげな表情を浮うかべる。

　正直、これ以上、宇美を傷つけたくなかった。人を──それも友達とも言える人間を殴なぐる感触は吐き気を催もよおすほど嫌いやなものだ。

　でも、もうその選せん択たく肢しは選べない。

　腕うでがくっつく。初めはぎこちなく動いていたが次第しだいにいつも通り、動くようになる。

「言っとくけど、俺はそう簡単には死なないからな」

「ええ、そうみたいね。でも私も一いつ緒しよよ」

　次第に宇美の呼吸が安定してくる。ゆっくりと立ち上がった。

「お前も治ち癒ゆ能力は高いのか」

「貴方あなたみたいに腕をくっつけられはしないと思うけれど、骨折ぐらいならすぐに治せるわ。だから言ったはずよ。殺す気でこないと私は倒たおせない」

「……そうか」

　不動は軽く吐と息いきをつく。

　覚悟を決めなければならない。

　手加減をしたら、逆に長い間、宇美を傷つける事になる。

　不動はゆっくりと大剣を真横に構えた。

　そして、口にする。鬼へと変へん貌ぼうする祝詞のりとを。




「──確しかと聞け。

　求むるは枯かれ身を好む、刃やいばなり。

　為なすは罪ある者を切り綻ばす。

　しかし誤るなかれ。

　汝なんじの両ま手てにありしツルギに正せい邪じやは非あらず。

　罷まかる怨うらみをその身に責めうけよ。

　己おのが炎ほのおで身を焼き尽つくすまで」




　望みは現在の力、『迦カ楼ル羅ラ』の強化。これだけでいい。

　だから、変化はほとんどない。唯ゆい一いつ、牙きばが伸のび、角が生えた事だけだろう。

「それは……？」

　初めて不動の鬼化を見た宇美は若じやつ干かん、驚おどろいたような表情をみせる。

「さあな。俺もよく分かってない。疑ぎ似じ的に鬼になる能力って思ってくれたらいい」

「そう。なら別にいいわ。……そろそろ行くわよ」

「ああ」

　また始まる死し闘とう。

　でも、今度は一方的にはならない。

　不動は大たい剣けんを大地に突つき立てた。

「降ごう魔まノの剣つるぎ──血ノ池」

　大剣が真っ赤に染まったと同時に、どろりと半径十メートルの地面が溶とけた。

「！」

　宇美が目を見開き、とっさに飛び上がろうとするがもはや遅おそい。気付いた時には、足首までしっかり埋まってしまう。

　熱によるダメージはない。

　だからこそ、不動は大剣を突きつけた。

「震しん天てん雷らい──夢む幻げん」

　弾たまが飛んでくると思ったのだろう、宇美が構える。

　しかし。

　突とつ然ぜん、宇美の身体の真横で爆ばく発はつが起こる。

「ぐぅっ!?」

　身体が吹ふき飛ばされ、ごろごろと転がっていく。

　能力を使用して防ぼう御ぎよしなかったが、幸い爆発の威い力りよくは小さくダメージは少ない。

　けれど、宇美は混乱していた。

　先ほどの降魔ノ剣は、出力の強化によって為された事だから何となく理解できる。しかし、震天雷の方は一体なんだというのだろう。威力は低いが突然、何もない空間が爆発したように見えたのだ。

「星霧！」

　宇美は大地を蹴けって、塵ちりを周囲にまき散らす。

　不動は目を細めながら、宇美を追いかける。彼女はほぼゴーストタウンと化したビル群へと入って行く。

「一度くらい派手に暴れてみようかしら」

　宇美は、追いかけてくる不動を見ながら、とある高層ビルに片手を当て、その大きな身に馬ば鹿かでかいクレーターを作り上げる。

「は？　んな！」

　そのビルはゆっくりと不動らの方に傾かたむいてくる。

「ついでに」

　宇美が倒れくるビルに、ぽんっと片手を当てると、一気に不動に肉にく薄はくする。

「ちょ、まっ……！」

　衝しよう撃げきを付加されたビルなど受けようものなら形など残らないかもしれない。だから今すぐ逃げたかったが、宇美に背を向ける訳にはいかなかった。

「トドメよ、月ノ海」

「う、ぉ──！」

　ビルの崩ほう落らく、宇美の接近、次は地面の陥かん没ぼつ。空を飛んで逃げる選択肢は潰されているに等しかったため、そのまま速度を落としながら、クレーターの一番下に下りた。

　ビルは鈍にぶい恐おそろしい音を立てながら、ゆっくりと傾いてくる。

　地面を溶かして地面に逃げるのは論外。ビルがぶつかってきた時に、確実に増大した衝撃に粉々にされる。最低でもビルの衝撃を逃のがすために何かしなければならない。

　だが、今、宇美が近づいてくる。こちらをどうにかしなければならない。

　不動は大剣を地面に突き刺さす。

「降魔ノ剣──」

「二に番ばん煎せんじは効かないわ」

　とんっ、と宇美が低く地面につかない程度に跳ちよう躍やくしてくる。

「だろうな──羂けん索じやく！」

「！」

　不動は溶かした大地を大剣に巻き付け、宇美へと叩たたき付ける。空中で身動きが取れなかった宇美は溶けた大地を殴りつけるも、一部を吹き飛ばしただけで、全身を搦からめ捕とられてしまう。

「っと、今度は、本当に血ノ池だ！　少し大人しくしてろ！」

　宇美を地面の中に沈しずめ、不動は倒れくるビルを仰あおぎ見る。

「吹き飛ばせ、火界咒！」

　火界咒を撃うち放ち、落ちてくるビルを迎むかえ撃つ。

　高熱の衝しよう撃げき波はが当たったと同時に、とんでもない激げき震しんが走り抜ぬける。不動らを押し潰つぶすだけではなく、衝撃の余波で周囲の建物の窓ガラスが割れ、一部では外装すら吹っ飛ばしてしまった。

「ん、ぎぃ……！」

　真下でそれを受ける不動は、腕の骨が粉々になりそうな感覚と闘たたかっていた。

　なんとかビルから吐はき出された衝撃波を受け止める事に成功した不動は、今度は一気に飛び上がった。大剣を真上に構えたまま、そのままビルの中を突き抜け、空に飛び出る。

　と、下の方で轟ごう音おんと共に宇美が作ったクレーターが埋うまる。

「潰されないようにはしていたけど、すぐに助けないとな」

　ふう、と吐息をつく。

　なんとか宇美の無力化に成功した。あとは気絶した思われたと同時に助ければ──。

　そう思っていた瞬しゆん間かん、ビル全体が『砂』に変わった。

「おわぁ!?」

　砂柱が上がり、身体からだが揺ゆさぶられ危あやうく墜つい落らくしそうになる。

　体勢を立て直し、改めて下を見下ろすと埃ほこりまみれになった宇美が地面から這はい出てきたところだった。

　軽く咳せき込みながらも、宇美は不動を視し認にんすると腕を引き絞しぼる。

「まずい──！」

「墜おちなさい……虚とみてぼし」

　目に見えないが、広こう範はん囲いの衝撃波が襲おそいくる。

　避よける事も迎え撃つ事もできず、まともに宇美の攻こう撃げきを受けてしまう。足の火か炎えんは搔かき消され、制せい御ぎよ不能に陥おちいった不動は、そのままなす術すべもなく墜落した。

　くるくると回る視界の中で、宇美を見つけるために必死で目を凝こらす。

　だが、宇美はこちらに攻撃を仕し掛かけてくる様子はなく、またも高層ビルの一つに近寄り、今度は側そく壁へきを駆かけ上っていた。

　そして中腹辺りで、姿を隠かくすようにビルの後ろに回り込んだ。

　不動はそれらの行動を視界に捉とらえながら、地面に落ちる。降魔ノ剣──血ノ池でダメージをある程度減らせたが、すぐに動けるほどではない。

　宇美は、またもビルを破は壊かいした。少し粉々にして今度は上に打ち上げるように。

　それらの瓦が礫れきを追いかけるかのように彼女も跳とび上がると、瓦礫全すべてを包み込むように青白い膜まくを発生させた。

　……あれは宇美が防御に使っていた能力の一つ。何な故ぜ今、それを……。

　瓦礫の一つに乗った宇美と視線が合った。

「……！」

　その時、何故か、ぞくりと怖おぞ気けが走る。

　……そうだ、違ちがう。あれは防御だけの能力じゃない。あくまで宇美が自らを守るのに好都合だから、衝撃ゼロの効果にしていただけだ。なら、逆に広範囲の物体の衝撃を付加するのに使ったのなら……！

　宇美が瓦礫の上に乗りながら不動を見下ろし、呟つぶやく。

「流星群」

　広範囲にばら撒まかれた瓦礫は、目標を定めず降り注ぐ。

「……ふざけるなよ、くそ」

　宇美の能力で大きさは威力に関係がない。だからたとえ先ほどより、物が小さくなったとしても、脅きよう威いは小さくなってはいない。それどころか、一つ一つが先ほどのビルと同様の威力を秘ひめているのだ。

　今度は迎え撃つ事はできない。やったら、たぶん確実に力負けして死ぬ。

　範囲が広い。真横に飛んで逃にげる事は危険。だが、瓦礫群の間に幸い隙すき間まはある。こちらをすり抜ける方が比ひ較かく的てき、地上をスレスレで飛んで逃げるよりは生存確率は上がるはず。

　空を飛べる事を確認し、瓦礫に向かって突っ込んで行く。

　小さな物なども注意深く、かつ素す早ばやく避け、一気に最悪の流星群の中を抜けた。

　と、同時に一番上にいた宇美と鉢はち合あわせになった。

　宇美は待ち構えていたようで、ゆっくりと膝ひざを曲げて跳びかかってくる姿勢を整える。不動もこれは予想できていたため、大剣を突きつけた。

　……でも『宇美自体を迎げい撃げきする』、そんな思考でいたのがいけなかった。

　宇美が軽く蹴け飛とばしてきた『小石』に一いつ瞬しゆん、意識を割さく事ができなかった。そもそもそれは身体の真ん中に向かって蹴られたモノではなく、もっと下、足元に向けられたのだから。

「……将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ」

　すぐに思い出す。

　たとえ小石だろうと油断すべきではなかったと。致ち命めい傷しようでなくても、どこかを削けずられる事は負ける事を意味するのだから。

　小石がかつん、と不動の脚あしに当たる。

　瞬間。

　片脚が、ぐちゃと弾はじけ飛んだ。

「っ!!」

　まだ痛みはない。喪そう失しつした変な感かん触しよくだけ。

　でも、身体が傾く。

　今度こそ、宇美がこちらに飛びかかってこようとしてくる。

　死が迫せまる。

　だから──、




　覚かく悟ごを決めた。




「んがぁああああああああああああああああ！」

「！」

　不動が叫さけび声をあげて、背中のノズルから火炎をありったけ噴ふん射しやする。

　大たい剣けんを突つきつけたまま突とつ貫かんした不動は、宇美の腹に切っ先をぶち当て、彼女ごと押し進む。

　考えての行動ではない。死なないための行動だ。

　さらに霊れい力りよくをありったけ込めて、降魔ノ剣を使う。あまりの高熱により、じゅう、と宇美の着ぐるみを焼く。

　猛もう進しんし、ビルに激げき突とつし、突き破る。

　そのまま反対側に突き抜け、しかしまだ止まらない。

「くっ……」

　宇美が苦しげな声を上げ、ビルにぶつかる瞬間に青白い膜を発生させる。

　だが、それは間ま違ちがい。

　確かにぶつかった時のダメージはない。

「ぐ、ぁ……！」

　でも、押し潰されるダメージを受けてしまう。

　メキメキと肉と骨が軋きしむ音が鳴る。

　運よく、壁かべの耐たい久きゆうが先になくなり、突き抜けたが、宇美に相当なダメージを蓄ちく積せきさせた。先ほどよりも圧あつ倒とう的に息が荒あらい。

　ビルの反対側に飛び出た時に、宇美は腕うでを真横に振ふるう。

「玉、衝！」

　大剣に肉球手て袋ぶくろを叩き付け、真横に弾はじく。

　勢いを無む理り矢や理り変えられた不動は、回転し、そのまま墜落する。宇美も同様に体勢を整える事が出来ぬまま、能力での着地を余よ儀ぎなくされる。

　アスファルトの大地に叩きつけられた両者はゆっくりと立ち上がる。

　不動は片脚がなくなったため、大剣で身体を支え、宇美は腹を押さえながらぷるぷると震ふるえている。宇美が若じやつ干かん優勢に見えるが、そうでもない。彼女が手で押さえている着ぐるみの部分が、破れて大きな穴が開いてしまっていたのだ。熱による攻撃をもう一度受けようものなら、ダメージを諸もろに受けてしまうだろう。

　不動はふらふらとしながら、そんな宇美を見つめる。

「はあ、……はぁ……」

　痛みはまだ感じない。

　でも不ま味ずいのは分かっていた。すぐに脚を見つけないと色々と不味い。

　けど探している時間がない。

　宇美が立ち上がっている。

　立ち向かわなければ。死ぬわけにはいかない。倒たおさなければ。

　脚がない。だから無理矢理向かって行くしかない。

　意識が若干混こん濁だくしている不動は、なんとか片足でバランスを取りながら、大剣の切っ先を宇美へと向けた。

　ぼぼっ、ぼぼっ、と奇き妙みような音を立てながら背中のノズルが断続的に炎ほのおを吐き出す。

　宇美も息を整えながら、膝を折り曲げる。

　この一いち撃げきで決まる。

　どちらも直感的に理解した。

　ノズルが壊こわれるくらい炎を吐き出される。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「はぁあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　雄お叫たけびを上げ、二人は決死の覚悟でぶつかる──。




　だが失いかけていた理性が一瞬だけ、覚かく醒せいする。そして思う。

　このまま行ったら、ダメなんだ。

　それではいけない。

　どうしてか分からないけど、このままでは何もかもが終わってしまう。

　違う、覚悟を。

　ヒナとの約束を果たすために、覚悟を決めろ。




　宇美を救うための覚悟を。




「──うおりゃああ！」

「!?」

　不動は身体からだを捻ひねり、死へと向かう戦線から、無理矢理外へと出た。突とつ然ぜんの事にさすがの宇美も対応できなかったのだろう、交差する際、驚おどろいたような顔をしていた。

　そのまま勢いづいた不動は、片足がないため止まる事ができず、地面を無様に転がる。

　埃ほこりまみれになりながら、ようやく止まり、震えながら宇美へと向き合う。

　彼女はすでにこちらに向き直っていた。驚きと、若干の怒いかりを感じ取れる表情を浮うかべながら、不動を見み据すえている。

「……何のつもりかしら」

「さあ、なんだろうな」

　力なく笑うと、宇美が強く歯を嚙かみしめた。

「ふざけないで」

「ふざけてないさ。俺は真ま面じ目めだよ。ただ、なんかダメだと思ったんだ。俺はお前を殺すつもりなんてない。どうやってもそう思えなかったんだよ。それにあのままぶつかっても俺が死んでた気がするし」

　ほぼ確実にそうだろう。宇美の能力は当たれば死ぬ。でも自分の能力はそうでもない。分が悪かったから、逃げ出した。実際の所はそんな感じなのかもしれない。

「でも、今、避よけたとしても貴方あなたが死ぬのには変わりはないわ。むしろ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしたのよ」

「かもな。でも、それでもお前とあそこでぶつかっちゃいけないと思ったんだ」

「……本当に馬ば鹿かね」

　宇美がゆっくりと目の前までくると、凶きよう器きには見えない肉球手袋を近づけてきた。

　避ける事はもうできそうにない。そもそも戦意がなくなってしまった。もはや戦ったところで勝てっこない。

　だからだろうか、諦あきらめたからか……それとも違う理由からか、不思議と怖こわくなかった。

　霊れい装そうもしている意味がなくなり、ほとんど自然な形で解いてしまった。小さくなった剣が手から落ちる。鬼おに化しているが、迦楼羅の力の強化のためか、意味がないというのが直感的に分かった。

「……ところで宇美。死ぬ前に一つ聞かせてくれないか？」

「何かしら」

　ぴたりと宇美の肉球手袋がほんの数センチの所で止まった。彼女も不動がまったく戦う気がないのを見て分かったのだろう。話を素す直なおに聞いてくれる。

「辛つらくはないか？」

　宇美が睨にらんできた。

「どういう意味かしら」

「あらゆる意味で。俺の言葉を聞いて、お前が今思った辛いと思う事全部」

「…………」

　宇美が俯うつむき、深く息を吐はき出した。

　改めて顔を上げた彼女は、悲しそうな顔をしていた。

「……辛くないわけないじゃない。さっきも言ったはずよ。私は強くない。ヒナや貴方達のために命をかけられない。そんな私が親友や友達を殺す事に平気でいられるわけないじゃない」

「そっか」

　少し気が楽になった。宇美のその言葉を聞けて、安心できた。

　不動のどこか安あん堵どしたような、諦めて悟さとったような顔を見て宇美が悲しみの中に苛いら立だちをまじえた表情を浮かべる。

　宇美は攻こう撃げきしてこない。肉球手袋を動かそうとはしない。

　不動はもはや無む抵てい抗こうなはずなのに、それ以上、何もしようとはしないのだ。

「なんで、戦ってくれないのよ。『戦って』私に殺されなさい。そうすれば私は後こう悔かいを感じる前に終わらせられる。もう一度、立って戦いなさい」

「……無理だよ」

「無理じゃないわ。まだ戦えるはずよ」

　ぽんっと宇美の肉球手袋の片方が消え、普ふ通つうの手袋に包まれた手で不動の胸むな倉ぐらを摑つかみあげた。

「立ちなさい。諦めるなんて許さない。戦うのよ。…………お願いだから」

　宇美の声が微かすかに震えてくる。

「私は弱いのよ。貴方のように強くはなれない。死を受け入れる事も殺す事も何一つだって選べないの。勢いに任せて誰だれかに選せん択たくを任せる事しかできないのよ」

　だから、宇美は意地でも戦おうとしてきたのか。

　力は強いけど心が弱いから、何かを成すために覚悟を決めることができないのだ。

　でも、宇美のその弱さは誰だって持っているものだ。誰だって死にたくないし、殺したくないだろう。だから彼女を責めることなんてできない。

「抵抗して。反はん撃げきして。そうすれば私も貴方を殺せる。そうすればヒナにも憎にくまれる。そうすれば……」

　すべて終わらせられるから。そう小さくこぼして、宇美は顔を伏ふせた。

　すべての過あやまちは、何であるかすぐに分かった。

　不動がいけなかったのだ。弱い彼女に選びようのない選択を任せようとしたのが。

「ごめん」

「……どうして謝るの」

「宇美の事を考えてやれなくて」

　辛かったのだろう。彼女は死や苦痛に立ち向かうほど強くないから──そして優やさしいからヒナの事を見捨てる事ができなかったのだ。

　ただ弱かっただけなら、彼女はきっと楽な選せん択たく肢しを選んでいただろう。

　本当に最低な人間だったら、ヒナを間接的にだって助けようとはしない。

「宇美だって辛かったんだよな。誰だって世界が無理矢理変わるのは怖いよな」

　世界が強制的に変えられる恐きよう怖ふは知っていたはずだ。過去に九頭龍によってすべてを失って明日がどうなるか分からない恐怖を感じていたのに。

　己おのれを取り巻く世界が書き換かわる事で苦痛しか待ち受けていないのなら、何も選びたくなんてない。けれど。

「でもさ、宇美。何もしないままだったら、他人にすべてを任せたままだったら、本当に大切な物がいつかなくなる。今、この瞬しゆん間かんがそうだろ？」

「…………っ」

「変えようとした俺達が確かに悪いさ。宇美が言ったように逃にげ回っていた方が良かったかもしれない。けど、逃げ回ってたら流れにいつか飲み込まれる。解決しなきゃ、ずっとその『恐怖』から本当の意味で逃れられない」

「だったらどうしろと言うのかしら」

　怒りの中に若干の恐怖を混ぜながら、宇美が言う。

　不動は彼女を真正面から見つめ、




「俺を殺すか、俺を信じるか、今、選べ」




　自分自身で選ばせる。

「つまり私が生き残るか、死ぬかを選べという事？」

「正確には逃げるか、正常に戻もどる可能性がある方に行くかだ。そもそも前者だってどうなるか分からないんだろ。詳くわしくは知らないけど宇美が『首輪』をつけられた理由はヒナへの牽けん制せいのはずだ。ヒナがいなくなったら、お前だってどうなるか分からない」

「…………」

　最悪、ヒナが死んだ後、宇美は実験動物として生きる事になるかもしれない。少なくとも元の身体に戻されないだろうから、天巡の器うつわとして選ばれる事はないだろう。

　だから可能性的にはどちらも同じなのだ。そうであるからこそ、宇美には後者を選んで欲しかった。

「宇美の技術は俺の脳内に埋うめ込まれているのと同じものだ。十年前に起こった事件で作られた理由は俺のためなんだよ」

　宇美が目を見開く。今の驚き方を見る限り、やはり知らなかったのだろう。まあ、本当は使ってはいけない技術だったため、公おおやけには伏せられていたので当たり前だが。

「これを作った村正は今も研究を続けてる。お前が言ったように、もう権利は、取り上げられたらしいけどな。でも、俺が今も生き続けているのが証しよう拠こだ。村正は──兄さんは絶対に裏切らない。少なくともお前の中に埋め込んだような、そんな粗そ悪あく品には絶対に劣おとるはずがない」

　宇美の剝むき出しの腹から見える伸のびる歪いびつな文様。誰が作ったか分からないが、人体にそこまで影えい響きようが出てしまう物を作るなんて──嫌いやがらせだとしても──程度が知れる。

「俺を救った人を舐なめるなよ、宇美。死ぬ可能性だって、あの人なら消し去ってくれる。俺は、そう信じてる」

　そう言って、不動は宇美を睨み見上げる。彼女は、小さく怯おびえたように身を震ふるわせたがそれでも不動を睨み返す。

「だからそちらを選べというの？　でももし失敗したら？　もし、無理だと言われたら？　私はどうすればいいのよ……」

「その時は……」

　弱々しく呟つぶやく宇美に不動は、表情を柔やわらかくして優しげな微笑ほほえみを向けた。

「一いつ緒しよに世界をぶっ壊こわそう。一人で壊すのが無理だっていうのなら、俺も手伝ってやるよ。少なくともお前を苛いじめていた研究所くらいぶっ壊す事ならできるだろ」

　周りを見ながら、そんな事を言ってみる。

　周囲のビル群は無残な事になっていた。一棟とうは完全に崩くずれているし、点在するビル群には先ほど突とつ貫かんしたために大穴が開いている。地面には所々クレーターがあるだろうし、本気で破は壊かいしようとすれば、ここら一帯を一時間もたたない内に更さら地ちにできるだろう。

　なら、恐おそれる事なんてない。

「俺が責任をとってやるさ。明花の事は心配だけど、瑠璃さんとかに任せとけば大だい丈じよう夫ぶだろうし、ヒナも手伝ってくれるだろうし。宇美の味方になってくれる奴やつなんてきっとたくさんいるって。……だから選んでくれ。こうすればイーブンになってるはずだからさ」

　不動は宇美に選ばせる。

　正直、ちょっとだけ不安だった。殺される方を選ばれる事ではなく、信じてもらえぬかもしれない事に。

　実の所、不動は今まで他者を頼たよった事はあるが信じた事はなかった。自分で何かを選び、決める事はあっても選ばせた事はなかったから。

「……馬鹿ね。こんなのイーブンな訳ないじゃない」

　そう宇美が呟き、もう片方の肉球手て袋ぶくろがついた手を近づけてくる。

「……っ！」

　ダメだったか。でも、これでダメならもうできる事はない。不動は覚かく悟ごを決めて目を閉じた。この期ごに及およんで命いのち乞ごいなどしない。ここで生き残った所で待っているのはきっとバッドエンドだろうから。

　そして覚悟という諦めを決めた所で──、




「ありがとう」




　ふわり、と身体からだを何かに包み込まれた。

　何が起こったか分からず、ゆっくりと目を開けると、宇美の顔が真横にあり、腕うでを不動の背中に回してきて身体を密着させていた。──抱だき着かれていたのだ。

「こんな馬ば鹿かで醜みにくい私を助けようとしてくれて。見捨てないでいてくれて」

　宇美が小刻みに身を震わせる。

「怖こわかったの。独りになるのが。ヒナだけしかいなくて、でもヒナは私が守らなきゃいけなくて、だからずっと私は独りでいるしかなくて……」

「そうか」

　不動は身体から力を抜ぬいて、宇美の背中と頭を優しく叩たたく。

「ヒナを本当に助けたかったのに、私、それができなくて。それどころか殺す事になって。否定したくても、苦しんだり死ぬのが怖くて……そんな弱い自分が嫌だった」

　だから宇美は逃げ回る事しかできず、ヒナと本当の親友になれなかった。どこか信じられずにいた。

　宇美のすすり泣く声を聞きながら、不動は安堵の吐と息いきをついた。

　良かった。宇美を説得する事ができて。彼女に辛い思いをさせずに済んで。

　宇美は思う存分吐き出したのか、ゆっくりと不動から身を引き、間近で顔を合わせた。

「私は貴方あなたを信じるわ。私を助けようとしてくれた貴方を。もう一度訊きくわ。もしダメだったら、責任とってくれるのよね？」

「ああ、とってやるさ。一緒にお前を苛めた奴をぶっ壊す。約束する」

「そう。なら、何も言う事はないわね。ところで一ついいかしら」

「なんだ？」

　なんだかほんのり宇美の頰ほおが赤い。

　不動が不思議そうな顔をしていると、意を決したように宇美が口を開く。

「ヒナとは一体どこまで進んだのかしら。実はすでに身体の関係を持っているのかしら」

「いきなり何言ってんだ、お前！」

　あまりにも突とつ然ぜんに宇美はいつもの宇美に戻ってしまった。

「これは大切な事よ。したのかしてないのか、はっきりしてほしいわ」

「してねえよ。てか、そういう関係じゃないしな。キスすらしてねえって」

「そう」

　こくり、と意味深長に頷うなずくと──、

「ちゅ」

　そんな音が顔の横で聞こえてきた。

　どことなく柔らかく濡ぬれたような感かん触しよくが、同時に頰に得られた。

「ｈせらおｂま＠えｐｆｂかぽえｒｊ０えいぼねｍｂ!?」

　さすがに何をされたか分かった。キス、された。ほっぺたに。

　あまりにも突然過ぎる事に言葉にならない変な音が口から飛び出してきた。

　当の宇美はというと少し離はなれて、真正面から不動の顔を覗のぞき込んでいる。

「さすがにヒナがいない時に口にするのはどうかと思ったからこっちにしたけれど、中々恥はずかしいわね」

　宇美は未いまだ頰を紅潮させながら、そんな事を言う。

「ご褒ほう美びなんておこがましい事は言わないわ。でも、今はこれぐらいしかお礼ができないから」

　そう言って、宇美は笑えみを浮うかべた。

　綺き麗れいな満面の笑みを。




「本当にありがとう──大好きよ」




　否いや応おうなく顔が真っ赤になってくるのが、不動には分かった。そして、ついでになんだか血の気が引いてくるのも。

　別に修しゆ羅ら場ばが形成される、と思った訳ではなく、『物理的』に。

　今のショックで、頑がん張ばって止めていた脚あしの血が、ぶしゅう、と華か麗れいに噴ふき出してしまったのだ。

「……悪い、宇美。俺、もうダメだわ」

「確かにやばいわね。どうしようかしら。脚の回収がまず先だけれど、……混乱してきたわね」

　宇美も脚の異状に気づき、若じやつ干かん慌あわてだす。

（あー、本当にやばいな、これ）

　安心しつつも、ここで死んだら格好悪いなあ、と思いながら、不動の意識が闇やみに吞のまれていくのだった。
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　目を開けると、白が基調の天てん井じようが広がっていた。どことなく薬品臭くさく、人工的でもある清せい浄じような空気が肺に満たされる。周りを見み渡わたすと、すぐに個室である事が分かった。

　不ふ動どうは初め、病院か、と思ったがすぐに違ちがう事を思い知る。

　真しん紅くの虹こう彩さいをした悪人面づらの男が立っていたからだ。

　千せん子じ瑠る璃りの実の兄であり、陰陽徒メヲトのトップの一人である月ツク詠ヨミでもある千子村むら正まさだった。ここは彼の研究所内の一室なのだろう。

　村正は不動を無感情な眼まな差ざしで見下ろす。

「起きたか」

「ん……、まあ、なんとか。……脚くっついてるか」

「瑠璃達が必死になって探したそうだ」

　それは一言、礼を言わなければならない。

　あと、村正の所にいるという事は、もげた脚と一いつ緒しよに彼女達がここまで運んできたという事か。まあ、霊れい装そうできる宇う美みがいるから重労働ではなかったかもしれないが、千切れた部位を持ってくる事はかなり精神的にきているはずだ。

　申し訳なく思いながら、不動は身体をゆっくりと起こす。

「兄さんが治ち療りようしてくれたんだ？」

「違う。俺は技術者であって医者じゃない。脚もくっつけていたら勝手に接合した」

　淡たん々たんとした素っ気ない回答に、不動は苦く笑しようしてしまう。

　この人は相変わらずだ。でも中身は善人である事を知っているから、信用できる。

「ところで瑠璃さん、ヒナ、宇美はどこ行ったんだ？」

「瑠璃や『大祓のエピシ巫女ミア』は食料を買いに行っている。すぐ戻もどるはずだ。宇美という方は事情を聞いて検査をした」

「で、結果は？」

　真しん剣けんな顔で訊くと、村正は淡々と答えた。

「プログラム的には厄やつ介かいだが、処置自体は難しくはないだろう。ただ鬼おにと同様に生体器官の大部分を制せい御ぎよしている。そのせいで時間をおいて、元に戻していく必要があるだろう。鬼のように完全に星雲石ネビユラに依い存ぞんしていないのが救いだ」

「そっか……良かった」

　宇美が助かる事を知って不動は安あん堵どする。

「俺の技術の末路があれか。あんな不良品になっているとはな」

「兄さん……」

「技術が必ずしも望みどおりには使われない事は覚かく悟ごしていた。だが、あれはさすがに相手や自分自身を軽けい蔑べつしてしまうな」

　そう言って、村正は疲つかれたような吐息をついた。

「…………」

　不動は何も言えない。ここで村正の肩かたを持つような事はできなかった。きっとそんな事をしても彼の気は楽にはならないだろうから。

　不動に『覚悟を持つ意味』を教えてくれたのは他ほかでもない村正だ。彼は己おのれの行いが必ずしも正しい事にはならないと理解している。

　だからこそ、何かを為なす時には必ずその責任を真っ向から受ける止めるために『覚悟』を決めてから行うのだそうだ。

　不動は村正が自身が為したあらゆる行いに対して、真しん摯しでいる事が分かっている。だからこそ彼を信用する事ができたのだ。

「……宇美の治療は最後まで出来そう？」

「出来る限りは行う。あと、あれが社会的に生きていられるようにするために対策を講じるつもりだ。技術の権利を取り戻せば、あるいは上う手まく行くかもしれないが」

「それは頼たのもしいわね」

「宇美！」

　出入り口からスリッパの音をパタパタと立てながら、宇美がやってきた。

「ここ、大だい丈じよう夫ぶかしら」

「問題ない」

　村正に許可をもらい宇美は彼の横にあった椅い子すに腰こしかけると、ふうと吐と息いきをついた。

「予想していたよりずっとマシだったわ。私の思い描えがいている研究所とは、百八十度違っていたもの」

「宇美がどんな状態にあったか、あまり知りたくないな」

　苦笑せざるを得ない。

「ていうか、宇美。着ぐるみも直してもらったんだ。……いや、なんか違うか？」

　宇美はいつもの着ぐるみのような衣服を身に纏まとっていたが、どことなく違っているように見えた。その違い和わ感かんがどこから来るものなのか分からなかったが。

　でも、気付いてもらえたのが嬉うれしかったのか、宇美が無表情でどやっとする。

「ええ、これはパジャマで猫ねこスタイルね。縞しま々しま柄がらがないのが特とく徴ちようよ」

　言われてみれば、フードの部分などの虎とらの黒色が一いつ切さいなく、黄色一色となっている。

「ちなみに『虎トラノノ威イ』は俺が直している。あれに使われている生き地じは通常の物とは違う製法で作られたものだ、直るまで少々時間がかかる。ところで何か飲み物を買ってくるが、何にする？」

「……えっと、じゃあ、適当なスポーツ飲料で」

「私も同じで」

「分かった」

　そう言って、村正は部屋から出て行ってしまった。

　瑠璃やヒナが何か買ってくる予定だから、別に彼がどこかに行く必要はなかったのだが、おそらく気を遣つかってくれたのだろう。悪人面だが、村正は気が利きいてくれて助かる。

　宇美も不動と同様に彼の気き遣づかいに気付いたのだろう、彼の出て行った出入り口に目を向ける。

「彼、中々良い人ね。見た目はともかく」

「まあな。……初めは誤解されるけど、優やさしい人だよ」

　不動が九く頭ず龍りゆうのテロで両親を失った時、引き取る事を最初に決めてくれたのは村正だ。そして彼ら千子家にいる間に生きて行く術すべを積極的に教えてくれたのも彼なのだ。

　恩人と言ってもいい存在で、不動は彼を尊敬している。

「ところでヒナの事で話があるんだけれど、いいかしら」

　宇美が雰ふん囲い気きを少し重いものへと切り替かえたため、不動も表情を引き締しめ、頷うなずく。

「あの子、精神的に相当まいっているわ。伊イ邪ザ那ナ美ミに何か言われたようだけど、詳くわしくは話さなかったわ。私の下に来るとき、私の事を正確に伝える事ができなかったのは、きっとその『何か』が原因だと思うのよ。貴方あなたは何か知らないかしら」

「ぼんやりとだけなら覚えてる。……たぶん、俺を信じる事ができなかったのが原因じゃないかと思う」

　ヒナはその事をやはり気に病やんでいるのだろう。

　他人を信じられない自分は守られる権利などない、と。

　きっと贖しよく罪ざいのように、他者を信じる事を自らに強しいているのだ、ヒナは。

　不動が覚えている限りの伊邪那美とヒナのやりとりと、推論を宇美に話すと彼女はため息をついた。

「言葉の暴力とはよく言ったものね。言っただけで、人をそこまで疲ひ弊へいさせるなら、言葉も十分な凶きよう器きだわ」

「……大丈夫かな、ヒナは」

「大丈夫じゃないと思うわ。かなり思い悩なやんでいるでしょうね。でもあの子、普ふ段だんは私とは違う意味で表に出さない子だから分からないと思うけれど」

「…………」

　いつも明るく馬ば鹿かな事をするヒナは実の所、苦しい、怖こわい、嫌きらいなどの負の感情をあまり──いや、決して表に出さない。

「ヒナが何も言わないのは人を信じていないからじゃないわ。あの子は人を信じられないのよ。自分が背負う苦行を他者が取り除いてくれると思えないから、決して話さないの」

　彼女が背負うものはあまりにも重く、他者に気軽に手て渡わたせるものではないのだ。それに手渡したと言ってもしょせん、重みを貸しただけでしかない。

　その人間が死んでしまえばその重みは返ってくるのだから。

　それどころか、その人間の命の重みも加わり、さらに重くなる。

「人を信じるためには、多少でも苦しみを消し去ってくれる事が前提条件よ。でも、ヒナはそんな事できないと思ってる。だから本心を言わない。願いも言わない。助けてくれなんて、絶対に言わない。己を明かさないあの子が口に出す『信じる』は他者を安心させるためだけの張りぼてに過ぎないのよ」

「……そうなのか」

　思い返せばヒナが助けを求めてきた事は一度もなかった。

　土つち蜘ぐ蛛もの討とう伐ばつの際でも、一人で立ち向かおうとさえしていた。お礼を言う事はあっても、お願いをしてくる事はなかった。頼たよってくる事はなかった。護衛の契けい約やくを結んだ時でさえ、彼女は『学校に通いたかっただけ』で、不動に守られようとはしていなかったのだ。

　信じられていない。当たり前だ。会って間もない間あいだ柄がらなのだから。

「……ヒナを助けたいなら迷いなんて許されないわ。だから──」

　宇美もきっとそう思い、ヒナを思いやる事はおこがましいと思っているのだろう。生半可な気持ちで共に在ろうとするな、と。

　宇美が微笑ほほえみを浮うかべた。




「私は貴方がヒナを救えると信じているのよ」




「へ？」

　きょとん、としてしまう。

　全然違ちがった回答に、戸と惑まどいを覚えてしまう。

「馬鹿な事を平気で言える貴方なら、ヒナを救えると思ったのよ。貴方なら彼女の最高のナイトになれるって」

「馬鹿な事って……」

　心外だった。

　けど、宇美は無表情に戻ると悪びれもせずに不思議そうに首を傾かしげた。

「私に言ってくれたじゃない、一緒に世界を壊こわしてくれるって。あれは噓うそなの」

「なわけあるか。本気だ」

「なら、貴方はとっても馬鹿ね。最高だと思うわ」

「…………」

　褒ほめられているのか、貶けなされているのか、判断に困る。

　不動がどう対応しようか、悩んでいると宇美が楽しそうな雰囲気を醸かもし出す。

「ヒナにも、そんな事を言って実際にやってあげて欲しいのよ。そうすればきっとあの子も誰だれかを頼るはず。──そう、信じてるのよ」

「信じてる、か……」

　人は変えられる、と思っていいのだろうか。少なくとも宇美はきっと一時間くらい前は自分の事を信じていなかったはずだ。その彼女が『信じる』と言ってくれる理由は、彼女にとっての重荷を代わりに背負う訳ではなく、消し去る事ができたから。

　なら、ヒナに信じてもらうためにできる事とはなんだろうか。

　彼女にとっての重荷とは。それを消し去るために必要な事とは何か。

（……決まってるよな）

　この世界そのものだ。

　ヒナはこの世界にとって希望であり、絶望でもある。一人の人間が背負うべきではない重荷の正体が『世界を滅ほろぼすか救えるか』という世界単位のものなのだ。

　それを消し去る事ができるなら、きっとヒナは自由になる。

　本当に笑う事ができるはず。

（そういや、俺はヒナを笑わせた事、なかったな）

　見た事はあるけど、与あたえる事はなかった。ヒナを自由にできたら、笑わせる事ができるだろうか。

「やってみるか。まだ、何をすればいいか分からないけど、誰かのために馬鹿げた事をするのもいいかもしれないな」

「そうね。男の子は女の子のために少し馬鹿な事をやるくらいがちょうどいいのよ」

「かもな」

　にやり、と不動と宇美は笑い合う。

　自分は他者を守る事はできないが、救う事はできるかもしれない。少なくとも宇美は救えたのだ。そう思ってくれているのだ。なら、きっとヒナだって救えるはずだ。

「──っていうか、ヒナの事ばっかり考えてたけど、まず明めい花かだな。あと満み月つき。たぶん傷つけられてはないだろうけど、やっぱり心配だな……」

「そういえばそうね。……ロリな二人を攫さらうなんて、あの伊邪那美は相当なロリコンなのかしら。今いま頃ごろロリってるのね……羨うらやましい」

「……最後、なんか言ったか？」

「何も」

　しれっ、とそっぽを向く宇美。

　改めて明花と満月の事を思うと、いてもたってもいられなくなる。もげた脚あしを動かしてみたが、特に問題はなさそうだから、すぐにでもいけそうだ。

　村正に頼たのんで、すぐにでも支し度たくをしてもらった方がいいかもしれない。

「ところで瑠璃さんとヒナ、遅おそいな」

「確かにそうね。……何かトラブルでもあったのかしら」

　むむむ、と宇美が唸うなりながら出入り口の方に視線を向ける。

　なんだか部屋の外に意識を集中していると、騒さわがしく感じるのは気のせいではないような気がする。

　もしかしたら、本当に何かのトラブルに巻き込まれているのだろうか。

　そう心配していると、村正が小走りに駆かけてきた。急いできたのか、若じやつ干かん、息が切れて顔に赤みがさしている。

「……兄さん、何かあったのか？」

「ああ。『大祓のエピシ巫女ミア』が一いつ般ぱん人と陰陽徒に絡からまれてしまった。……すまない。一時的に避ひ難なんしていた一般人らとかち合わないようにはしていたが、ここを動き回れる陰陽徒に見つかってしまった」

　宇美が目を開き、不動が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべる。

「……ここにも一般人がいたのか」

「緊きん急きゆう避ひ難なん場所に指定されている。医い療りよう設備が一応はあるからな。だが立ち入れる場所は限られていたが──」

　ヒナの事を知っている陰陽徒が騒いだせいで、一般人が寄ってきてしまったという事か。そして陰陽徒という強い仲間がいる状態になってしまったために、全員で責めているのだろう。

「……厄やつ介かいだな。まだ襲おそわれそうな雰囲気じゃないんだよな」

「幸いそこまで狂くるってはいない。だが時間の問題だろう。俺の立場を使って一時的に保護する事もできるが、この方法は暴徒に近い人間には長くは持たないはずだ。……すまないが近づくのが危険だと思われるよう、汚よごれ役を頼まれてくれるか？　それでできた時間に用意を済ませる」

「別に大だい丈じよう夫ぶだ。……怪け我がも治ったし、すぐに出て行くつもりだったしな」

「なら、急ぐか。案内する」

　村正は白衣を翻ひるがえし、早足で歩いていく。

　不動もすぐさま、ベッドから下りて彼の後を離はなれないようについていくのだった。







　どういう感情を表せばいいのか分からない。

　怒おこればいいのか、悲しめばいいのか、笑えばいいのか、どうすればいいのだろう。

　周りに大勢の大人がいる。狭せまい通路で、前後を塞ふさいで閉じ込めるようにして。

　彼らは皆みんな、怯おびえと怒いかりを孕はらんだ表情を浮かべながら、明確な敵意を向けてきていた。

　彼らは口々にヒナに言う。

「いなくなれ」「死んでしまえ」「ここにお前がいたら俺達が狙ねらわれる。だから消えろ」と無む慈じ悲ひな言葉を吐はきかける。そんな言葉を言われる度たびに、心がズキリと痛む。

　この場での味方は瑠璃ただ一人だ。瑠璃は壁かべ際ぎわにヒナを下がらせて、背で庇かばっている。

　でも、瑠璃だけでは守りきれない。庇うだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　ヒナは思う。

　言葉はなんて鋭えい利りな武器なのだろう、と。

　そして、なんと素す晴ばらしい『人を傷つけずに殺す武器』なのだろう、と。

　身体からだに傷を残さないため、生者が何も告げずに旅立ったのなら、それは殺人には含ふくまれない。大勢で行おこなったのなら、罪の意識は軽くなる。自分が発した言葉はそれほど重くはない、他ほかの人間もやっていた事だと。

「死ね」という言葉を吐きかけられる度、ヒナは自分の生まれてきた意味を問いかけていた。

　天巡アグリという装置を保つために最適な道具として？

　だとしたら、自分ではなくとも良かったのだろう。そう、保護的な面で言えば宇美でも何ら問題はないのだ。

　存在する意味が分からない。

　親がいないため、愛された事はない。愛がなんだかよく分からない。

　生まれた意味は天巡の保護のため。天巡の器うつわとして必要とされる事が愛だというのなら、その価値を失った今は生きている意味がないという事なのだろうか。

　分かっている。作られた自分には、あらゆる権利が存在しないという事を。

　笑う事も怒る事も悲しむ事も、それらの感情を誰かに向ける権利は存在しないのだ。

　ただ道どう化けとして『作った感情』を用いて振ふる舞まい抜ぬいて、生きるだけ。そこに自身の感情を介かいしてはいけない。

　道具なら道具なりに生きて、道具なりの最さい期ごを遂とげるだけだ。

「……るーりん先せん輩ぱい。もう、いいです……」

　ヒナは俯うつむきながら、呟つぶやく。

「先輩まで巻き込まれちゃダメだと思います」

「……何を言っているんですか」

　諦あきらめかけたようなヒナの言葉に瑠璃が背を向けながら強こわ張ばったような声を漏もらす。

「私は道具です。いらないと言われたら、捨てられる、それだけです。でも先輩は、ちゃんと大事な人もいます。思ってくれる人もいます。私と違って必要とされています。だから……」

「黙だまってください！」

　瑠璃の突とつ然ぜんの怒ど声せいに、ヒナや周りの人間も口を噤つぐむ。

　背中を見せ続ける瑠璃は肩かたを怒いからせ震ふるえていた。

　でも、それは恐きよう怖ふではなく──憤いきどおっているのだ。

「自分が必要ないなんて言ってはダメです！　人は道具じゃありません！　自分を使われるだけなんて思わないでください！　貴女あなたを人として愛してくれる人はきっといます！　だから……！」

　瑠璃は真っ直すぐ視線を向け、睨にらみつける。

　彼女達の真正面──反対側の壁かべには槍やりを持った男が立っていた。人受けしそうな優やさ男おとこ。名前は知らない。だが、彼が陰陽徒だというのは一目見て分かった。

「だから、この人達のいう事を聞く必要はありません！」

「お言葉ですがね、千子瑠璃さん」

　丁てい寧ねい語なのに、妙みような軽々しさを覚える口調で優男が言葉を紡つむぐ。

「貴女の後ろにいる少女は、この世界にとって災さい厄やくとも言っていい存在なのですよ？　聞いた話によれば、彼女がいたからこそ九頭龍がテロを起こしたらしいですが？」

「噂うわさに過ぎないでしょう！　そんな不確かな情報で大勢で一人の少女を責めたてるのですか!?」

「いやいや、不確かな情報ではありませんよ。一応、僕もそれなりに上の立場の人間と交流がありましてね、彼女、空そら巡めぐりヒナは『大祓のエピシ巫女ミア』という名の他に『天レベ災リオ姫ン』と呼ばれているそうじゃないですか。天災と。それが何よりの証しよう拠こでは？」

「それは……」

　瑠璃は自身の知らない情報を提示された事に、若干、勢いを削そがれてしまう。不動からあらかじめ聞いていたヒナが天巡を宿す話と合わせれば、彼女がそう呼ばれていても不思議ではないのだ。

　優男が、ふふんと優ゆう越えつ感に浸ひたり気味に鼻を鳴らす。

「それに彼女が天巡の器であるという情報は、何も怪あやしげな一団から流されたモノという訳ではないのですよ。一般の方々は友人知人などから聞いたらしいですが？」

　周りから「そうだそうだ」と賛同の声が上がる。友達や家族、職場の人間などから聞いたと挙げる人間もいる。

「……っ」

　瑠璃は唇くちびるを強く嚙んだ。

　恐おそらく九頭龍の構成員が情報を流した以外にも白ビヤク檀ダンの内部寄生によるものもあるはずだ。だが、その事を言えるはずもない。信じてもらえるどころか、最悪、村正の立場さえ危あやうくして、宇美も救えず、不動らをこの都市から出す事ができなくなってしまう。

　優男が意地の悪い笑えみを浮うかべて、一歩踏ふみ出し、手を差しだしてくる。

「さあ、千子瑠璃さん。いい加減にいう事を聞いてください。このままでは貴女の家の評価を落とす事になりかねませんよ？」

「生あい憎にくとわたくしの家にはそのような批評に対して屈くつ服ぷくするなという家訓がありますので。家族もわたくしの『覚かく悟ご』によって為なされた事ならば、その程度、気にする事はないでしょう。それにこれは『わたくしの罪』であり家族は関係ありませんよ」

　この件で罪に問われるならば、自分自身だけと瑠璃は心に決めていた。そうなるように必死になって動くつもりだった。

「それよりも」と瑠璃は優男をさらにきつく睨みつける。

「貴方あなたは覚悟がありますか？　一人の少女を消して『偽いつわりの英えい雄ゆう』になる覚悟が。過あやまちを犯おかす覚悟が」

「ふんっ、過ちですか？　これは『正しい事』でしょう。誰だれもがそう思っています。そうでしょう!?」

　優男が煽あおるように声を張り上げる。同時に、賛同の嵐あらしが吹ふき荒あれた。鼓こ膜まくどころか、全身の肌はだがびりびりと震えるほどだ。

　瑠璃は歯を強く嚙みしめた。

（勢いに乗って狂った民衆ほど厄介なものはありませんね……）

　憐あわれみすら覚えてしまう。確かにヒナは災厄とも言える存在だ。だが逆に希望ですらあるのに。不都合な一つの情報だけを知って、全すべてを排はい除じよしようとするのは愚おろかとしか言いようがない。

「さあ、もう我が儘ままはそのくらいにしてください！　これは『正しい事』なのですよ！　誰もが望んでいる事なのです！　だから貴女の後ろにいる天災──ぼぎゃ!?」

　優男がまた一歩近づいてきた時、突然、すこーん、という軽快な音と共に彼が真横に吹っ飛んで行った。

「え？」

　何が起きたか分からず、瑠璃とヒナは目を見張る。

　よく見ると、倒たおれた優男の近くにジュースの缶かんが落ちていた。

「……残念ね、ゴミ箱に入らなかったわ」

「何やってんだよ、宇美。いいか、こういうのはよく狙ってだな……」

「い、一体なんだってもごぉ!?」

　起き上がって、原因を探さぐろうとした優男の口に、突とつ如じよ飛来してきたジュースの缶がもう一つ。綺き麗れいなくらいにすぽんと入り込んでしまった。

「さすがね」

「だろ？」

　ＨＡＨＡ、と片側の通路から作ったような笑い声が聞こえてくる。

「もがも、がぁあ！　なんだってんだ、まったく！　誰だ、こんな事をする奴やつは！　出てこい！」

　缶を口から引っこ抜いて、乱暴に投げ捨てると優男は怒り狂いながら、缶の飛んできた方に怒ど鳴なり込む。

　人ごみが左右に分かれ、そこから目つきの悪い少年と猫ねこの着ぐるみを纏まとった少女が歩いてきた。

「俺らだが。てか、ゴミ箱にゴミを捨てるのがそんなにいけないのか」

「いいえ、違ちがうわ。きっと彼は私の事を責めているのよ。ちゃんと入れてあげなかったから。自身の仕事に責任感を持つとっても良識的な最新のゴミ箱（笑）なのね」

「なるほど。さすが最新のゴミ箱（笑）だな」

「違う！　僕はゴミ箱じゃない！　馬ば鹿かにするな！」

　優男が顔を真っ赤にして否定すると、不動が不思議そうに首を傾かしげた。

「違ったのか？　それは申し訳ない事を言ったな」

「もしかして彼、実はスチール缶専用だったんじゃないかしら。私達が飲んでいた飲料水の容器はアルミだったから」

「そうか。ちゃんと呼んで欲しかったのな。スチール缶専用最新のゴミ箱（笑）は」

「違うって言ってるだろう！　なんだお前らさっきから！」

　宇美は分かったように厳おごそかに頷うなずく。

「そう。プルトップをちゃんと取って欲しかったのね」

「もうお前ら黙れ！　黙れよ、この野や郎ろうが！」

　うがああああ、と激しく地団太を踏んで威い嚇かくをする優男。

　今度は素す直なおに黙って、優男が少しだけ落ち着くまで待つ。これ以上やったら、逆上して武纏フオロを使って襲おそわれかねない。

　はー、はーと息を荒あらくした優男は改めて不動達に視線を合わせ、睨みつける。

「……そこの着ぐるみは若にやく王おう子じ宇美さんですか。知っていますよ、『天災姫』の親友であるとか。もう片方は見ない顔ですが──確か、『天災姫』に学生の護衛がついたとかいう噂は聞いています」

「私の着ぐるみも有名になったわね」

「俺もプロの陰陽徒に知ってもらえるなんて光栄だな」

　二人とも特に感情を込めずに淡たん々たんと言う。周りの人間は気付いているだろう、彼らの周囲が異様なほど張りつめているのを。

　子供二人とは言え、巻き込まれたくないのか壁かべ際ぎわで息を殺している。

　優男も二人の殺気に気付いていたが、強気に立ち向かう。

「……貴方達はどうせ都市政府側でしょう」

「だったらなんだ？」

「……彼女がいたためにテロの脅きよう威いに晒さらされていたのにも拘かかわらずずいぶんな物言いですねえ。そんなんだから、今回、このような大規模なテロが起こってしまったのですよ！」

　正義、のつもりなのだろう。まあ、当たり前か。この優男他周りの人間にとってヒナは、世界を滅ほろぼした天巡をもう一度復活させるかもしれない存在であり、テロが起こってしまった原因でもあるのだから。

　不動としては、そこにあまり間ま違ちがいはないし、訂てい正せいしようとも思わない。

「それでヒナを殺そうとしていたのか」

「あまりにも飛ひ躍やくした解かい釈しやくではありますが、そうですね……彼女が生きていてデメリットはあっても、死んでのデメリットはないでしょう。この世界にはもう天巡は必要ありません！　活動範はん囲いを広げていけば、いずれ世界は元通りになるはずなのですから！」

　優男がそう言うと、周りの人間も小さくだが口々に「そうだ」と漏もらす。

　確かに間違いはないだろう。二百年という期間に人間は昔の技術レベルまで戻もどる事ができた。そして少しずつではあるが、活動範囲も広げてきている。

　天巡という環かん境きようを自動的に制せい御ぎよするシステムに頼たよらずとも、いずれは人間の手で世界の環境を完全に支配できてしまうだろう。

　そこにヒナの存在理由はあまりないかもしれない。

「かもな、結果的にそうなるわな。天巡なんて要いらないし、いずれ世界は元に戻る訳だ」

「そうでしょう！　だからこそ災厄の芽は摘つんでおくに限るのです！　貴方もその年ねん齢れいなら、きっと十年前の事件に巻き込まれた口でしょう？」

「ああ。テロに巻き込まれて両親を失ったな。妹は精神的ショックで記き憶おく喪そう失しつに近い事になったしな」

「なら、その元げん凶きようである空巡ヒナを守る理由は貴方にあるんですか!?」

　優男が真っ直ぐヒナを指し示し、興奮したように言う。

　対して、不動は淡々とさめた様子でヒナを一いち瞥べつすると、吐と息いきをついて言う。

「そういう理由なら、守る必要はないな」

「……っ！」

「不動くん、何を……！」

　無む慈じ悲ひな彼の言葉に瑠璃とヒナは目を見開く。

　ヒナは胸に手を当てて、俯うつむく。何かに耐たえるように必死に口をきつく結んでいた。

　優やさ男おとこは気分を良くしたように頷く。

「そうでしょう、そうでしょう。だったら貴方は僕達と……」

「で、結果的に世界を戻すのは『誰が』やるんだ？」

「は？」

　妥だ協きようしたと思われた不動から不意に放たれた言葉に、優男が固まってしまう。

　不動は殺意を込めたような視線で優男を見み据すえ、再度口を開く。

「お前の言ってる事は分かる。最善はそれだろうな。けどさ、結局お前の言う『それ』は誰がやってくれるんだ？　お前がやってくれるのか？」

「い、いやそれは、研究者の仕事で、鍛アルテ人イスト達の領分で、僕は天ヴア衣スカ師ニアだから……」

　しどろもどろになる優男に不動は、鼻を鳴らす。

「結局のところ人任せだろうが。誰かがやってくれるだろう。安全な方法があるから。──なんて理由で可能性を消すのは馬鹿がやる事だ。ていうか、お前はヒナがいる事で、世界を戻す可能性があるのを考えなかったのか？」

「そ、それは……！　確かにあるだろうけど、デメリットの方が圧あつ倒とう的に多い！　今は環かん境きよう制せい御ぎよを手動化する技術も確立している！　彼女を保有して危険性が増すよりはマシでしょう！」

「どうなるか分からないのにか？　最後の最後でヒナが必要になるかもしれないのにか？　今さっき瑠璃さんが言ってたよな、お前はもしヒナが必要になった場合、責任は取れるのか？　その罪を受け入れる『覚悟』はできてるのか？」

「っ！」

　むぐっ、と優男は言葉に詰つまってしまう。

　結局のところ、どうなるか分からないのだろう。選び取りたかったのは、単なる安全と『楽をする事』。ヒナがこの都市におけるテロの元凶ならば、それを摘み取る。もしそれが遠回りになろうとも、世界を戻すという事を果たせなくても、今を生きる分には問題はないはずだから。それらを解決するのは『他ほかの人間』の役目なのだから。

「誰かに頼る、なんて解決方法、俺は選びたくなんかない。俺は俺の運命は自分で決める。流れに身を任せて最悪の結果になって、誰だれかを恨うらもうとも何にもならないんだからな」

「だったら、貴方あなたは何をすればいいのか分かっているのですか！　貴方は護衛であるなら、『天衣師』か『封印師イリニ』のどちらかでしょう！　戦うだけの力しかないのに、どうするというのですか！」

　優男は声を荒げ、不動に槍やりを突つきつける。

　けれど微み塵じんも動どう揺ようせず、不動は口を開いた。

「さあな」

「さあなって……！　何をふざけて……！」

「別にふざけてる訳じゃない。今から見つけるってだけだ。初めは誰だって何も分からないだろ。でも始めなきゃ、ずっと何も分からないままだ。もし戦うだけじゃダメだって分かったら、それだけでも大きな収しゆう穫かくだ」

『できない』という事が分かっただけでも大きな進歩なのだ。今のままでは、先に進めないというのなら、違う道を模も索さくするべきだ。そうして一歩ずつ見えない道を進んで行けば、いつかは正解へとたどり着く事ができる。

　でも、他者に任せきりでは流れに身を任す事に他ならない。どんな『最悪』の結末を迎むかえようとも、何もする事はできなくなるのだから。

　不動は息を吸い込み、声を張り上げる。

「俺は俺のためにヒナを守る！　その結果、周りがどうなろうと知った事じゃない！　もしそれが嫌いやなら、止めてみろ！　でなきゃ、立ち去れ、馬ば鹿か野や郎ろう共！」

　不動は思い切り、床ゆかに足を叩たたき付けた。

　瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共に床にヒビが走り、足元に小さなクレーターを作り上げる。

「ひやぁ!?──う、うわぁあああああああああああ！」

　突とつ然ぜんの不動の暴挙に、周りの人間が悲鳴を上げ、逃にげ出して行く。異能の力に疎うとい人間は不動が何らかの異能を発現したと思ったのだろう。巻き込まれないために、必死になって逃げて行く。

　彼ら群衆がいなくなると、その場に残ったのは優男と対面の瑠璃とヒナ、そして不動と宇美と──その後ろにひっそりと控ひかえていた村正だけになった。

　村正は赤目を細め、不動の背中を見つめる。

「あまり施し設せつを破は壊かいされると困るのだが」

「悪い、てっとり早く怖こわがらせるにはこれがいいと思ってさ」

「……仕方ないか」

　ふう、と諦あきらめたような吐息をつく村正。

　不動が優男に近づくと、彼はビクリと身を強こわ張ばらせ、槍の先せん端たんを向けながら数歩後ろに下がっていく。

「ひっ」

「邪じや魔まするなら本気で相手するぞ。……もちろん殺す気でだ」

「な、なめるな！　学生ごときが──」

「ちなみに彼、私に勝ったわよ。割と本気の殺し合いで」

「!!」

　宇美の実力も知っていたのか、完全に固まってしまう優男。

　どうしようもなくなって固まっていたが、「くそっ」と悪態をつくと、涙なみだ目になりながらそれ以上何も言わずに逃げて行ってしまった。

　争いが起きず、何とか最高の条件で事態が収しゆう拾しゆうしてくれた。

　不動は息を吐はき出すと、ヒナの方へと顔を向ける。

「大だい丈じよう夫ぶか、ヒナ」

「……うん。ありがと、フドー」

　ぎこちない笑え顔がおを向けてくるヒナ。

　やはり、ダメなのだろうか。守る宣言をしたところで、彼女は信じてはくれない。頼ろうとはしてくれない。

　いや、それよりも不動には納なつ得とくできないことがあった。

　今のヒナは正直、『つまらない』。

「…………」

　不動は無言でヒナにつかつかと歩み寄る。無表情の不動に接近されたため、ヒナが怯おびえたようにビクリと身を震ふるわせ、一いつ瞬しゆん、逃げるような素そ振ぶりをみせた。

　だが、すぐにそれではいけないと思ったのか彼に向き合うように瑠璃の背中から横にずれて身を晒す。

「……フドー、どうかした？」

　おどおどと不動の様子を窺うかがうヒナに何な故ぜか──イラッとした。

　不動は無言のまま、両人差し指を突き出し、

「え……ととととととおととととととと!?」

　おでこを連打した。

　為なす術すべなく、というか何でいきなりこんな事をされているか分からないヒナは混乱して、ただひたすら壁かべに向かって後あと退ずさる事しかできなかった。

　ここここここっ、とヒナのおでこが突つつかれる謎なぞの音が廊ろう下かに響ひびき渡わたる。

「ととと、おぅ、とぅ！　ふ、フドー！　な、なに!?　や、やめてよぉ！」

「うるせえ」

「何気に痛い！　これ痛くないような気がするけど、やっぱり地味になんか痛い！」

　摑つかもうとするが、高速連打故ゆえに捕とらえる事ができない。それに目を開けるのが結構怖い。

　ヒナは不動が何故、こんな事をするのか分からなかった。突とつ発ぱつ的な事以外では、彼は意図的にヒナに暴力を振ふるったりした事はなかったはずなのに。

　仕方なく、いつか終わるだろうと思ってヒナは身を強張らせて、耐える事にする。

　その仕草が不動は気に入らなかったのだろう、

「うがぁあああ！」

　唸うなり声を上げると、ぺちんとヒナの頰ほおを両手で両側から挟はさみ込んだ。

「はぴゅる！」

　驚おどろいて目を開けると、そこには明らかに怒いかりを露あらわにした不動がいる。

　訳が分からない。さらに混乱していると、唸りながらもようやく不動が人間らしい言葉を口にしようとしていた──、

「あぶっぶぶぶうっぶうぶぶっぶうぶうぶ！」

　──訳なかった。

「ぼうひたのふほー!?　（訳：どうしたの、フドー!?）」

　もはや錯さく乱らんしているとしか思えない。周りも不動の突然の奇き行こうに困こん惑わくしている様子だった（宇美はなんだか噴ふき出しそうになっていたように見えたが）。

　今度は頰をもにゅもにゅと揉もまれる。今度は痛くはない。むしろ、マッサージ的な感じで快感すら……と、思っていた所で我に返る。

「ぺえ、ほんぽにぽーひたの！　（訳：ねえ、ほんとにどうしたの！）」

「ぷえーぽぴーぽおおお！」

「かえひぺぴた!?　（訳：返してきた!?）」

　意味が分からないが、なんか色々とやばいことだけが、ヒナにはわかった。不動がいつもとは違ちがう意味でやばい。

　助けを求めるために隣となりの瑠璃を見ると、彼女はドン引きして固まっていた。宇美の方はといえば、壁に手を当ててたまらず噴き出している。村正はというと、不思議そうに首を傾かしげていた。

　ギャラリーは役に立ちそうにない。けれどどうするか。これ以上、不動をこのままにしていたら、直感的にだが、良くない事が起こりそうな気がする（彼の社会的な地位を揺ゆるがすような意味で）。

　ヒナは一度、覚かく悟ごを決めて拳こぶしを強く握にぎりしめる。そして──、

「ぷえええええ！」

「ぐあああ！」

　思い切り不動の頰に強きよう烈れつなフックを食くらわせた。

　予想以上に気持ちよく決まり、不動は吹っ飛んでいく。ずざーと無様に転がっていった不動は、こてん、と仰あお向むけになると、ぐわ、と大きく口を開けて叫さけぶ。

「よく分からん！」

「それ、私の台詞せりふ！」

　完全無欠にそのまんまの意味で。

　でも、一いつ切さい気にした様子がない不動は仰向けになったまま、ヒナを見やる。

「俺、お前らみたいにふざけた事ないから、何すればいいのか分からないんだ！　とりあえず奇き声せい上げて変な事してみたけど、自分でもおかしいって思ったしな！」

　おかしいって分かっていたんだ。

「ねえ、どうしたの、フドー。……なんでこんな事を……？」

　そう問いかけると、不動は何故か不ふ機き嫌げんそうな顔になってため息をついた。

「分からない。でも、気に入らなかったんだ」

「気に入らなかった……？」

「今のお前だよ。……クヨクヨしてて、なんか嫌なんだよ。何か言って欲しいのに、お前は何も言わないんだ」

「…………」

　だから、怒おこってあんな奇行に走ったのだ。

　何かを言って欲しいと言われても、ヒナには分からない。今いま更さら、何を言えば良いのか。何かを言う必要なんてあるのだろうか。

　不動は起き上がると、ぼりぼりと頭を搔かく。

「別にいいんだ。何も言う事がないならな。俺とお前は別に親しい仲って訳でもないからな」

　その言葉に、ヒナはずきんと胸が痛んだ。

「俺もなんでも話せる訳でもないしな。……けどさ、『助けてくれ』ぐらい言われたいんだよ。俺はお前を何から守ればいいか分からないんだ」

　不動は肩かたを落として項うな垂だれる。

「……フドー」

　不動が自分の事を思ってくれている。自分を守ろうとする理由なんて、不動自身のためでいいはずなのだから。

　けど、言えない。自らの弱さを口に出せない。

　怖いのだ。己おのれの気持ちを口に出すという事が。

　願いや内に潜ひそむ恐きよう怖ふは、元を辿たどれば『弱さ』から発せられるものだ。弱いから願いを叶かなえられず、弱いから恐怖を克こく服ふくできない。

　普ふ通つうの人はそれを他人と共有する事で紛まぎらわせる事ができる。そうして心の平安を保つ事ができる。

　でも、ヒナにはそれができない。助けてなんて言えない。助けられる訳がないのだから。

　そもそも、願いなんて当の昔に『朽くち果てている』。

　願いを心の底に押し込めたため、いつの頃ころからか自分自身が他者に対して何を本当に願っているのか、分からなくなってしまったのだ。

「────」

　言葉が出ない。何を言えばいいか分からない。この場を『正常に戻もどす』にはどうしたらいいのか。

　何もできない。いつものように振る舞まう事ができない。

　心がブレる。何をしたい。何を言いたい。ダメだ──ああ、ダメだ。

「……分からないよ、フドー」

　ヒナは身を小さく震わせ、頭を抱かかえた。

「何を言えばいいか、分からないよ。だから、ね。あの、ね。もう、やめて……。もう、何も考えたくない」

　頭かぶりを弱々しく左右に振りながら、ヒナが震える声で言う。

「私を見ないで。私を知ろうとしないで。やだ、嫌いや、嫌だよ……」

「ヒナ……」

「がらんどうのままでいたいの。そうすれば、怖こわい事から逃のがれられるから。だから、何かを私に『はめ込もうと』しないで。私に何かを与あたえようとしないで……！」

　何もいらない。誰だれもいらない。愛してくれる人なんていらない。助けて欲しくなんかない。頼たよりたくなんかない。

　道どう化け師しは何も考えずに踊おどる。何も考えずにおどける。考えてしまったら、己の滑こつ稽けいさを見つめてしまったら、きっと足が動かなくなってしまうから。

　周りの幸福が分かってしまったら、羨うらやんで妬ねたんで、己を嘆なげいて──本当に壊こわれてしまうから。

　だから、踊り続けるためには道化師はがらんどうのままでいなければならないのだ。

「私の事なんてどうでもいいから、フドーはフドーの事を考えて。私は従う、文句は言わない。全力で頑がん張ばるから。だから──もう、私に近づかないで」

「…………」

　あらゆるものを拒きよ絶ぜつするように、ヒナはうずくまってしまう。

　そのヒナの姿を見て、不動の決心が揺らぐ。

　想像以上にヒナの心の闇やみは深かった。差し出された手にさえ恐怖を抱いだいてしまうほど。

　彼女を助ける事なんてできないのだろうか。

　不動はかける言葉が見つからず、拳を強く握りしめる事しかできなかった。

　そんなどうしようもない空気に包まれる中、ヒナに近づく者が一人。

　綺き麗れいな白はく髪はつをなびかせ、千子瑠璃はヒナと視線を合わせるように、しゃがみ込んだ。

「ヒナさん、そんな事、言っちゃいけません」

　咎とがめるような言葉でありながら、一切の棘とげを含ふくませず、瑠璃は優やさしく言う。

「何もないままでいいなんて、そんな悲しい事、言わないでください。どうでもいいなんて、自分を卑ひ下げするなんてやめてください」

「…………」

「苦しいなら、助けてと言ってもいいんです。助けてあげると手を差し伸のべられたら、その手を摑んでもいいんです。怖くても、その手を摑まなければ、どうなるか分からないんですよ？」

　その言葉にヒナの頭が微かすかに左右に揺れる。

「それでもいい！　知りたくない。見たくない、聞きたくない。……怖い。人を知るのが。私は、人が、怖い……」

「そうですね。人は怖いです。人は自分とは違うモノを拒絶します。拒絶して、壊そうとさえしてきます。とっても、とっても怖いです」

　瑠璃のどこか憂うれいを帯びた目。指先で自らの白髪に触ふれる。

「でも、全部が全部、怖いモノじゃありません。優しい人だっています。人とは違うモノを『綺麗』だと言ってくれる人もいるんです」

　一いつ瞬しゆんだけ瑠璃は何かを思い出したかのように嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

「ところで、ヒナさんはそんなに人の『何を』怖がっているんですか？」

「……分かんない。もう、何も分かんない……」

　改めて対面した自らの心は、自分自身にすら分からないほどになっていた。

　人そのものが怖いのか、心が怖いのか、人に与えられるのが怖いのか、どれがどれだか分からないのだ。本当は何が恐おそろしいのか、すでに分からない。

「そうですか。きっとヒナさんはずっと我が慢まんしていたんですね。ずっと耐たえていると、自分でも自分の事が分からなくなってきます。そんな風になるまで、ずっと独りで頑張っていたんですね。……偉えらいです」

　そう言って、瑠璃はヒナを優しく包み込んだ。

「信じろなんて言いません。頼れとも言いません。何も信じず、頼ろうとせず、でも、相手の手を取るだけでも良いと思います」

「嫌だよ。信じなかったら、きっと、皆みんなに迷めい惑わくをかける。でも、私、誰かを信じられない。信じるのが怖い。信じたいのに、信じきれないかもしれない……！」

　そうして、また仲間を疑い、刃やいばを突つきつけてしまうかもしれない。何もかもを台無しにしてしまうかもしれないのだ。

「私は、私自身が、誰よりも信じられない！　だから、誰かを信じるなんて無理だよ！」

「そう、なんですか」

　瑠璃がヒナからゆっくりと離はなれ、彼女に微笑ほほえみかける。

「ヒナさんは優しいんですね」

「違う、違う！　私は優しくなんてない！　怖がってるだけ、周りから拒絶されたくないから、そうしてるだけ。誰かに特別な感情なんて向けたりなんかしていない。本当は無感情でがらんどうで、自分の事しか考えていないだけ……」

「ヒナさんは自分が嫌いですか？　そんな何もない自分が？」

「嫌い、大嫌い……！　自分の事しか考えられない、保身だけの自分なんて、好きになれない。なっちゃいけない」

　瑠璃はすすり泣いているヒナを見つめ、優しい笑えみを浮うかべる。




「でも、わたくしはそんなヒナさんが大好きですよ」




「……え？」

　予想外の言葉に、ヒナが戸と惑まどったような声を出して、顔を上げた。

　瑠璃とまともに視線をぶつける。

「相手と平等に接する事ができるヒナさんがわたくしは好きです。他ほかの人を傷つけないように自分を戒いましめる事ができるヒナさんがとっても好きです！」

「ち、ちが、……わ、私は……」

「違ちがいません。でも、自分ではそう思ってしまうなら、ヒナさんはわたくしの言葉を認めなくちゃいけませんよ？」

「……？」

　困ったような顔をするヒナに、瑠璃が意地悪げな表情を浮かべる。

「自分の保身のために拒絶されないようにするヒナさんは、わたくしの言葉を受け入れるしかないんです」
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「そ、それは……」

「わたくしはヒナさんが好きです。周りのために明るく振ふる舞う貴女あなたが。別に、信じなくてもいいんです。わたくし達はまだ一ヶ月ほどの付き合いなんですから」

　でも、と瑠璃は頰ほおを膨ふくらませる。

「怖がって、逃にげていては始まるモノも始まりません。わたくし達はこれからなんです。過あやまちはまだ覆くつがえす事ができます。だから、わたくし達をどうか拒絶しないでください」

「だけど、だけど……私のせいで、みっきーやめーかが、攫さらわれて……」

　満月と明花が攫われてしまったのは自分のせいだ。

　どうしようもない過ちなのだ、あれは。

「違うだろ」

　不動の呆あきれたような声が割り込む。彼の方に顔を向けると、彼は、どことなくバツが悪そうな顔をしていた。

「むしろ、あの結果にならなかったら、瑠璃さんや満月が死んでいたかもしれないしな。俺の言葉の方が問題だらけだろ。『俺が守るべきモノは、明花だけだ』って」

「さすがにそれは問題発言ね。全すべてのロリは守るべきよ。見捨てるなんて許せないわ」

「俺の妹をぞんざいに扱あつかうのは許せない」

　宇美と村正がジト目で不動を睨にらむ。中々迫はく力りよくがある二人なため、不動は汗あせをだらだらと流す。

　そしてぞんざいに扱われていた瑠璃はというと、慣れているのか彼らを見て苦く笑しようする。

「死んでなかっただけマシみたいですね。もちろん、全員が助かった方がよっぽど良いと思いますけど、伊邪那美──彼女相手ではやっぱり難しかったと思います」

　真しん剣けんな表情になって、瑠璃はヒナを見つめる。

「完全無欠で清せい廉れん潔けつ白ぱくな人なんていません。誰でも必ず欠点や汚きたなさを持っています。……ヒナさんの『問題』は他の人より少し大きいだけなんです」

　瑠璃はヒナの頰に手を当てて、小首を傾かしげ、笑みを浮かべる。

「天巡は世界が関かかわるくらい大きくて誰にも手におえないように思えるかもしれません。でも、そんなヒナさんの欠点や汚さを補ってくれる人がいます」

「そんな人、どこにいるの……」

「それは残念ながら、わたくしではないのですが」

　そう言って、瑠璃は振り向き、不動へと視線を向ける。ヒナもつられてそちらに目を向けると、彼がどことなく緊きん張ちようした様子で見つめ返してきた。

　不動はゆっくりと慎しん重ちように言葉を口にする。

「俺は他の人間を守る事はできないし、正直、理解とかもしてやれないけど……でも、『何かを壊す事』はできるんだ。そうやって誰だれかを救う事ができるって分かったんだ」

　不動は一歩踏ふみ出し、ヒナに手を差しだす。目を逸そらさず、彼女を見つめる。




「俺はお前を救うために世界を壊してみせる。ヒナ、お前を笑わせてみたいんだ」




「────っ！」

　じわり、と目に涙なみだがたまる。

　助けて、なんて言えなかった。助けられる訳がないのだから。

　誰も、この世界の全てを敵に回そうなんて、冗じよう談だんでも言えるはずがない。

　いつしか諦あきらめて、妥だ協きようして、『生きるだけ』を選んだ。自らの生に何かを見み出いだす事無く、己おのれの役割を全まつとうする事だけを考えるようになった。

　楽しいなんて思った事がなかった。嬉しいなんて感情、ずっと忘れていた。

　それでもいいと、思ってしまっていた。

　でも、一ヶ月前、初めて不動に出会って、彼らと少しの間だけ過ごして、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ『我が儘まま』を言ってみたくなった。

　少しだけでも人として生きてみたくて。

　彼の願いを利用して。

　普ふ通つうの女の子として生きてみたくなったのだ。

　楽しかった。自分が人として生きている事が実感できて、とても嬉しかった。

　だからこそ、伊邪那美の言葉が深く心に突き刺ささった。

　自分の我が儘のせいで、皆に迷惑をかけて。

　改めて自分が彼らと共にいるのが許せなくなって。

　そう考えている内に、とても怖こわくなってきて。

　皆、自分を嫌いになってしまったのではないかと、そう思ってしまって、距きよ離りの取り方が分からなくなってしまったのだ。

　もう、終わりだと思った。何もかもが。

　──そう思っていたのに。

「──っ、あぅ……」

　視界が潤うるみ、ぼたぼたと涙が零こぼれ落ちる。言葉が紡つむげない。

　彼は、不動はこんなどうしようもないものを背負っている自分を、『救う』と言ってくれた。冗談でもなく、真剣に。

　今まで、そんな事、言ってくれる人はいなかった。周りに取り巻くモノは、ほとんどが『恐れ』で唯ゆい一いつの綺き麗れいな『希望』は天巡にだけ向けられていて。

『私』は存在していなかった。誰だれも『私』を見てくれなかった。

　でも、彼は『私』を救ってくれると言った。『私』を見てくれた。

「私、一いつ緒しよに、……いてもいい？　フドー達と、一緒に……」

「当たり前だ」

「また迷惑かけるかも……私がいたせいで、また……」

　また怖くなって、語ご尾びが小さくなっていくと、不動は「何を今いま更さら」と鼻を鳴らした。

「それを『覚かく悟ご』の上でお前と付き合ってんだ。あとな、俺も結局世界から恨うらまれるかもしれないんだ。でもお前なら味方になってくれるだろ？　その苦しみを知っているお前になら、裏切られるわけないだろ。俺は、そう信じているんだ」

「…………っ！」

　信じている、と。

　こんな自分を。

　再び言葉が紡げなくなりそうなほど、涙が零れ落ちて。

　でも、それでも、ヒナは口にする。彼に向かって、大切な言葉を。




「ありがとう……！」




　そう言って、ヒナは不動の手を取った。

　涙に塗まみれたヒナを不動は力ちから一いつ杯ぱい引き寄せ、その胸に身を預けさせた。

　初めてちゃんと触ふれた彼の胸の中は温かかった。

　離れたくなくなるほど心ここ地ちよくて、ぎゅっと彼の胸にしがみついた。不動はそれを拒きよ絶ぜつせず、ヒナの背と頭に手を回すと、子供をあやすように静かにぽすぽすと叩たたいてくれた。

　──受け入れられたと感じ取れた。

「うわぁああああああ──」

　だからヒナは力一杯泣いた。

　彼が自分の悲しみを受け止めてくれると知って。

　すべての辛つらさを『壊こわしてくれる』と分かって。

　ヒナはようやく人を、信じる事ができた。







　不動は困っていた。

　ヒナを信じさせる事ができて、これで村正の準備と伊弉諾イザナギに会って都市の外に出る許可をもらえば、何の憂うれいなく旅立つ事ができる──はずだったのだが。

「うーみんのあばばば！」

「ヒナのあばばばばばば」

　ヒナと宇美が喧けん嘩かしてしまった。

　けれど、とんでもなく険悪という訳ではなく、じゃれ合う感じのものなのだが。

　見ている分なら、口くち汚ぎたない言葉がでないため微笑ほほえましい限りなのだが、喧嘩の原因が自分自身であったため、どうすればいいのか分からなかったのだ。

　現在、ヒナと宇美は不動の『取り合い』をしていた。

　しかも、腕うでを摑つかんで胸に抱だき込んで引き寄せるような形で。ぷにぷにとした感かん触しよくを左右に感じて、不動は気が気ではなかった。

　事の顚てん末まつは、ヒナが抱き着いていた所まで遡さかのぼる。不動としてはヒナが泣き止やむまで待とうとしていたのだが、宇美が何を思ったのか、ヒナの後ろに回り込むと、顔を挟はさみ込んだのだ。




『う、うーみん？』

『離はなれなさい、もう十分のはずよ』




　戸と惑まどいを覚えるヒナに、宇美は有う無むをいわさずといった様子でヒナを引き剝はがしにかかったのだが。

　ヒナが離れようとしなかったのだ。

　変な顔になりながらも、んぎぎぎぎ、と必死にしがみついて宇美に抵てい抗こうする。宇美も宇美でムキになったのか、胴どう体たいを引っ張り、脇わきに手を突つっ込んだりして、ようやく引き剝がす事に成功したが、ヒナはすぐさま不動の腕に抱き着いたのだ。

　明らかにムッとした雰ふん囲い気きを醸かもし出した宇美も、不動の腕に抱き着き──現在に至るという訳である。

「うーみんのおたんこなす！　感動的な場面だったのに！　なんかいつもの感じじゃん！」

「知らないわ。大体、彼の事が好きな訳じゃないくせに、密着し過ぎよ」

「別にいいと思うんだけど！　じゃあ、うーみんはフドーの事、好きなの？」

「好きよ」

「ほわぁい!?」

　間かん髪はつを容いれずにされた発言に、ヒナも間髪を容れずに驚おどろく。

　ふっ、と宇美は鼻を鳴らす。

「実は私達、キスをしたほどの仲なのよ（こちらが一方的に）」

「な、なん……だと」

「ほわぁつ!?」

　固まるヒナとついでに瑠璃の驚くような声が聞こえてくる。見ると村正と一緒にいる瑠璃は口を台形にして、わなわなと震ふるえていた。

「それに告白もしたもの。……そういえば不動。返事を聞いてなかったわね」

「おう!?　俺か!?」

「貴方あなたよ。今、ここで既き成せい事じ実じつを作るわよ。皆みんなの前で熱いキスを交かわすのよ」

「いやいやいやいや！」

「セッ○スでもいいわ」

「それは順序が明らかにおかしいだろ！」

　思考も展開も飛び過ぎである。

　でも、宇美に冗談を言っている様子は微み塵じんも感じられない。なんだか今は妙みように艶なまめかしい。瞳ひとみは潤み、わずかに開かれた桃もも色いろの唇くちびるからは甘く熱い吐と息いきが漏もれ出る。

　着ぐるみパジャマの襟えり元もとが無む駄だにはだけているため、慎つつましやかな胸が見えそうである。

　宇美は恥はじらいを見せるように、頰ほおを赤らめ、若じやつ干かん目線を逸らす。

「私は貴方に身を任せると決めたもの。……何をされてもいいわ」

「────っ」

　ぼふっと不動の顔が真っ赤に染まる。

　宇美、滅め茶ちや苦く茶ちやエロい。

「フドー、うんもおおおおおおおおおおおおおおう！」

　不動が宇美の醸し出す雰囲気に飲み込まれそうになったのを感知したのだろう、ヒナが不動の腕を揺ゆすって、注意を引く。

「はっ！　ヒ、ヒナ！」

「私も！　私もフドーが好き！　性的な意味で！」

「待て」

　最後の一言はいけない。色々とダメな意味になってくる。テンパっているせいもあるだろうが、ヒナは宇美と同様の事を言っちゃダメだと思うのだが。

　うー、とヒナは唸うなりながら、もどかしそうに身を捩よじる。

　なんだかヒナもヒナで女の子みたいだ。まあ、元から女の子なのだが、ヒナはいつもおちゃらけていて、異性だと感じさせなかった。

　だが今は十分、『女の子』に見える。不動の気持ちの変化もあるが、ヒナのがんばりもある。彼女自身、意図して女の子として振ふる舞まう事がなかったためか、違い和わ感かんを覚えている様子ではあるが精せい一いつ杯ぱいアピールをしていた。

　顔を真っ赤にしながら、口をすぼめて不動を見上げる。

「ふ、フドー。あの、あの……ちゅー……ちゅーしよ」

「お前もお前で唐とう突とつ過ぎるだろ！」

「や、やっぱりダメ？　う、うーん、だよね。まだ自分の気持ちがよく分からないから。だ、だけど、ね……その……」

　顔を真っ赤にしながら、ヒナが見つめてくる。

「……あの、せめて……好きって言ってもらいたいなあ、って思う。友達って意味でもいいから、好きって言って欲しい、かも」

　不動が言葉に困っていると、拒絶されたと思ったのか、上目遣づかいで不安そうに追い打ちをかける。

「…………それでも、ダメ？」

「……っ！」

　エロくはない。だが、無駄に保護欲よくをそそる。

　抱だきしめて安心させてやりたい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

（──なんだこれ！　助けてくれ、誰だれか！　兄さん、瑠璃さん……！）

　この突とつ如じよ展開されたピンク色の空間に不動はどうしようもなくなって、村正と瑠璃に助けを求める。でも、彼らは。

「瑠璃。お前はいいのか？」

「な、何がですか!?」

　不動に助けの視線を向けられたと同時に、村正がぽつりと漏らすと、びくうと瑠璃が身を強こわ張ばらせた。

「あれに交ざらなくて」

「べ、別にわたくしは交ざりたいなどとは……」

「それならいいのだが。だが、兄としては妹が弟分と婚こん約やくしてもらうと嬉うれしい」

「ぶふぅ！」

　実の兄の突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言により、瑠璃が噴ふき出してしまう。

　村正はというと、瑠璃の反応を気にした様子は全く見せず、口を開く。

「贔屓ひいき目めで見てしまうが、お前と不動はお似合いだと思うのだが。若王子宇美が言ったように既成事実を作るか？　それなら時間と場所を早さつ急きゆうに作るが」

「何を言っているんですか、兄さん！　そ、そんな事、望んでいません！」

「望んでいない。つまり嫌きらいなのか？」

「────」

　むぐっ、と言葉に詰つまる瑠璃。

　村正は、頷うなずく。

「好きか。なら、遠えん慮りよする必要はないだろう。思いを寄せる相手を他者に取られるというのに静観しているのは不自然だ」

「あ、あぅ、あぅ……」

　兄に苛いじめられて（村正は無自覚）、瑠璃が目をぐるぐる回して混乱している。けれど、村正はその変化に気付く様子は皆かい無むで、不動が聞いている前で普ふ通つうに淡たん々たんと続ける。

「好きなら好きと言うべきだ。そもそもお前は十年前に出会って以来、ことある毎ごとに不動に好意を寄せていただろう。今の不動は感情を取り戻もどしているように見える。ならば、お前の長年の思いを──」

「や、やめ……──うぅ、お、お兄ちゃんの馬ば鹿かぁああああああああああ！」

　うわぁああああん、と瑠璃が耐たえ切れず、泣き叫さけんでどこかに駆けて行ってしまった。

　村正は、逃にげ去る実の妹の背中を見ながら首を傾かしげ、一言。

「何な故ぜだ」

　当たり前だ。

　村正は優やさしいし、頭は良いが、どこか抜ぬけている。

　いや、というかこれで援えん軍ぐんは光の速さで力を失くしてしまった。むしろ、さらに混こん沌とんとしてしまった。

　左右にしがみつく二人──この場合、もはや脅きよう威いであるため虎とらと龍りゆうだろう──は不動を妖あやしげな眼まなこで見つめる。

「不動……」

「フドー……」

　やばい。

　周りから言われるように、感情を取り戻した自分はどうやら、この状じよう況きように男として反応しているようだ。

　その事に不動は割と真しん剣けんに苦く悩のうする。

　今まで感情をないがしろにしてきたツケがここで回ってきてしまった。どうすればいいのか分からない。というか、異性としての好意をここまで迷いなく率そつ直ちよくにぶつけられたため、頭がすでに真っ白なのだが。

　だから──、

「うがああああああああああああああ！」

　暴挙に出る事にした。

　不動は叫び声を上げると同時に、しがみついた二人を引きずって、自身の部屋に突とつ貫かんする。そのまま彼女らを強ごう引いんにベッドの上に投げ捨てた。

「大だい胆たんね。このまま三人で、というわけね。受けて立つわ」

「は、初めてだけど頑がん張ばるね！」

　顔を赤くしている少女二人に不動は近づくと……シーツでくるんで動けないようにした。

　くるまれてしまった二人は、もがーと唸りながらベッドの上で身を捩る。だけど、かなり固めに結んだ上に隙すき間まを作らなかったため、抜け出す事はできない。

　一仕事終えた不動は、壁かべに手を当てて項うな垂だれ、深いため息をつく。

「疲つかれているようだな」

　村正が後からゆっくりと部屋に入ってきて、ベッドの上を一いち瞥べつしながら、不動の真横に立った。

　彼を半ばげっそりとした表情で見つめる不動。

「……まあな。これが伊邪那美の策略なのか？」

「違ちがうだろう。だが読めないのは確かだ。伊邪那美の能力によって、感情を得たが、その代だい償しようが今の所ない。綿密に脳内の星雲石の情報を調べたが、別段、問題はなかった」

「…………」

　それどころか、宇美とヒナを助ける事ができた。以前のままだったら、確実に二人を殺すか、見捨てるかしていただろう。そういう意味では伊邪那美に感謝した方がいいのかもしれないのだが……いささか不気味だ。

「特に気にするべきではないのかもしれない。……それよりも旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうに行く事についてだが……」

　考えても仕方のない事をきっぱりと打ち切り、村正はこれからするべき事を口にする。

「本来方向的には、東区から行った方が早い。だが、禍フアン獣タズマの侵しん入にゆうの激戦区もそちらになっている。だから、伊弉諾がいる南区から外に出るのが妥だ当とうだろう」

　そこから大きく迂う回かいして、旧環境制御塔に向かえばいいそうだ。

「外に出る際だが、古い輸送機なら使っても問題はないだろう」

「……輸送機？　外で採った資源を載のせるための物か？」

「そうだ。鉱石などを採さい掘くつした場合、それらを運ぶ事を目的とした星雲石搭とう載さいの輸送機がある。幸い、最新型に切り替かえる事もあって、使われなくなった物が一機だけある」

　それに乗って行け、という事。確かに自分一人だけなら、空を飛んで行けばいいが、ヒナもいるとなると運んでいくのが難しいし、何より戻ってくる時に、明花と満月もいる。妥当なのが輸送機を使う事なのだろうが……、でも……。

「誰だれが動かすんだ、それ。動力源も霊れい力りよくだったよな。兄さんが来るのか？」

　もっともな疑問が浮うかんでしまった。

「俺は無理だが。動力源に関して言えば、若王子宇美に頼たのめばいいだろう。そのくらいなら問題ない。あと、蒼帝アルモ学園ニアに元十二支で色々な技能を会え得とくした奴やつがいた記き憶おくがある。今は教師をしているはずだが。そいつならば、操縦が可能なはずだ」

「……元十二支の教師？　聞いた事ないな」

「そうか。なら、大学の方か中等部以下の方にいる可能性が高いな。……名前は、莅のぞき戸ど里り枝え、だったはずだ」

「滅め茶ちや苦く茶ちや知ってた」

　それどころか担任だった。

　元十二支だったなんて話まったく聞いた事なかった。不動が十二支になった時、それを伝えても何ら反応を示さなかったのに。大したポーカーフェイスだ。

「でも、どうやって手伝ってもらうんだ？」

「伊弉諾の所に行った時、天巡の話を聞いただろう。その事や教え子の事などの現状を伝えてやれば、人間みがあるなら手伝ってくれるはずだ」

「……上う手まく行くかな」

　非情ではないが、簡単に信じてくれるとは思えない。信じたとしても、ついてきてくれる保証はどこにもないのだ。

　連れん絡らく先は知っていたため、電話をかける事にした。

　コール音が続く。かなり長い間、出なかったため、やはり侵入した禍獣に対応しているのだろう、とそう思って切ろうとした所で。

『誰だ！』

　いきなり怒ど鳴なり声が響ひびいてきて、危あやうく電話を取り落としそうになってしまった。

『今、戦せん闘とう中だ！　お前は誰で、何が目的か告げろ！──おい、翔しよう真ま！　電話だ、少しそこのデカブツ共の相手一人でしてろ！』

『ちょっと待ってくれや、先生！　いくらなんでも学生にそれも単たん騎きでそりゃねえんじゃね？　つーか、俺、武纏フオロじゃなくて護浄アルニシだから、無理だっつーの！　てか、なんで俺だけ戦闘に駆り出されてんだ！』

『他ほかは普通の学生だ！　役に立つ訳ないだろうが！　あと、お前、学園で寄生者百人相手に無む双そうしてた奴が何をほざいてんだ、ドアホ！　離はなれるぞ！』

『ははっ、ひでえ！　この先公！　全都市のみなさーん！　戦闘中はマナーモードか電源切ってくれや！　主に相方が辛つらい目に遭あうからなあ！　はっはー！』

　ぐぉぉぉ、と獣けものの唸うなり声が響いてきて、翔真の自じ暴ぼう自じ棄きになったような笑い声がそこに混じる。……本気で護浄で禍獣と一対一でやらせるつもりのようだ。

　不動は最悪のタイミングで電話をかけた事を翔真に本気で詫わびた。

『で、誰だ？』

「俺です、九く鬼き不動です」

『あ？──てんめぇ、どこほっつき歩いてたんだ！』

　きぃいん、と音割れするほどの怒ど声せい。たまらず不動は数センチ、耳から電話を離す。

「すみません、色々と事情がありまして」

『……ったく、無事なら無事で連絡を寄よ越こせ、寄生されたかと思って校内の寄生者を残らず掃そう除じしたんだぞ、こっちは』

「……本当にすみません」

　罪悪感で、萎しおれてしまう。

　不動の消しよう沈ちんした声を聞いて、溜りゆう飲いんが下がったのか、ため息をついて『で、どうした？』と問いかけてくれた。

「はい、実はお願いがありまして……その前に今回の経けい緯いについて、先に話しておきます。基本は他言無用でいいですか？」

『構わない。だが、できるだけ短く話せ。翔真は別に問題なさそうだが、こっちに──って翔真ぁ！　言ったそばから取りこぼしてんな！』

　怒鳴り声と共に、獣の咆ほう哮こうと地面が削けずれるような轟ごう音おんが響いてくる。

『いくら先生でも無理言うんじゃねえって！　刀二本でどうしろってんだ！』

『それで今、そっちの大型種斬きり殺したのはどこのどいつだ、ボケナス！』

『褒ほめるか貶けなすかどっちかにしてくれってんだ！　で、主に褒めてください！』

『黙だまれ！　口動かす前に手を動かせ──おらぁ！』

　里枝が撃うっているのだろう、すぐ近くから銃じゆう声せいが何発も聞こえてくる。しばらくノイズ混じりの大声と唸り声だけが伝わってくる。

　時間にして十数秒ほどで、里枝がまたこちらに向かって声をかけてくれる。

『悪い、で、聞かせてくれ。翔真には言って聞かせたから、死ぬ気でこっちには寄越さないようにするだろう』

「手短に話します」

　翔真の命を代償に長話をしたくはない。

　だから、不動は要点を搔い摘つまんで、今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやと目的を告げた。するとやはり、伊邪那美の話を耳にした里枝は、『なんだと？』と困こん惑わくしたような声を漏もらす。

『あのカウンセラーが伊邪那美？……しかし、伊邪那美か……。話には聞いた事はあるが、実在してたのか……』

「話が早く済んで助かります。その伊邪那美が現れて、今回の事件を起こしました。目的は都市の破は壊かい及および、……天巡のバックアップ保持者であるヒナを奪うばうため。ヒナ自らを旧環境制御塔に来させようとしているんです」

『……伊邪那美に天巡か……。おい…………お前、ずいぶん厄やつ介かいな事に関かかわってるな』

　呆あきれたような里枝の声。それには苦く笑しようせざるを得ない。

「先生。……俺はヒナを殺させたくないし、明花や満月を見殺しにはできないんです。確かに人類のためを考えるなら、ここは行くべきじゃないんだろうけど……すみません、俺には耐たえるのは無理です」

　たった一人の家族や相棒、そして馬ば鹿かげた夢の同どう伴はん者しや。こいつらを見捨てるなんて、自分には決してできなかった。あまりにも自分勝手な我が儘ままなのは分かっている。でも、もう大切なものは二度と失いたくないのだ。

「お願いします、先生。どうか力を貸してください。明花や満月を安全に運ぶためには、輸送機を使わなきゃならないんです。先生なら操縦できるって聞いて……お願いします！」

『…………』

　微かすかに唸り声が聞こえる。考え込んでいるのだろう。

　当たり前だ。不動の行こう為いは都市全体を敵に回すような事なのだから。里枝に断られても仕方がない。その時は、ヒナを連れて二人だけでなんとか行くつもりだった。

　そして、里枝は──、




『別に構わないが』




「え？」

　いやにあっさり承しよう諾だくした。でも里枝は相変わらず唸ったままだ。

『時間はいつ頃ごろまでだ？　生あい憎にくとすぐには行けそうにない。天ヴア衣スカ師ニア共が民間人共の避ひ難なんを終えて、こっちに加勢に来るまで待ってもらうぞ。まあ、あと一、二時間くらいか？』

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　だって、都市を敵に回す事なんですよ？」

『知るか。私は教え子と教え子の妹を助ける手伝いするだけだ。それにどんな結果であれ、伊弉諾が全すべてを終わらせるなら別にいいだろうが。悩なやむ必要はない』

「……先生」

　きっぱりと言ってのけた里枝に、感かん銘めいを受けてしまった。

『こっちが終わり次第しだい、向かう。ついでに翔真も連れて行くが問題ないな？』

「外に出た場合、戦力が必要になってくるので、翔真に関しては無む理り矢や理りにでもお願いします」

『分かった。少し待ってろよ』

　そう言って、里枝は通話を断たち切った。

「どうだった？」

　電話が終わると同時に、村正が結果を尋たずねてきた。

「こっちに来るのに時間はかかるけど、手伝ってくれるって」

「そうか。……準備にも、もう少し時間がかかる。その間に伊弉諾に会ってくるといいだろう。里枝が来たら、俺が対応しておく」

「うん、分かった。っと、迦カ楼ル羅ラは……」

「ある程度の調整は済ませておいたらしい」

　そう言って、どこに持っていたのか、村正は剣けんを差し出してきた。

「俺の大事な妹があつらえた物だ。大切に使ってくれ。『本気』を出すのは構わないが、もう二度と、投げ捨てないで欲しい」

「……分かってる。大丈夫だ。少なくとも最近は、迦楼羅を起点にしてるから」

　もちろん『本気』とは、鬼おに化の事だ。少しずつだが、鬼化も安定してきた気がする。もっとも、鬼に近づいている証しよう拠こなのかもしれないため、手放しに喜ぶ事もできないが。

　それにあまり多用すると、ヒナや瑠璃に怒おこられてしまう。

「それじゃあ、行ってくる」

「行ってこい」

　村正に見送られ、不動はヒナを引っ張り出して、共に伊弉諾の下もとへ行く事になった。







　シオス・ポリスの南区は、農林が盛んだ。南区全てが森と畑、田んぼとなっており、都市の食料供給の大半を担になっている。もっとも、機能を集中させると今回のようなテロなどで一気に食料供給率が落ちてしまう可能性があるため、東と西の区域でも、ある程度の農業は営まれている。

　宇美の話では、伊弉諾はこの南区のどこかにいるらしい。政治や一いつ般ぱん市民の生活に関わらないための措そ置ちとして、彼自身が選んだのだとか。伊弉諾はこんなご時世でありながら、狩しゆ猟りようや採取で生活しているらしい。

　宇美が一いつ緒しよに来ていないのは、治ち療りようが終わっていない事と、『虎トラノノ威イ』も万ばん全ぜんではないためで村正から止められてしまったのだ。瑠璃は非戦闘員であるのと、……どこに行ったのか分からなかったために同行していない。

　周りが高い木々に囲まれている森の中。野生動物の保護区画のためか整備はほとんどされておらず、苔こけの生えた倒とう木ぼくやうっかり見み逃のがしそうな小さな崖がけが至る所にある。

「森っていいねー。なんか清すが々すがしい」

　先ほどは興奮していたが、ヒナはようやく落ち着いたようでいつもの雰ふん囲い気きに戻もどりつつある。不動としてもそちらの方がやりやすいため、助かっていた。

「だな。こういう所にはあんまり来ないから新しん鮮せんだ」

　素す直なおな感想だ。

　学生としての禍フアン獣タズマ討とう伐ばつの範はん囲い内はあくまで学園のある東区に限定される。仮に南区に奴やつらが出現した所で、プロが退治してしまうのだ。

　それに、こちらは基本的に禍獣の被ひ害がいが少ない傾けい向こうにある。伊邪那美に制せい御ぎよ塔とうを破は壊かいされて、禍獣が大量に侵しん入にゆうしている中、ここだけ静けさがある。

　恐おそらく、伊弉諾がいるのが原因なのだろう。

「私、結構南区に来てたんだけど、まさかここに伊弉諾がいたなんてね」

「そうなのか。……ヒナは何やってたんだ、こんな森の中で」

　それなりに高い段差があったため、先に不動が上り（空は飛ばないが、一応霊れい装そうしている）、ヒナに手を貸し、引き上げる。

「動物の研究みたいな？　前にも言ったけど、禍獣の生態は通常の動物の行動に依い存ぞんしている所があるから。実は野宿とかした事もあるんだよね」

「サバイバルな研究してたんだな。……ヒナって動物とか好きなのか？」

「……うーん、どうだろ。でも、どっちかっていうと、好き、かな？　うん、好きかも」

　ほんの少し困りつつも、楽しそうにヒナが頷うなずく。

「そうか……」

　ヒナは自分が何が好きかよく分かっていない。でもあくまで分かっていないだけで、心の底では物事に興味を抱いだいているのだ。不動はそれらを表面に押し上げてやろうと思い、時々ヒナにこんな風に問いかけるつもりでいた。

　ヒナも自分を隠かくすことなく、応こたえてくれていた。こんな事を繰くり返して行けば、きっとヒナも自分の心を見つめる事ができるはずだ。

「……なら、もし本当に自由になれたら、動物を飼うかしてみたらいいかもな」

「動物を飼う……。……うん、なんかいいかも。でも、何がいいかな……」

　ふかふかした腐ふ葉よう土どを踏ふみしめつつ、ヒナが小首をかしげる。

「ポピュラーに犬とか猫ねこがいいんじゃないか？」

「豚ぶたとか？」

「何な故ぜそこでそのチョイスだ」

　ヒナが恥はずかしそうに、えへへーと笑う。

「家か畜ちくとかを見に行った事もあってさ、その時見た子こ豚ぶたが可愛かわいくて。あー、でも鳴き声が響ひびいたからなー。しつけられるかな？」

「どうだろうな」

　豚は賢かしこいとはたまに聞くが。

　まあ、豚を飼うかどうかはいいとして、ヒナが自分の意見を言うのは良い事だと思う。なんだか、ちょっとだけ嬉うれしく思う不動だった。

「そろそろか」

　獣けもの道みちを進んで行くと、開けた場所に出た。森の中にぽっかりと空いた背の低い木々の整備された空間。その中心部に小さなログハウスが建っていた。

　なんというか、丸太を繫つなぎ合わせた手作り感が漂ただよう、風ふ情ぜいのある家だった。

「……質素だな」

「うん。なんだか冬とか寒そうだね」

　そこら辺はもっとオブラートに包んであげた方が良いと思う。たとえ本人の前じゃなくても。心の中でツッコミを入れながら、ただ見ているだけでは、どうにもならないため、不動達は小さなログハウスの玄げん関かんへと向かった。

「行くか」

　だが意外な事にこのログハウス、見た目はとても雑に見えるが、予想よりしっかり作り込まれていた。階段を上っただけでも、安定感があり、手すりもしっかりとヤスリがかけられニスが塗ぬられ、つるつるとしていた。乱雑に見えた、丸太を繫ぎ合わされた壁かべも、実はそのような外観に見えるように手を加えられていたようだ。

「……これって伊弉諾が建てたのか？」

「そうでも不思議ではないかも。伊弉諾って普ふ通つうの人間じゃないし、一人で丸太担かつげそうだし」

「確かに、割と軽々といけるかもしれないな」

　不動は苦く笑しようする。

　扉とびらの前に立つと、当たり前だがベルはなく、代わりに金属製のドアノックハンドルがついていたので、それで扉をノックする。

「はい、何かな」

　静かな声と共に、扉が開く。

　中から現れたのは二メートル超ごえの大男。和服を身に纏まとっているが、伊邪那美とはあらゆる意味で対たい照しよう的だった。

　同じ着物だが、荘そう厳ごんさは欠片かけらもなく、麻あさで編み込まれた小こ袖そでの着流し姿。派手な色は一いつ切さい使っておらず、蒼あおと白の質素なモノとなっている。履はいているのも、草ぞう履りだ。

　明らかに時代錯さく誤ごなその姿。

　大きいが妙みように物もの腰ごしが柔やわらか、というか予想よりも明らかに覇は気きがない。

「…………えっと、あんたが伊弉諾？」

「そうだね、一般的には僕が伊弉諾と呼ばれているよ。君達は……」ヒナに視線を合わせると、微笑ほほえむ。「片方は知っているね。伊邪那美の子──空巡ヒナ、だったかな？」

「あ、うん。そうだよ」

「それでもう一人の君は……？　最近はあまり都市とは関かかわらないからよく分からなくてね」

　とても申し訳なさそうに眉まゆを八の字にする伊弉諾。あまりにも弱々しい感じのその仕草を見て、なんだか思い描えがいていたイメージと違ちがうな、と思いながら不動は口を開く。

「俺はヒナの護衛を務めているんだ。同じ学園に通えるようにな」

「そうなんだ。ところでそんな君らが何の用事なのかな？……一応、今、都市が大変な事は知っているけど、力は貸せないよ」

「知ってたのか？」

　伊弉諾は苦笑する。

「そりゃあ、あんな変な環かん境きようになったら誰だれだって想像はつくさ。たぶん伊邪那美辺りが制御塔に何か細工をしたんだろう？　それで禍獣が大量に侵入。君らは僕に助けを求めてきた、っていう所かな？」

「大体当たりだけどな、最後は違う」

「……というと？」

　訝いぶかしげに首を傾かしげた伊弉諾。

「俺達を都市の外に出られるように、護衛して欲しいんだ」

「詳くわしく聞かせて欲しいけど……一応、中に入ってもらった方がいいかもね。『事故』が起こりかねない」

　そう言った伊弉諾は周囲を取り囲む木々に気を向けていた。不動もとっさに集中してみるが、特に何らかの気配を感じ取る事はできなかった。

「まだ、幸いにも君らには追いついてなかったようだけど、そろそろやってくる頃ころだろうね。……さあ、中に」

「……悪いな」

　不動は素直に伊弉諾に招かれるまま、ログハウスの中に入って行った。

　ログハウスの内部は意外にも広く出来ていた。全すべての家具はこの森から取って作った物なのだろう、木材の他ほかに毛皮や骨など動物に由来した物も多くある。

　部屋の真ん中にあったテーブルに案内され、不動とヒナは木で出来た椅い子すに腰こしをかける。伊弉諾は対面の自分用なのか、大きな椅子に腰をかけた。

「それで？　どういう事かな？」

「話すと長くなるんだけどな……」

　そう言って、不動は伊弉諾にこれまでの事を説明し、ここに来た理由を述べた。

　全てを聞いた伊弉諾は、腕うでを組んで唸うなり声を上げる。

「……都市の外に行くまで他の人間や禍獣に襲おそわれないようにすれば良いだけなら、別に構わないよ」

「本当に!?」

　あっさり承しよう諾だくしてくれた事にヒナは驚おどろきを隠せない。

　でも、やはりというか、伊弉諾が「ただ」と続けた。

「君達が結果的に『失敗』してしまった場合、君達を含ふくめた人ひと質じち全員の命はないものだと思って欲しい」

「……どうしてだ？」

　冷れい徹てつな言葉に背筋に寒気が走ったが、不動はそれに耐たえながら伊弉諾に問う。

「伊邪那美を相手取りながら、君らを救う事はできないからだよ。僕はあらゆる攻こう撃げきが効かないけど、光より速く動いたりできる訳じゃないんだ。それに肉体的には不死だけど、体力は一応あるし、動きすぎるとオーバーヒートを起こして動けなくなってしまうんだ」

「……意外に欠点があるんだな」

　不動がそう口にすると、伊弉諾が苦笑いを浮うかべる。

「まあね。君達を救うために僕の弱点を知っている伊邪那美にそんな事をされたら、結果的に人類は滅ほろぶからね。だから、今は君達を送り出すけど、君達が負けて、少しでも伊邪那美に僕を阻そ害がいするために利用されたら、君達を殺すつもりで動く」

　伊弉諾は万ばん人にんを救うために、少数を切り捨てる方を選ぶときっぱりと口にする。英えい雄ゆうとしてはそれは正しい事だ。むしろ、そんな伊弉諾が自分達を送り出してくれる事に感謝を示さなければならないだろう。

「その『覚かく悟ご』は大だい丈じよう夫ぶだ……けど……」

　不動がヒナをちらりと見ると、彼女も手に力を込めながらも、こくりとしっかり頷く。

「大丈夫……分かってる。……そうならないために、頑がん張ばらなきゃ」

「そうだな」

　不動は彼女に笑いかける。ヒナの言うとおりだ。死ぬために行くんじゃない。満月と明花を助け、『生きる』ために外に向かおうとしているのだ。

「伊弉諾、頼たのんでもいいか？」

「うん、そういう事なら問題ないよ。人間の自発的行こう為いに関しては僕は最大限に力を貸してあげる。どんな事でも人間の意思を尊重するよ。僕を頼たよるだけの人間の頼みは聞けないけどね。……怠たい惰だは滅びへの道だからね」

　悲しげな顔をする伊弉諾。

「結構、厳しいんだな」

「人のためには、助けるだけじゃダメなんだ。そうなってしまったら、人間は何もする気が起きなくなってしまう」

　だからこそ、助けてはいけない、と彼は言う。今の都市の現状を知っていてなお、ここに留とどまっているのは、それが理由なのだろう。

「……そっか」

　その時、不動は、「なら十年前は、どうして？」と尋たずねたくなったが、今はそのような会話をしている時ではないと判断する。

「伊弉諾、よろしく頼む」

「うん、いいよ。……別に今からついて行っても問題ないから一いつ緒しよに行こうか。ここらへんも君達にとっては危険になりそうだからね」

「助かる」

「ありがとー」

　不動とヒナは伊弉諾に頭を下げて、彼と共に村正の研究所へと向かう事となった。







　ごぅん、ごぅんと低く鈍にぶい音が響き渡わたる。

　そこは薄うす暗ぐらく、緑色の光に照らされた不気味な部屋。

　部屋の真ん中には、円えん筒とう形の巨きよ大だいな水すい槽そうがあり、緑色の液体が満ち満ちていた。ごぼごぼと泡あわ立だち、中の物体がそれに合わせて蠢うごめく。

『それ』は、胎たい児じ。あらゆる生物へと分ぶん岐きする事ができる、初期の形状をしていた。そのため何の生物かは不明。そもそも、胎児であるというのに人間の大人ほどの大きさをしているため、地球上に生息している生き物ではないのかもしれない。

　その胎児を見つめる一人──伊邪那美は、部屋の床ゆかに敷しき詰つめられた肉とポンプが混ざり合った血管を模も倣ほうしたような物の上に座っていた。

「神様は全知全能。だから、神様はあらゆる形を備えていなければならない。そういう意味では、『この子』は正しい形を選んだと思うのよねえ。……どう思う、満月ちゃん？」

　伊邪那美は傍かたわらに縛しばられ、転がされた新にい嘗なめ満月を一いち瞥べつする。

　意識を取り戻もどした彼女は、伊邪那美を睨にらみ──だが、猿さる轡ぐつわをされているため喋しやべる事ができなかった。

　伊邪那美は気にせず、微かすかに笑えむと口を開く。

「そもそもなんだこれは、って顔ねえ。……単純な話、『天巡』よん」

「…………！」

　満月が目を見開くと、クスクスと伊邪那美が笑う。

「そんなに驚く事でもないと思うわよお？　だって都市は、旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうに『天巡』の断だん片ぺんがあるとは思っていたようだし。少なくともそれが、この世界の異常環境の原因じゃないかって推測はしていたらしいじゃない」

　都市では、正式ではないがずいぶん前から流る布ふしている噂うわさだ。伊弉諾は破は壊かいしたと言ったが、断片が活動をしていると誰もが考えていた。そうでなければ、世界の環境が狂くるっている説明がつかないのだから。

「……けど、さすがにこれは予想外ねえ。前はもっと機械機械してたのに、生物っぽくなっちゃって。伊弉諾に半はん壊かいさせられた上に私までいなくなったから、必死に再生しようとしていたのねえ」

　健気けなげよねえ、と伊邪那美は誰に言うのでもなく呟つぶやく。

「もしかしたら、星雲石は生物を模倣するためにばらまかれたのかしら。……まあ、少なくとも操あやつった生き物は『部品』には使っていたはずよお」

　肉のパイプを撫なで擦さする伊邪那美。よく見ると、様々な生物の断片が見て取れる。牙きばや皮ひ膚ふ、臓器、顔すらも浮かんでおり、生々しい質感を浮かび上がらせていた。

「……生きるためにあらゆる生物を取り入れたんでしょうねえ。世界に安定をもたらす存在が、こんな異質になって、異質な世界を創つくり上げるなんて、皮肉もいい所だわあ」

　ため息をつき、天巡を見上げる伊邪那美。

「……この子、人間の事を一体どう思っているのかしら。……憎ぞう悪お、しているのかしらねえ……。それとも────まあ、いいわん」

　伊邪那美は不意に立ち上がり、「そろそろ見学は終わりっ」と言って、手をパチンと叩たたいた。

「九鬼くん達が来る場合に備えて準備を進めなくちゃいけないのよねえ。そ・れ・で」

　うふふ、と伊邪那美が両手を合わせて、満月を見下ろす。

「満月ちゃんには少し手伝ってもらおうと思うの。ゲームをするのよん。満月ちゃんが死んだら、明花ちゃんが生きて、明花ちゃんが死んだら、満月ちゃんが生きる、ゲームを」

　一いつ切さい変わらない笑顔で残ざん酷こくな事を言い放ち、伊邪那美は満月に、とある『銃じゆう』を見せた。星雲石が宿るリボルバーを。

「これはね、満月ちゃん……」

　銃に宿る『異能』を解説する。

「────っ！」

　伊邪那美の説明を受けた満月はきつくきつく憎悪を含んだ目で伊邪那美を射い貫ぬく。

　けれど、彼女はそんな満月の視線を、むしろ愛いとおしげに受けていた。

「うふふ、それじゃあ、ゲームを開始しましょう？」

　こうしてゆっくりと終わりに近づいていく。

　残酷なほど正確に。もはや止める事はできない。

　どんな事にも必ず終わりはやってくる。

　物事は誰だれかが必ず終わらせる。

　だって『終しゆう焉えん』は約束された真理なのだから。
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　相当重要な機関を破壊されたのだろう、中央区の制御塔の復旧は難航を極きわめているようだ。

　四時間も経たった今でも陰陽徒メヲトらが総動員で都市の端はじに集まり、襲いくる禍フアン獣タズマから都市を守ろうと奮ふん闘とうしていた。

　だが、陰陽徒が取り逃にがした個体が市街地に入り込む事があり、それらが暴れて、中央区より外の区域は、あちらこちらで火の手が上がっている。

　予想以上に規模が大きい事に不ふ動どうは、胃がムカついた。たぶん、恐きよう怖ふと加勢しない罪悪感のせいだ。……感情を得たのが少しマイナスだった。昔の自分なら、大して気にせずにいられたはずなのに。

　だが、考えても仕方がない。

　今は、自分の事だけを考えよう。そう決意し、不動は前を向いた。

　里り枝えと翔しよう真まは、ようやく前線から解放されたようで、今、向かっているという。

　現在、部屋に伊弉諾イザナギと二人きりだ。

　ヒナは研究所に戻ってからすぐに宇う美みの胸に埋うめられた星雲石ネビユラの調整に立ち合いに行ったようだ。

　天巡アグリの力を受けても影えい響きようしない形にはすぐにできるらしく、現在実行中だそうだ。

　村むら正まさは輸送機の調整を行っているらしい。

　瑠る璃りは、分からない。泣き叫さけんでどこかに行ったっきり、姿を見せないのだ。まあ、先ほどのような一いつ般ぱん人に取り囲まれるような事にはならないだろうから、問題はないだろうが、ちょっと心配だった。

　伊弉諾は、部屋の隅すみで静かに座っている。大男であるのに、気配を消しているためかまったく気にならない。

　言っても、さすがに面識のない人間と一緒に黙だまって部屋にいるのは気まずい。しかし、部屋を出るのもなんだか悪い気がする。

「伊弉諾、一つ訊きいてもいいか？」

「何かな」

「ちょっと不ぶ躾しつけなんだけど、伊弉諾って人間なのか？　ていうか、伊弉諾と伊イ邪ザ那ナ美ミって何者なんだ？　兄きよう妹だい？　人間？　でも不老不死って聞いたけど、なんかの称しよう号ごう的なものかと思ってたんだけど」

「ああ、確かに気になるよね」

　クスクスと伊弉諾が静かに笑う。気を悪くした様子はない。

「僕──この場合、僕らって言った方がいいかな──は、人造人間なんだ。本来の役割は、僕は天巡と制御塔を守る事。伊イ邪ザ那ナ美ミは天巡に人間としての感覚を与あたえるためと制御塔が何らかの形で停止した場合の補助電源かな」

「人造人間。……やっぱり普ふ通つうの人間とは違ちがってたんだな」

　あまり伊弉諾の詳くわしい話は聞いた事がないから、純じゆん粋すいに驚おどろいていた。二百年も生きている訳ないだろ、と思っていたがまさか人造人間だったとは。……以前だったら、本人の口から聞いても信じられなかったかもしれないが、伊邪那美の『不死』を目まの当たりにしたため、嫌いやでも信じなければならないだろう。

「目的があって作られたから、自分の欲よく望ぼうに忠実にはなれないけどね。でもそれなりの自由意思は与えられているから、自分自身の欲望以外で『目的』を見つける事ができて、今に至るんだけどね」

　その説明に、不動は「ん？」と首を傾かしげた。

「……欲望に忠実になれないって、だったら憎にくいから殺したいとか思えないのか？」

「自分から得た感情から、何かを為なす事はできないよ。憎いと思える。けど殺せない。楽しいと思える。けど、自分から進んで遊べない。あくまで僕らは『僕ら以外の誰だれかを仲ちゆう介かいして』でないと『目的』を得られない」

　つまり、どんなに感情の高ぶりを覚えた所で、伊弉諾と伊邪那美は己おのれだけでは、何もできないという事になる。

「じゃあなんで生きてるんだ、ってなるけど、その場合は僕らは『目的』を達成するためという『システム』として作られたから、生きるのは『目的』を達成させるための手段でしかないんだ。……ただ生きるだけは『目的』とは言えないからね」

　ほんの少し悲しそうな表情になる伊弉諾。それは自分自身では死ねない、という事なのだろう。不老不死で己の死を探せないのは、結構辛つらいのではないだろうか。

「訊くけど。伊邪那美の『目的』ってなんだ？　今の話なら、自分から人間を滅ほろぼそうと思えないんだよな。……誰かが、そう願わない限り」

　黒幕は他ほかにいるのではないだろうか、と暗に示すと伊弉諾は意外な事にきっぱりと首を横に振ふった。

「いいや、少し違うんだよ、それは。僕らは欲望に忠実になれないだけで、他者のために何かはできる。そうやって『目的』を得る事はできるんだ」

「どういう事だ？」

「……なんだろうね」

　そこで伊弉諾が目を逸そらし、言葉を濁にごした。

　伊弉諾は何かを隠かくしている。けれど、それが一体何なのかまでは思い至る事ができない。

　ただ、重い沈ちん黙もくが部屋に充じゆう満まんする。

　不動が一いつ旦たん部屋を出ようか、と考えていると……、

「邪じや魔まするぜー」

「来たぞ」

　翔真と里枝が部屋にやってきた。

　戦せん闘とうで相当疲つかれた上に気が高ぶっているためか、今の部屋の空気を気にせず、ずかずかと入ってきた翔真は、そのままベッドにダイブした。

「あー、やっべ、至福の時だわー。つか、マジ地じ獄ごくだったんだよ。そこの先公、とにかく俺をこき使いやがるし」

「私はお前を評価していただけだ。むしろ光栄に思え」

「護浄アルニシででかい禍獣と対たい峙じさせられたら、素す直なおに喜ぶ気にはなれねえよ」

　うあー、と翔真がベッドの上でごろごろする。と、部屋の隅にいた伊弉諾に視線を合わせ、横になりながら首を傾げた。

「誰だ？　でかいな」

「僕は伊弉諾」

　微笑ほほえみを浮うかべながら伊弉諾が自己紹しよう介かいすると、翔真が寝ね転ころがりながら目を見開く。

「マジか。……おい、不動。なんでお前の部屋に伊弉諾が隅っこで座ってんだよ。シュールすぎんだろ。てか本物か？」

「本物だな。以前、実物を見たことがある」

　里枝がそう言うと、翔真が「おおー」とやはり寝転がりながら感心する。

「すげえな、初めて見たぜ。……つーか、本当だったら、なんでこんな所にいるんだ？　先生、俺、連れてこられた意味理解してねえんだけど？　俺も避ひ難なんしろって事だよな？」

「九く鬼き。出発はいつだ？」

「無視かよ」

　翔真をガン無視して、里枝は不動に問い掛かける。

　……というか、翔真に一切の説明なしに連れてきたのか。確かに色々と面めん倒どうで込み入った話だから、理解させるのは難しいだろうけど。

　実際、不動も翔真にどう説明するべきか迷っていた。だから、……気にしない方向で進めようと心に決める。

「たぶん、そろそろ兄さん……村正が来ると思います。あとヒナと宇美が来たらすぐにでも行こうかと思います」

「村正か。私はあいつが苦手だ。それと宇美もか。あれもあれでダメだな」

　里枝がちょっとだけ嫌そうな顔をする。確かにその二人はかなり灰あ汁くが強いのは分かる。

　すると噂うわさをしたためか、ヒナと宇美、最後に村正がやってきた。

「やっほー。来たよー。あっ、全員揃そろってるねー」

「久しぶりな顔が二つと知らない顔が一つね。……ロリはいないのね。里枝、何な故ぜ、貴女あなたはロリではないの？」

「知るか。……………………意味が分からないから、私はこいつが苦手だ」

　意味不明な宇美に、げんなりとしてしまう里枝。

「全員揃ったか。……だがまだ時間はあるな。……不動」

　村正が入り口で中を一旦見回すと、不動に手招きをしてきた。

　何か出発前に重要な事を伝えられると思っていたのだが……。

「セッティングをした」

「え？　何が？」

「場所は決めてある。行け」

「いや、え？　は？　だから……」

「妹を待たせるな」

「瑠璃さん？　ん？　え？　ええ？」

　そのまま無む理り矢や理り引っ張られ、廊ろう下かに連れ出されると、背中を押されてしまう。その際に何か手紙を預けられる。何やら、場所が書かれている物だ。

　そこに行け、という事らしい。

「……なんなんだ、ほんと」

　訳が分からないと思いつつも、不動は素直に従う事にした。……なんだか背中に感じる村正の視線がすごく怖こわかったから。

　いくつもの部屋を過ぎて行く。ここら辺は、村正が言ったように関係者以外立ち入り禁止なのか、歩いているのは白衣を着た研究者ぐらいだ。村正が話を通しておいてくれたおかげで呼び止められる事はないものの、好こう奇きの視線は感じられた。

　そうして、視線を気にしながら、紙面に書かれた場所に辿たどりつく。

　そこは、何らかの研究室のようだった。なんでこんなところに、と不思議に思いながらも、不動は開閉スイッチを押して中へと入った。

　研究室内には、様々な機械が詰つめ込まれていた。しかも、種類が豊富だ。パソコンなどの精密機械の他に切せつ削さく関連の物もある。たぶん、星雲石の開発施設なのだろう、削けずりカスやケースに収められた星雲石が棚たなに飾かざられている。

　瑠璃がその部屋のとある機械の前にいた。背を向けているが、作業はしていない。

「瑠璃さん？」

「は、はい……！」

　何か上うわ擦ずったような声。

　と、そこで不動はほんの少し思い出す。伊弉諾の下もとへ出かける前の、村正と瑠璃の会話を。まさか、村正が何か仕し掛かけたのだろうか。というかセッティングと明らかに口にしていた。

（瑠璃さんが、……告白？）

　その瞬しゆん間かん、ボッと顔が熱くなる。何故か、喉のどがカラカラになってしまう。

　一つの部屋で瑠璃と二人だけ、と考えた瞬間、どうしようもなく落ち着かなくなってしまった。

（まさかな、……いや、まさか……そんなはずは……）

　というか、瑠璃が自身の事を好きなのかどうかすら怪あやしい、と不動は心の中で頭かぶりを振る。あの時、瑠璃が恥はずかしがったのは、見けん当とう違ちがいの事を言われたためだ。好きな訳ではなく、かと言って、嫌きらいとは言えないため、どうしようもなくなっただけだ、と。

　そう自分に言い聞かせてみるも、全然落ち着かない。むしろ、この空間にいるだけで心臓の鼓こ動どうが速くなってくる。

　嫌ではないけど、ダメな感じだ。感情が戻もどらなくても良かった、と不動は思ってしまう。

「ふ、ふどーくん！」

「はぅあい!?」

「……!?　はっ！　ゆー!?　はーわーゆー!?　ひ、比ひ較かく的てき、元気です。そ、そちらは？」

「まあ、俺もかな……」

「そ、それは、良かったです」

　なんだこの会話。

「ち、ちなみに申し訳ありませんが、粗そ茶ちやは出せません！　ですが、ごゆるりとしていただければ、幸いなのですがっ！」

「あ、ああ。ゆっくりとさせてもらうかな……」

　でも、貸し切っている訳でもないのに、いいのだろうか、という疑問は飲み込んでおく。いや、村正がもしかしたら、貸し切ったのかも。不動はそう思う事にした。

「そ、それでは……！」

　瑠璃がようやく振り向いた。緊きん張ちようしているのか小刻みに身を震ふるわせ、顔を真っ赤にしている。

「お話があるのですが、大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

「は、はい！」

　背筋を伸のばしてしまう。今までの人生の中で一番緊張している。ヒナと宇美に告白された時は恥ずかしくは思ったが、ここまで緊張はしなかった。

　たぶん、相手が瑠璃だからだと思う。長年の付き合いである彼女にこうして改まった対応をされると物もの凄すごく困ってしまう。

　瑠璃が、とととと、と駆かけ寄ってきた。思わず逃にげそうになるが、何とか耐たえる。

　かなり近い位置で向かい合う二人。

　どちらもバクバクと心臓が鳴る。爆ばく発はつしてしまうのではないかというほどだ。

「ふ、ふどーくん、これを……」

　瑠璃はふるふると震えつつ、不動に何かを差し出す。

「……これは？」

　受け取って、間近で見てみると……何の変へん哲てつもない『お守り』だった。手のひらサイズの赤を基調とした布に金糸で模様と文字が縫ぬい込まれている。ちょっとだけずっしりしている所を除けば、普ふ通つうのお守りだ。

「お、お守りです。わたくしは、行けませんから。行ったとしても役には立てないですし……」

　ここで準備を整えるため、鍛アルテ人イストは現場では必要ない。そもそも武纏フオロや護浄の調整などは専用の機械がなければ、できないのだ。

　むしろ、無理に戦闘能力がない彼女がついてきてしまうと、最悪、足を引っ張る可能性がある。

　輸送機に問題があったとしても、恐おそらくは里枝だけで事足りる。

「あまり意味はないかもしれません。けれど、持っていて欲しいです。肌はだ身み離はなさず。もしかしたら、役に立つかもしれません」

「……ありがとう、瑠璃さん」

　心臓の音が落ち着いてくる。自然な微笑みを浮かべながら、不動は瑠璃からお守りを受け取る事ができた。

　すぐに首から吊つるし、胸むな元もとに垂らす。

「重くありませんか？」

「ん……問題ないかな。……これ、何が入ってるんだ？」

「……わたくしの集大成、です。あの、開けないでくださいね？　すぐに分からないと思いますけど、知られたら、恥はずかしいですし──と──に悪いです」

　何やら瑠璃は最後にごにょごにょと呟つぶやく。

「え？」

「な、なんでもありません！　それ、本当に絶対に誰だれにも言わないでくださいね！」

「あ、う、うん」

　何なのだろう。すごく気になるが、でも気にしないであげた方がいいみたいだ。

「…………」

「…………」

　そして、瑠璃の目的はこれだけだったのだろう。

　会話が突とつ然ぜん、途と切ぎれる。

　嫌いやな沈ちん黙もくだった。

　いつもはかなり親しい間あいだ柄がらなため、このような沈黙でもお互たがい気を遣つかう事はなく、無言でいる事さえ別に問題なかった。けれど、何故か今はとてつもなく気まずい。瑠璃も同じ気持ちなのだろう、居い心ごこ地ちが悪そうにそわそわしている。

「──んー」

　何か、話題を見つけなければ。でも、生あい憎にくとそんなスキルはない。勢いで何かとんでもない事を口走って過あやまちを犯おかしてしまいそうだ。実際、そんな事をして、足あし払ばらいをかけられた上に、コンニャクを顔面に投げつけられた記き憶おくがつい最近あるのだ。

　でも、このままでは本気で逃げ出しそうな気がする。瑠璃にそんな失礼な真ま似ねはしたくない。だけど、何も……と、ふと無難そうな話題が一つ見つかる。

「……あー、瑠璃、さん？」

「は、はひぃ？」

「いや、あのさ。えーっと、えーっと、──俺の事、どう思う？」

「おふぅ!?」

　文字通り、爆発したように瑠璃が反応した。顔が一気に沸ふつ点てんを超こえて赤くなり、その場から勢いよく飛び退すさったのだ。

　不動も自らの失言に気付いて、手を前に突つき出して、ぶんぶんと首と一いつ緒しよに振ふる。

「違ちがくて違くて、あれ、あれだ！　俺！　なんか感情が戻ったーって言われてるけど、どう思ってるかと思ってさ。……なんか、俺、慣れなくて。変かなーって、ちょっと不安に思って……」

　これは、正直な気持ちだ。

　伊邪那美に感情を与あたえられてからというもの、何かおかしいのだ。前までは簡単に制せい御ぎよできていた気持ちが、全然、扱あつかえなくなってしまって、まるで自分が自分ではないような気がしてならないのだ。

「えっと……」

　きょとんとした瑠璃は、不安そうな不動を見ると、小首を傾かしげて微笑ほほえみを浮うかべる。

「大丈夫ですよ。確かに、ヒナさんに対して奇き声せいを上げた時はどうしようかと思いましたが……」

「…………」

　確かにあの時、引いていたのは分かっていた。

「でも」と瑠璃は首を横に振る。

「人間みがあって、今の不動くんの方が────あの、す、好きですよ」

「あ、ありがと」

　また、顔が熱くなってくる。でも、さっきよりはマシだ。

「そ、それになんか……あの、可愛かわいいですし」

「…………可愛いって。いや、男に、それは」

　なんだか嬉うれしくない。できれば、格好いいと言われたい気がする。

　瑠璃がなんだか残念そうな表情を浮かべる。

「ダメですか？　恥じらう不動くん、すごく新しん鮮せんで可愛らしいと思ってしまったんですが」

　やっぱり嬉しくない。

　その表情が顔に出てしまったのだろう、瑠璃が不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「むー褒ほめたのに、贅ぜい沢たくすぎると思いますっ。大体、不動くんはわたくしの事、可愛いって、あんまり言ってくれないじゃないですか。前の一回だけで。それなのに……」

「いや、瑠璃さんは『綺き麗れい』だと思うけど」

　可愛いとは少し違う気がするのだ。確かに可愛いが、綺麗の方が彼女に合っている言葉だと思うから。

「それも、嬉しい事は嬉しいんです。…………ええ。とっても」

　瑠璃は肩かたの力を抜ぬいて、歩み寄ってきた。そして、そのまま不動の胸にぽすりと頭を預ける。

「る、瑠璃さん!?」

「……このまま、話を聞いてください」

　落ち着いた口調。いつもの彼女なら、こんな状じよう況きよう下では慌あわてているはずなのに。立場が逆転してしまったかのように錯さつ覚かくする。

「不動くん。わたくしの家系──千せん子じ家の事はどこまで知っていますか？　悪い事も含ふくめて」

「え？……んと、武纏を開発して、……鬼おにを駆く逐ちくした事、かな？」

「はい。わたくしの家系は、鬼という存在を歴史の隅すみに追いやりました。外の世界や都市に住み着く者もいますが、ほとんどが行動を制限されています」

「…………」

　鬼はこの都市にも暮らしているが、存在を疎うとまれている。武纏を使わず異能を使える彼らは、一いつ般ぱん人には恐きよう怖ふの対象でしかないのだ。殺されるかもしれない、そうでなくても異能で心や身体からだの内部を狂くるわされるかもしれない、と。

　そうして、鬼は嫌きらわれ、人の目に届かない場所に隔かく離りされている。

「わたくしの家系がそうなるように、仕向けたとも言えます」

「いや……でも……！　もし、そのままだったら、もっと酷ひどい事になっていたかもしれないだろ！」

　鬼と人間の戦争すらあり得たかもしれない。でも、初代千子村正が武纏を実用化し、鬼を圧あつ倒とうした事により、それは回かい避ひできたのだ。

「確かにそうかもしれません。でも、わたくし達は忘れてはいけないんです。己おのれの為なした事は正義ではないと、いつかは己の身に返ってくると『覚かく悟ご』しなければなりません。それが我が家訓の一つでもあります」

「…………」

『覚悟』を決めろ。村正に教え込まれた事の一つ。自身の為す事で、返ってくる災わざわいがある事を理解しろ。そして、それが全すべてを失くす可能性がある事を知れ。己は正義ではない。それを、理解しなければならない。そう、言われた。

「不動くん。わたくし達、──兄とわたくしを見て、普通の人とは違うとは思いますよね？　もちろん、見た目の事です」

「うん」

　不動の顔のすぐ下にある、白はく髪はつ。でも色が抜け落ちたものではなく、初めからそうであったかのような綺麗な純白。そして、俯うつむいているため見えないが瑠璃の瞳ひとみは黄金こがね色をしている。

「この髪かみと目、実は初めからこうだった訳ではないんですよ？　生まれた時は、兄とわたくしは、普通に黒くろ髪かみで、茶もしくは黒の瞳をしていました」

「……そうなのか？」

　不動は瑠璃を驚おどろいたような顔で見つめてしまう。

　そんな事、初めて聞いた。

「これは呪のろいなんです。鬼から受けた。……遺伝子を操作できる異能を持った鬼は、初代村正に呪いをかけました。霊れい力りよくを使った者は皆みんな、異質な姿へとなる呪いを」

　瑠璃は一いつ旦たん、言葉を切り、ため息をついた。

「この呪いは迫はく害がいされた鬼の憎にくしみです。後世に子を生なす事ができない呪いではなく、受け継つがれ、『同じく迫害される苦しみを受ける事を目的とした呪い』」

　男は悪人のような顔と鬼のような赤目を。女は白髪になり黄金色の瞳を、と瑠璃が呟く。

「意外に、本来の姿から変わってしまうのって、きついですよ？　話は聞かされて、母の事も見ていたから、分かっていましたが、自分の髪の毛の色と瞳の色が変わった時、本当に怖こわかったです……」

　ぶるり、と瑠璃が小さく身を震ふるわせる。

「それに鬼の目もく論ろみ通り、『迫害』されました。……一日で姿が急変したわたくしを友達はとても気味悪がりました」

「…………」

　想像できる。一日で友達が、そんな姿に変わったら怖いと思う。子供なら、なおさらそう思うはずだ。……慣れるまで時間がかかるだろうし、その間に苛いじめられる可能性がある。もしかしたら、子供の頃ころの瑠璃はそんな体験をしていたのかもしれない。

「あの時は辛つらかったです。怖くて、人と会うのが嫌になりました。姿をみられるのが嫌になりました。家に閉じこもる時間が増えて。……まあ、引きこもりがちだったのが幸いして、十年前の事件に巻き込まれずに済んだのですが。でも、そのせいであの子達とは……」

　そこで言葉を切る瑠璃。彼女の友達がどうなったのかは、訊きかない方がいいのだろう。

「鍛人に憧あこがれていましたが、もうなりたくないとさえ思っていたんです。でも……」

　瑠璃はそこで顔を上げた。泣きそうになりながらも、彼女は笑えみを浮かべる。

「不動くんに出会ったんです」

「俺に？」

「はい。不動くんと初めて会った時、あの、ろ、廊ろう下かで会いましたよね？」

「ん？　そうだっけか？　あっ、確か、トイレから戻もどってくる時で──」

「はい」

「…………」

　口を閉じよう、うん。瑠璃が恥はずかしがっている。というか、トイレの前でのすれ違いが初めての出会いってなんか嫌だ。

「そ、その時、慌てて逃にげ出そうとしたわたくしに、不動くん、言ってくれたんです。──『綺麗だ』って」

「……うん。思い出した」

　あの時はそのまんまの気持ちを吐はき出したのだ。まるで白しら百ゆ合りのような美しさを誇ほこっていた彼女を見て、つい口に出してしまった。

　瑠璃は、口元を緩ゆるませる。

「嬉しかったです、とても。冗じよう談だんではない、真しん剣けんな顔で言ってくれたので。もちろん初めは信じきれませんでしたが、会うとよく、言ってくれましたよね？」

「ほとんど挨あい拶さつ的な感じになってた記き憶おくが……」

　今思うと恥ずかしいが、瑠璃を見ては必ず言っていたような気がする。それでいつ頃ごろからか、普ふ通つうに話すようになって、鼻血も噴ふくようになった記憶がある。

「不動くんと話すようになって、自分に自信が持てました。その頃に兄から、不動くん専属の鍛人にならないか、と言われて、すぐに承しよう諾だくしました」

「それは嬉しいな。瑠璃さんみたいに小さい頃から頑がん張ばってる人に認められるなんて」

　そう言うと、瑠璃が何な故ぜかクスクスと可お笑かしそうに笑った。

「それは逆ですよ、不動くん」

「逆？」

「不動くんと組むと分かったからこそ、貴方あなたに認められたいと思ったからこそ、鍛人として頑張ろうと思ったんです。自身の目的に必死で取り組む貴方に憧れていたんです」

「……そうなんだ。俺は瑠璃さんに憧れて、失礼のないように頑張らなきゃって思ってたんだけど」

「そう、だったんですか」

　不動がそう口にすると、二人は顔を見合わせて、笑いあった。

「……変ですね。お互たがいが認めていたなんて。なのに、気付かないなんて」

「確かにな」

　これほど瑠璃とは近いのに、不思議と落ち着いていた。なんだか、今、とても嬉しい気持ちになっている。

　瑠璃は、不動から一歩離はなれる。何か決心をつけたような顔をしている。でも、いつものように恥ずかしがっていない。

「いいですか、不動くん」

「うん」

　こくり、と頷うなずくと瑠璃は息を吸い込み、吐き出した。そして……。




「わたくしは、不動くんの事が異性として大好きです」




　そう告白してくれた。

　不動は微笑ほほえみを浮うかべて、頷く。

「ありがとう、そう言ってもらえて嬉しいよ」

「はい、そう返してもらえてとても嬉しいです。……なんだかすんなり言えちゃいましたね」

　今までの緊張は一体なんだったのか、と瑠璃は苦く笑しようする。

「えっと、俺は返事をすればいいのかな？」

「いいえ、まだ大だい丈じよう夫ぶです。その返事は、満み月つきちゃんが戻ってからですね」

「ん？　え？　み、満月も？」

「さあ、どうでしょう」

　しれ、と悪戯いたずらっぽく視線を逸そらす瑠璃。

　ううむ、と不動は唸うなってしまう。これではなんだかハーレムみたいではないか。主人公とはあまりにも程ほど遠い自分がそんな状態になるなんて、おかしい事この上ない。

「……まあ、いいか。なら、全部終わらせてから、だな」

「その方が良さそうですね。でも、すぐに答えを出さなくてもいいですよ？　そこからは女の子同士、不動くんを奪うばい合いたいと思いますから」

「……嬉うれしがればいいのかな、これは」

　帰ってきたら、何とも悩なやましい状態になりそうだ。

　不動が困っていると、そんな彼を見て瑠璃は口元を緩ませ、嬉しそうな顔をする。

「それでは行ってらっしゃい、不動くん。お気をつけて」

「うん。それじゃあ行ってくるよ、瑠璃さん」

　そう言って、不動は瑠璃がいる研究室から立ち去って行く。

　全てを取り返し、終わらせるために。また、新たな物を手に入れるために。
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　輸送機に乗り、伊弉諾イザナギに守られ、外に出てから数時間が経過した。

　輸送機は広かったが、人が乗り込む事を考えられていないためか、居い心ごこ地ちは中々悪かった。それに不ふ動どうとしては自分で飛ぶ事が主だったため、他人の操縦で乗せられているという感覚がなんだか少し気持ち悪かった。

　だから、気を紛まぎらわせるために、輸送機内部に意識を集中していた。

　掘くつ削さくなどに特化した武纏フオロや護浄アルニシの恩おん恵けいのため、有効な資源を多く積み込めるような内装になっていた。鉱物などの資源の精製、冶や金きんなどをここで行えるようになっている。新しくなるという事でほとんどの設備は取り除かれていたが、その名残なごりが壁へき面めんにいくつかあった。

「つーか、先生って外で採さい掘くつとかやってたのかよ」

　急ごしらえの椅い子すに座っているのが辛くなったのか、あちらこちら歩き回っていた翔しよう真まは、最終的に操縦席の里り枝えの方へ行っていた。

「まあな。危険だが、外に関する仕事はよく稼かせげる。そのためにこうして操縦士の資格も取った訳なんだがな。まあ、初めは普通に採掘する作業員だったがそれでも稼げる」

「なんだ、先生、金のためかよ」

「当たり前だ。大学に通うために出来るだけ稼げる仕事がしたかったからな。……親とは絶ぜつ縁えん状態だったからな」

　どことなくバツの悪そうな声こわ色いろになる里枝。

　弱みだと思ったのだろう、翔真がにやにやする。

「どうしたんだ、先生。ぷぷーもしかして意外に良いとこのお嬢じようさんで、ドレスとか着て──」

「黙だまれ」

「おわぁ!?」

　突とつ然ぜんの銃じゆう声せい。里枝が撃うった。翔真を。しかも顔面狙ねらい。

　間か一いつ髪ぱつ避よけた翔真は、今ちょうど弾だん丸がんが通過して行った空間を見つめる。硝しよう煙えんの臭においと煙けむりが生々しい。

「何すんだ、殺す気かよ！」

「お前なら避けると信じていた。だから躊躇ためらいなく撃った」

　明らかに棒読みでそんな事を言う里枝。

　しゅば、とヒナが手を挙げる。

「せんせー！　跳ちよう弾だんが危ないと思いまーす」

「避けた翔真に文句を言え。肉にめり込めばそんな危険はない」

「当てる気満々だったんじゃねえかよ！」

　半べそになりながら、翔真は叫さけんだが、里枝は完全無視を決め込む。

　まあ、今のはたぶん翔真が悪いだろう。里枝にだって、人に知られたくない過去の一つや二つあるはずだ。……それに、あの狼おおかみみたいな人がドレス着てる姿って想像できない、というかしてはいけない気がする。

　ふー、と里枝が息を吐き出す。

「そんな事より、今回の件で面おも白しろい事が分かったな。……たとえば宇う美み。お前の仲間の事とかな」

「何かしら」

　操縦席で、里枝の隣となりに座る宇美はいつもの虎とらの着ぐるみを身に着けて（応急処置でお腹なかに当て布がされている）、淡たん々たんとそう答えた。ちなみに宇美は戦せん闘とうは行わず、輸送機の動力源としてここにいる。

「外に掘削作業行くとき、いつもやけに霊れい力りよくの生成量が高い奴やつが乗り込む事があったが、きっとそいつらも『伊イ邪ザ那ナ美ミの子』なんだろう。長時間のフライトでもお前みたいに全然応こたえる様子を見せなかったからな」

「たぶんそうだと思うわよ。そういう都市での重要な場面で私達は使われているから。実は停電時の対策でも場合によっては私達が使われる事もあるわ」

「……マジか、初めて聞いた。電池扱あつかいとか酷ひどいな」

　不動は宇美から話された都市の裏事情に多少げんなりしてしまう。

　もしかしたら、詳くわしく訊きけば身近な所でもっと宇美と同じような人間が使われている話があるかもしれない。そうだった場合若じやつ干かん、自分に嫌けん悪お感かんを抱いだいてしまう。

　宇美は後ろを振ふり向かず、肩かたを竦すくめる。

「別にそうでもないわよ。私みたいに十二支になるか、ヒナみたいに天巡アグリを宿さないと人前には出られないけれど、三食ちゃんと食事を摂とらせてくれるし、眠ねむらせてくれるわ」

　実験動物にされる事も稀まれ、と宇美は皮肉げに付け足す。

「こういう風に霊力を生成する事に関しては、まったく苦痛ではないわね」

「うん、そだねー。天巡の力も普ふ通つうの人なら、すぐに霊力枯こ渇かつして死んじゃうらしいけど、普通にポンポン使えるし。ていうか、持ってるだけでも消費やばいらしいし」

「……おい、不動。やべえ。ここにはひ弱なのは男しかいないんじゃね？」

　俺、場ば違ちがいなんじゃないか、という不安そうな顔をして不動を見つめる翔真。

「…………かもな」

　正確にはひ弱なのは不動しかいない、だろう。刀の護浄だけ（しかも異能は『異能無力化』だったはず）で禍ファン獣タズマを斬きり殺す奴をひ弱とは言えない。

　と、楽しげに話す不動らに里枝が声をかける。

「おい、ところでお前ら。もうすぐ目的地に着くが、準備は出来てるのか？」

「一応は。……先生、そういえば旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう周辺には、禍獣が大量にいるらしいですけど、先生は見た事ありますか？」

　旧環境制御塔に天巡があるというのが噂うわさだけで、実際に確かめられていないのは、禍獣が原因だ。何な故ぜか、制御塔周辺に多数の禍獣が群れを成しているらしく、近づく事が出来ないのだという。

　不動の問いかけに、里枝は過去を探さぐるように一いつ瞬しゆんだけ視線を動かす。

「資源調達の際、近くを通ったな。……でかい塔の周りを飛んでいる奴や巻き付いている奴、地上で無数に蠢うごめいている奴、数えきれないくらいいた記き憶おくがある」

「うげえ、そんな中にどうやって入るんってんだよ。つか、なんだっけ、えーっと、伊邪那美？　は、どうやってそこ通過したんだ？　不死身なんだっけか？　なら食われながらとかか？　でも、新にい嘗なめとか明めい花かちゃんも一いつ緒しよなんだろ？」

「そういえば、そうだな」

　翔真の疑問に、不動も不思議に思って首を傾かしげると、「えと」とヒナが答えてくれた。

「待ち時間の間に調べたら、伊邪那美、一度、都市内の禍獣を研究している施し設せつに行って、そこの口内保育できる生き物に白ビヤク檀ダンを寄生させて、外に向かったらしいよ」

　ヒナの説明にさらに不動は首を傾げる。

「……口内保育？」

「うん、口の中に卵とか子供とか入れて育てる保育方法。そういう生き物がいてね、禍獣になるとステルスとか持ってたりするから、研究対象にされてたみたい」

「って事は、伊邪那美はなんかの生き物の口ん中入りながら行ったのかよ？……生なま臭ぐさい事になりそうだな、おい」

　嫌いやそうな顔で言う翔真にヒナは苦く笑しようする。

「でも、有効だと思うよ。都市の中なら、被ひ害がいを及およぼさずに逃にげるだけの禍獣なら見み逃のがされる可能性が高いし、外なら察知されないで済む。それなら、そのまま制御塔の中に入れるだろうし」

「伊邪那美が今回、制御塔を破は壊かいしたのは、そういう意味合いもあるのか？」

「かもね。前回を予行演習って言ってたし、結構前から考えていたんじゃないかな」

　伊邪那美の事を思ってか、ヒナが険悪な表情を見せる。

「で、そこを通過する訳だが、生あい憎にくとこれは戦闘用じゃない。どうする？」

　負のオーラを感じ取ったのか、里枝は話題転てん換かんするように不動に声をかける。

「……制御塔には俺とヒナが行ければいいんで、近くになったら降ろしてください。たぶん、俺の方が機動力があるし」

「そうか。なら、それでいいか。だが、さすがに全すべての禍獣から逃げるのは難しいだろ。おい、翔真。お前、外出て、少し注意を引け」

「いやいやいやいや無理言うんじゃねえよ！　なんかお使いみたいな軽い調子で言ってるけどよ、一、二体ならともかく数えきれないぐらいなんて無理だっつーの！」

　翔真は逃げるように全速力で後あと退ずさる。気持ちは分かる。さすがに里枝は無む茶ちやを言い過ぎだ。

「安心しろ。この輸送機には人員回収システムがあってだな、指定した人間を輸送機に瞬しゆん時じにワープする事ができる、……らしい」

「使った事ねえのかよ！　つか、そこの着ぐるみ着てるのでいいんじゃねえの!?　俺よりつええらしいし、十二支なんだろ!?」

　ずびし、と翔真は里枝の隣に座る宇美を指さす。

　すると、宇美はくるりと翔真に振り返り、無表情のまま両手を高々と掲かかげた。

「にゃー」

「いきなりなんだ!?　ぶっ飛ばすぞ、てめえ！」

　刀を引き抜ぬいて、うがああ、と翔真は怒いかりを露あらわにする。

　と、馬ば鹿かにするような行動を取っていた宇美は、ため息をつき、首を横に振る。

「残念ながら、私は無理よ。『虎ノ威い』は万ばん全ぜんじゃないし、これでも手術して間もないのよ。それに代わりに私が行く事になった場合、貴方あなたがシステムを起動させることになるけれど──輸送機もそうだけれど、『伊邪那美の子』を使う事を前提にしているかもしれないわよ」

「つまり？」

「私をここに送るそのためだけに、貴方は死ぬ可能性があるのよ」

「マ・ジ・か・よ！　俺に道はねえのか！　つーか、帰りてえ！　なんで、俺、こんなとこにいるんだよ！　ついてけねえよ！」

　ちゃんとした説明を受けたのは、輸送機が飛び立ってしばらく経たってからだった可か哀わい想そうな翔真。里枝に無む理り矢や理り引き連れられ、訳も分からぬうちに、ここまで来てしまったのだそうだ。

　ううー、と頭を抱かかえる翔真がとてつもなく哀あわれになってくる。

「悪い、翔真。本当に。無理、しなくてもいいからな」

「いや、明花ちゃんや新嘗が攫さらわれてるなら、仕方ねえだろ。あー、でも、けど……」

「……翔真」

　そこまで悩なやんでくれるのが正直嬉うれしかった。こんな命いのち懸がけの事、本来なら絶対に悩む間もなく、ノーと言うはずなのだから。良い幼おさな馴な染じみだ、と改めて思い知る。

　だからこそ、彼に無理をさせる訳にはいかない。そう思っていたのだが。

「おい、不動！　明花ちゃん助けたら、結けつ婚こん──」

「先生、ハッチ開けてください。落とします」

「分かった」

　後部ハッチが大きく口を開ける。不動は翔真の襟えり首くびを摑つかんで、ずるずると引きずって行く。地じ獄ごくの入り口がいきなり開き、そこから投げ捨てられそうになった翔真は「あああああああ！」と、この世のものとは思えない悲鳴を上げる。

　不動は彼に哀あい愁しゆうのこもった目を向ける。

「俺達、親友だよな。……だから、それを永遠にするために……逝いこうか」

「待て待て待て待て！　なんでお前ヤンデレチックになってんだ！　いいじゃねえか、いいじゃねえか！　つか、何気に俺、明花ちゃんに好かれてたんだぜ!?」

「あ？　何、妄もう言げん吐はいてんだよ。どこでいつ、その勘かん違ちがいをするに至った」

　殺人を犯おかす一歩手前の荒あれた目で翔真を見下ろす不動。そこには数秒前に抱いていた感謝の念は完全になかった。

　翔真は何故か、ぽっと頰ほおを赤らめて恥はずかしげに視線を逸そらす。

「い、いやよ、今日の事なんだがな、俺のために作ってくれてる武纏の調整あるからって呼び出されて、その、なんだ、キスされそうになってよ……」

「あっ、その時のめーか、たぶん伊邪那美に操あやつられてたよ。ていうか、今気付いたけど、何気に危ないよね、しょうまんって。寄生の可能性、滅め茶ちや苦く茶ちやあるよ」

「やっぱ捨てるか、この危険物。…………しかも、明花のファーストキス奪うばいやがって」

　ヒナの推測に、不動の殺意が最高潮になる。もはやゴミ以下の物を見る目で親友の幼馴染を見つめる。

　さらに地獄の口へと近づいた翔真は、ぶるぶると首を振る。

「待て、待ってくれ！　してねえ！　キスしてねえって！　結局、逃げたんだよ、俺は！」

　翔真の必死の叫さけびに宇美が、無表情のまま、ぷぷーと口元に手を当てる。

「まさかのヘタレね」

「うるせえ、着ぐるみ！　マジビビったんだぜ、こっちは！」

「……つまり？　キス、してないんだな？」

「してねえよ！　する訳ねえだろ！」

　不動の詰きつ問もんに翔真は全力で頷うなずく。噓うそを言っているようには見えない。というか、翔真の実力ならば、内部寄生されていた場合、ここで確実に応戦できていたはずだ。こんなへっぴり腰ごしになるなんてあり得ない。

　不動は息を吐はき出し、翔真を離はなそうとした──。




「手、取られて不ふ可か抗こう力りよくで胸触さわっちまったぐら────あ」




　ぐい、と不動は翔真を片手で持ち上げ、笑えみを浮うかべる。

「──なあ、ヒナ」

「なんだいよ」

「もう行くぞ。片かた腕うでに摑まれ。──『己おのが炎ほのおに正せい邪じやは非あらず』」

「おっけー」

　やっほー、とヒナは意い気き揚よう々ようと霊れい装そうした不動の片腕に摑まった。

　嬉しそうに自ら望んで彼に摑まるヒナと──反対側の手には恐きよう怖ふにがたがたと震ふるえる翔真という不思議な構図が出来上がった。

「それじゃあ先生、宇美、行ってくる」

「ええ。……絶対に、妹と相棒を救うのよ」

「ああ、行ってこい。生きて戻もどってこいよ」

　不動は二人の言葉に力強く頷く。

「はい、必ず。じゃあ」

「行ってくるねー」

「待ってくれええええええええええええええええ！」

　不動は環かん境きようが狂くるいに狂った世界へと飛び出した。

　そんな彼ら──特に叫び声を上げていた翔真を見ていた宇美はぽつりと呟つぶやく。

「馬鹿ね」

　小首を傾げ、宇美は特に気にする様子もなく、自らの役目に集中するのであった。







　空を翔ける不動。武纏の効果によって狭せまい範はん囲い内の環境は、生物が生きやすいように変えられる。……けれど、広い範囲内は狂ったままだ。突とつ然ぜんの暴風により、土つち埃ぼこりが舞まい上がったり、霧きりが発生したと思ったら、世界が音を立てて凍こおりつく。これらの変化が至る所で絶えず起こっているのだ。

　星雲石ネビユラの加護がなければ飛行物体は簡単に墜つい落らくしてしまうだろう。それに視界が安定しないため、飛ぶのには相当な注意が必要になるだろう。

「勢いで連れてきたけど、翔真、準備は出来てるよな」

「一応はな。こうなる事はなんとなく予想してたぜ」

　ひぐひぐと泣きながら、翔真は答える。

「怖こわいなら別に今すぐ戻れるけど……」

　一度、世界が広こう範はん囲いで快晴になった時（その際、大地が砂さ漠ばくと化したが）、遠くに見えた旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうには、里枝が言った通り、無数の禍獣が蠢いていた。普ふ通つうは捕ほ食しよくし合うはずなのだが、何な故ぜか、塔を守るように定位置につき、互たがいに一いつ切さい干かん渉しようしようとしない。

「別にいいぜ、もう。やりゃあ、いいんだろ。……『覚かく悟ご』決めてやるよ」

　ふー、と翔真が息を吐き出し、真しん剣けんな表情になる。不動に摑まれながら、彼は二本の刀を抜き放ち、構えた。

「その刀でどこまでやれる？」

「期待すんな。せいぜい、多くて三、四匹ひきだ。で、だ。俺を投下する際はいつでもいいが、出来れば『避よけきれない奴やつに俺をぶち当てろ』」

「……いいんだな？」

　不動がそう問うと、翔真が口の端はしを歪ゆがませて笑う。

「遠えん慮りよすんな。どうせ危なくなったら、向こうが回収してくれんだ。こええが、あんまり心配してねえよ。先生のあれは、どうせ冗じよう談だんだしな」

「分かった。……そうさせてもらう」

　そう言って、不動は遠慮なく旧環境制御塔へと向かう事にした。

　旧環境制御塔が近づいてくる。空高くそびえる一本の白き塔とう、通つう称しよう、『心しんの御み柱はしら』。以前は世界の環境を統すべていた場所であり、今はすべてを狂わせている元げん凶きよう。

　そこには魑ち魅み魍もう魎りよう──大量の禍獣が集たかっていた。以前、都市を襲おそった十メートルはある土つち蜘ぐ蛛もよりも大きな個体がいる。小さい物もいるが、群体を築き、まるで一いつ匹ぴきの生物のように振ふる舞っている。そんな化け物がたむろしているのだ。

「準備はいいか────来るぞ！」

　甲かん高だかい鳴き声と共に、突とつ如じよ、青白い閃せん光こうが真上よりいくつも降り注いでくる。

　雷かみなりだ。だが、環境異常によるものではなく、異能の力によるもの。

　その力を発揮したのは、三メートルはあるであろう、巨きよ大だいな鳥。

　蝙蝠こうもりの羽を持ち、ワニのような頭をした奇き妙みような生き物だ。

「サンダーバード！」

「まんまの名前だな……！」

　雷の雨をかいくぐり、不動は一気に高度を落とす。突とつ撃げきするのは、制御塔の出入り口。だが、一階の正面入り口は、禍獣によって塞ふさがれている。まずは、あそこから引き剝はがさなくては。

　サンダーバードに見つかってから、禍獣がぞくぞくとこちらに殺さつ到とうしてくる。

「はっ！　俺に好都合の場面だ！──火か界かい咒しゆ！」

　大たい剣けんを突つきつけ、高熱の衝しよう撃げき波はを群れにぶち当てた。荒れ狂う熱の嵐あらしに、焼かれながら何匹もの禍獣が吹ふき飛ばされる。

　だが、すぐさまその穴を埋うめるように、違ちがう禍獣が現れる。

　キリがない。

「一気に行くぞ！」

「ダメ、フドー！　上がって！　下、──リヴァイアサン！」

「！」

　ヒナの声に、とっさに上じよう昇しようする。

　瞬しゆん間かん、がちんと足の裏のノズルを掠かすめるように、巨大な口が嚙かみ合わさった。

「おいおいおいおい！　なんだありゃあ！　でかすぎだろうが！」

　翔真が叫ぶ通り、その生き物は明らかに制御塔に迫せまるくらいの大きさを誇ほこっている。その生き物は、長い蛇へびのような胴どう体たいを土の中から突き出している。

「あれは、リヴァイアサン！　巨大な魚型の禍獣！　異能は地上を泳ぐだけの能力だけど、正直、それ以外いらない！　大きいから！」

「食えば終わりだもんな！」

　リヴァイアサンはそのまま、ずるずると地上に戻っていく。大きさ故ゆえに小回りなども利きかず、魚だからだろう、長時間地中にいないと生きていられないようだ。

　不動はその隙すきにまた、一気に地上の入り口に向かう。

　と、その瞬間──。

「──!?」

　キライ──きらい──キライ──。にんげん、──イヤ。

　何故か、突然、身体からだが傾かしぐ。身体と意識が繫つながらなくなってしまう。

「どうしたの!?　フドー前だよ！」

「くっ！」

　制御塔の壁かべに、下半身が蛇で上半身が目のない猿さるの生物が張り付いている。そいつが飛びかかってくる。

　──避けきれない……！

「アホタレ！」

　翔真が不動の手を振り払はらい、目の前の禍獣に飛びかかる。

　身を回転させた翔真は、空中であるというのに、そのまま首を綺き麗れいに切り飛ばした。さらに、不動の方に死体が向かわないように、彼は猿の胴体を摑つかみ──墜落してしまう。

「翔真！」

「来るんじゃねえよ、馬ば鹿か野や郎ろうが！」

　とっさに追いかけようとするが、翔真の怒ど声せいが響ひびき渡わたる。

「死ぬか、ボケ！　ちゃんと考えてるっつーの！」

　そう言ったと同時に、彼はちょうど真下にいた鳥類系の禍獣の背に着地した。同時に刀で翼つばさを片方切り落とし、飛行不可能にする。

「俺は囮おとりだろうが！　調子が戻ったならさっさと行けや、シスコン！」

　ゆっくりと墜落しながら、中指を立てて挑ちよう発はつしてくる翔真。

「……悪い……！」

　不動は歯を食いしばりながら、一気に制御塔の入り口へと向かう。今や禍獣はばらけており、突とつ破ぱする事ができそうだ。

「全速力で行くぞ、ヒナ！」

「おっけー！　止まる気ゼロでだいじょーぶ！　私が止めてあげるから！」

「頼たのむぞ！」

　ヒナの言葉を信じ、不動は遠慮なく全速力で入り口に突っ込む。

　強化ガラスだったのだろうが、不動の推進力に耐たえる事ができず、盛大に枠わくごと弾はじき飛ばし、制御塔内部に侵しん入にゆうする。

「『衝しよう撃げきゼロ』！」

　ノズルの火を消した瞬間、青白い膜まくが二人を包み込む。そのままダイレクトに転げまわるが、痛みは感じず、どちらも怪け我がを負わずに済んだ。

　ヒナを腕うでの中に庇かばっていた不動は、間近で彼女の笑顔を見る。

「にひひー、うーみんの力っぽいの使ってみたー。なんか友情的な感じでいいよね、こういうの」

「……まあな」

　笑い返しつつ、頭を撫なでる。すると、ヒナは嬉うれしそうに目を細めて、為なされるがままになっていた。

　ゆっくりと立ち上がり、後ろを振り向く。どうやら禍獣は内部には侵入できないらしい。すでにこちらには興味を失ったようで、外の──きっと翔真に向かって吠ほえている。

「やばっ、翔真は!?」

「ええっと、ちょっと待ってて！　あの輸送機の周波数、周波数っと」

　ヒナが錫しやく杖じようを立てながら、しばらく黙だまりこむ。

「…………うん、そう。分かった。フドー。しょうまん、無事に帰投できたって」

「……本当か！……あー、良かった……」

　輸送機から出る前に、何気なく死亡フラグを立てかけてたから（実際に不動は殺しかけた）、不安だったのだ。それに色々と死にそうな感じがしたのだ、翔真は。

　不動は安あん堵どして、ヒナを見やる。

「よし、じゃあ、行くか。上、行けばいいんだよな」

「うん。重要な機関って大たい抵てい、一番上とか最下層とかにあると思うし。都市の制御塔も上の方にあったし、たぶんここも一いつ緒しよだと思うよ」
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「なら、向かうか」

　不動はがらんとした通路をヒナと共に歩いていく。







　旧環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう──心しんの御み柱はしらの内部は、荒あれ果てており、古びた机や椅い子すが散乱している。埃ほこりの積もった前時代の機材が悲しげに鎮ちん座ざしていた。

　それ以外は本当に何もない。何かの死し骸がいも、生き物──禍獣すら。『居た』という気配すらないのだ。

　階を重ねて行くが、どこも同じようなものだった。

「なんか、想像してたのより空むなしい場所だね」

「だな。九く頭ず龍りゆうの人間が待ち構えている訳でもないし」

　伊邪那美以外にもいるはずだろうが、きっといたとしても数人程度なのだろう。

　かつん、かつん、と足音を響かせながら上へと向かう。そして、難なく不動らは最上階へとたどり着いた。

　廊ろう下かは、中々広い。それぞれの部屋が大きく間取りされているためだろうか。

　そして、そのとある部屋に通じる通路に──、

「満み月つき！」

　小こ柄がらな少女、新嘗満月がいた。

　駆かけ寄りたい衝しよう動どうに駆られたが、自制心で何とか耐える。

　明らかにおかしいのだ。

　彼女は一人だった。

　たった一人で、その場に立っていたのだ。

　他ほかに誰だれもいない。明花も、彼女を攫さらった伊邪那美すらも。しかも、片手にリボルバー式の銃じゆうを持って。

「みっきーは寄生させられている恐おそれがあるよ」

「分かってる」

　ヒナの囁ささやきに、不動は満月から目を離はなさず小さく返す。

　だからこそ、満月を押さえ込む必要がある。幸い、満月は護浄を使う程度の霊れい力りよくしか扱あつかえない。だから武纏を持たされた所で問題はない。ヒナと連れん携けいすれば、簡単に取り押さえる事ができるはずだ。

　じり、と不動が踏ふみ込もうとする……だが。

「動かないで」

　そう言って、満月が銃を『自らのこめかみに当てた』。

「な!?」

　満月の予想外の行動に、不動とヒナは固まってしまう。

　満月は二人を見つめながら、口を開く。

「来ちゃダメ。……私を取り押さえないで」

「どういう事だ？」

「これは夜よ見みの策略。……二人に精神的なダメージを与あたえるための」

　苦しそうな顔になる満月。銃を持つ手が震ふるえている。トリガーに指がしっかりとかかっている。

「この銃は、一定時間後に指定した部位に弾たまを撃うち込む銃。……明花が指定されてる」

「は……？」

「この銃は何も貫つらぬかない、という事はできない。銃じゆう弾だんは何かを貫き『何かを殺さない限り』、必ず明花に当たる」

「なんだそれ！　なら、その銃を壊こわせばいいだろうが！」

　不動は焦あせりを覚えて叫さけぶが、満月は非情にも淡たん々たんと首を横に振ふる。

「……できない。ここにある弾はあくまで合図代わり。銃弾は別に対象者にすでにセットされてて、能力を無理に解除しても発射される。ここで撃てば、ここで発射されるけど『指定された存在に向けられた銃弾』はここでは絶対に止められない」

　だから、と満月が震えながら呟つぶやく。

「夜見は明花を助けたければ、自分の頭に撃てって言った。弾数は関係ない。死ねば終わるけど、死ななければ意味がない。だから死ぬように撃てって」

「……！」

　不動は、ぎり、と歯を嚙みしめ、暴走してしまうのを必死に抑おさえる。ここで暴れてもどうしようもない。

　最悪の状じよう況きようだ。

　満月が生きれば、明花が死ぬ。満月が死ねば、明花が生きる。これはそういうルール。絶対に変えられない。そして選ばなければ、確実に明花は死ぬ。

「……ここで哲てつ学がくの問プロブ題レムボ箱ツクス。……伊邪那美がやりそうな事だね」

　ヒナが嫌けん悪おで表情を歪ゆがませる。

「フドーに感情を与えたのはこのためだと思うよ。これならジレンマに陥おちいらせて、選んでも選ばなくても最大限に苦しめる事が出来る」

「……くそっ」

　考えろ、考えろ、今の状況を打破する方法を。

　もし、満月の言っている事が噓うそならば？　銃を奪うばえば済む話だ。そして寄生されているなら解除する。しかし、本当なら、奪っても壊しても結果は明花の『死』。もしかしたら、満月すら対象にされている可能性すらあり、満月も死ぬかもしれない。

　満月が寄生されていた場合、引き金は引けない。白檀の効果により、自害は出来ないから。だが、それに何の意味がある？　銃が本物だった場合これは全く意味がない考え……。

「ヒナ、銃を奪った後、能力の情報を書き換かえる事は？」

「やめた方がいいと思うよ。うーみんの胸に埋うまっていた星雲石と同じタイプかもしれないから。私が少しでも弄いじろうとした瞬しゆん間かんに、発射される可能性がある。あんな銃を作る製作者ならそういう意地悪は絶対すると思う」

「なら……どうすれば……」

　満月は一定時間と言った。なら、時間もない。

　どうすれば……。

「不動、どうして？」

　不動が必死に思考を巡めぐらせていると、満月が小さな声でそう言った。

　見ると彼女は、唇くちびるを引き締しめ、怒おこったような顔をしていた。

「……なんで、言ってくれない？」

「なに……？」

「いつもの不動なら、言ってくれる。『ごめん、明花が大事だ』って。……そうすれば、決心がつけられると思ったのに」

「…………っ」

　確かに以前の自分なら、そう言っていただろう。満月を犠ぎ牲せいにしてでも、明花を助けようとする。少なくとも明花の助かる可能性を少しでも高くしようとしたはず。

　でも、今の自分にできるはずがない。

　満月は、長く重いため息をつく。

「私は不動を守る。だから私は不動の負担になりたくない。だから……」

　満月は微笑ほほえみを浮うかべる。




「さようなら」




「満月！」




　不動は全身の毛が逆立つ嫌いやな気配を覚え、何も考えずに走り出した。

　引き金が絞しぼられる。

　ダメだ、間に合わない。

　どうすればいいのか分からない。

　でも、行かなければ。

　そうしなければ、全すべてが終わってしまう。

　不動は、満月に手を伸のばした。

　だが──。




「……馬ば鹿か」
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　満月が悲しそうな顔をした。

　そして、彼女は『不動に』銃じゆう口こうを突つきつけた。

　瞬間、どぉん、と鈍にぶく轟とどろく音が廊下に鳴り響ひびく。

　ぐちゃ、と何かが弾はじけ飛ぶ。

　不動を止めようと手を伸ばしたヒナの顔に赤黒く、ぐちゃぐちゃとした物体がこびりついた。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたか分からなかった。

　反動で上を向いた不動の顔面がなくなっているのが、どうしてなのか分からなかった。

　大きな音が鳴る度たびに、不動の顔が変な形になっていく意味が分からなかった。

　どしゃ、と鈍い音が鳴る。

　不動の身体からだが床ゆかに叩たたきつけられる音だ。

『不動の肉にく片へんを浴びた』とヒナはようやく気付く。自分の見ている光景が。

　そして、目を見開き、口を大きく開けて──。

「ああ……」

「ああぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁああ！」

　ヒナの声は満月の大きな叫び声に搔かき消される。

　彼女は、銃を持ちながら、目を大きく開き、錯さく乱らんしたように叫ぶ。

　その声にヒナは我に返った。

　瞬しゆん時じに脳のう裏りを過よぎる予想。──寄生が解除された？

　不動を撃った瞬間は絶対に寄生されていたはずだ。だけど、殺したと同時に解除されてしまったのだ。正気に戻もどった満月は己おのれの行いに、狂くるいそうなほど恐きよう怖ふを抱いだいている。

　満月は、しりもちをつくと、泣きわめきながら、自らのこめかみに銃じゆうを突きつける。

「──っ！　みっきー！　『銃だけ吹ふっ飛べ』！」

　すかさずヒナは、満月に錫しやく杖じようを突きつけ、異能を発動。同時に、銃じゆう器きだけが満月の手から吹き飛ばされる。

　すぐにヒナは満月の下もとへ駆かけ寄り、泣き狂う彼女を抱だきしめた。

　暴れる彼女が傷つかないためと、寄生を確かく認にんするため。

　寄生はやはりしていなかった。

　でも、今の様子を見る限り、確実に撃った時までは寄生されていたはずだ。

　きっと銃じゆう声せいが聞こえたと同時に、能力を解除したのだろう。ここで銃弾が発射された意味は、あちらからすれば満月以外の誰だれかを撃った、という事になるのだから。

「……なんで、こんな酷ひどい事を……」

　後ろに不動の死体がある。けれど見る気になれない。頭を吹き飛ばされてしまった──頭？　頭には、不動の星雲石がある。そこでヒナはふと気づいた。

　満月はそれを知っている。内部寄生は宿主の記き憶おくをも使って、操あやつる。つまり、満月は不動を殺したいと思えば、確実に殺せるのだ。

　星雲石の位置を知っているのだから。

　事実、一いつ角かく獣じゆう討とう伐ばつ時に不動を諌いさめようとした満月がそういう脅おどしをしたのだから。

　不動はもう、どんな事があっても生き返らない？

　ヒナは自分の仮説に、ぶるぶると身が震ふるえてきた。もう、後ろを振ふり向く事ができない。動く事すらできない。




「うーん、大成功ー？」




　ヒナの思考が完全に停止し掛かけているところに場ば違ちがいな能天気な声が聞こえてきた。

　前の部屋から、豪ごう奢しやな着物を纏まとった伊邪那美がやってきた。後ろに白スーツを纏った男──巽たつみを従わせながら。

「上う手まく行ったわねー。九く鬼きくんってば、下手に殺しても生き返っちゃうから、こうでもしないと死なないのよねー。私並みに不死なんだもの、困っちゃうわあ」

　本当に困ったように眉まゆを八の字にして、顎あごに指を当てる伊邪那美。

　変わらない。一いつ切さい、彼女は変わらない。

　ヒナの止まりかけていた思考が動き出す。でも、それは黒々とした感情を糧かてとして。

　深い深い憎にくしみが、彼女の心を蝕むしばむ。

「い、ざ、な、みぃいいいいいいいいいいいいい！」

　満月から弾け飛ぶように離はなれると、ヒナは伊邪那美に一直線に向かう。

「あらん、怖こわい」

　大して気にしていない風に、伊邪那美が首を傾かしげ、両手に鉄の杭くいを召しよう喚かんする。

　ヒナは歯を剝むき出しにして、叫さけぶ。

「『弾け飛べ』！　『壊こわれろ』！　『死ね』！　『死ね』！　『死ねえええええ！』」

　ヒナの力を受け、身体が弾け、壊れ、死ぬ。でも、彼女は『生き返る』。どんなに攻こう撃げきしても、一切合切受けつけながら、全てのダメージをゼロにして再生してしまう。

　そうして何も考えずに力を使い過ぎたために、伊邪那美の下へ辿たどりつく前に錫杖のバッテリーが切れてしまう。でも、ヒナは伊邪那美に向かって走る。錫杖の刃やいばを突き立てるために。

　意味などない。殺せないとしても、どうでもいい。

　この憎しみを叩きつけられるなら、なんでもいい。

　ああ、でも確かに殺したい。あれを。あのクズを。

「うがぁあああああああああああああ！」

　ぐしゃ、と伊邪那美の胸に深々と錫杖の刃が突き刺ささる。

　伊邪那美は避よけようとしなかった。

　相変わらず微笑みを浮かべたまま、両りよう腕うでを左右に広げ、受け入れて──ヒナに向かって杭を叩き付ける。

　ぐさっ、と深々と身体に突き刺さる鉄の杭。──強きよう烈れつな痛み。

「……む、だぁ……！」

「そうよねん。だ・か・ら、グーパーンチ」

「ぐあっ！」

　思い切り、伊邪那美の右フックを顔面に食くらう。あまりにも強い力にヒナは吹っ飛ばされ、通路の壁かべに叩きつけられる。

　無様に転がりながら、ヒナは呻うめく。頭を思い切り揺ゆらされたためか、立ち上がる事ができない。

　そんなヒナを微笑みながら見つめると、伊邪那美は満月の方を向く。

「不動、フドウ、ふどうぅ……！」

　満月は錯乱してしまっているのだろう、散らばった不動の破片を集めて、口のない口に人工呼吸をして、心臓マッサージを繰くり返す。血と肉に塗まみれようとも、やめようとはしない。

　そんな彼女に歩み寄り、背中に優やさしく抱き着く伊邪那美。

「よくやってくれたわねえ、満月ちゃん。良い仕事だったわよー。やっぱり貴女あなたは九鬼くんを殺すのに最適な人材だったわー」

「や……やぁ！　違ちがう違う違う違う違う違う！　私は私は私は、不動を守る！　守らなきゃ！　違う！　殺してない！　殺してない！　殺してないぃぃ！　違うぅ！　守る！　守らなきゃ！　守らなきゃダメぇえええええええ！」

　あああああああああああ、とバタバタと暴れ出す満月。

　ヒナは拳こぶしをギュッと握にぎりながら、ごりっと床に額を擦こすりつける。

　満月は完全に心を壊された。

　もう、見ていられなかった。

　殺されるより酷い仕打ちだ。なんでこんな事をする。どうしてこんな事ができる。

　恨うらめしい。伊邪那美が。

　これほどまで、たった一つの存在を憎んだ事はなかった。

　ああ、憎たらしい。伊邪那美という存在がどうしようもなく。

「そういうわけでー、満月ちゃんにご褒ほう美びよん」

　まだ何かをするつもりなのだろう、伊邪那美は暴れる満月を抱かかえ上げると、壁かべ際ぎわまで移動し、手の中に杭を召喚した。

「私の杭を受ければあら不思議ー。危あやうい心も綺き麗れいに整えられちゃうのよん？　今は悲しそうだから、楽しくなるようにするわねえ？」

　そう言って、伊邪那美は満月を杭で磔はりつけにした。両手両足首に深々と突き刺す。

　そうすると、満月の叫びが止まった。

　代わりに彼女は『笑った』。

　ケラケラと可お笑かしそうに。今まで狂っていたのが噓うそのように。まるで朗ほがらかな光景でも見ているかのような、優しく楽しそうな笑い。

　しかし、この状じよう況きようでは異質過ぎた。不動の死体の真正面に磔にされた彼女は、まるでそれを見て笑っているようだ。

　伊邪那美は手を合わせて、嬉うれしそうに頷うなずく。

「うんうん、気に入ってくれたみたいねえ。じゃあ、このままにしてあげようかしらあ。ちゃんとご飯も調達してあげるから安心するのよん。九鬼くんもこのままにしていてあげるからー」

　さも優しい事を言っているかのように、残ざん酷こくな事を平気で口にする伊邪那美。

　ヒナは本気で吐はき気を催もよおしそうになってしまった。

「それじゃあ、次はヒナちゃん」

　伊邪那美は歩み寄ってくる。

　ようやく立ち上がれたが、壁を背にしていないと立っていられない。

　伊邪那美を真正面から睨にらみ見み据すえる。

　対して伊邪那美は微笑ほほえみを向け続ける。

「ふふっ、憎い？　私が？」

「当たり前だ！」

　獣けもののように叫ぶヒナ。

　抵てい抗こうしたい。苦しめたい。だから今、鬼おに化している彼女をぐちゃぐちゃにかき回してやろうか。白檀でもいい。

　とにかく苦しめてやりたい。死ななくても、それでもいい。

　ヒナの憎ぞう悪おの心を察知したのだろう、ぷるぷると首を横に振る。

「ダメよ、ヒナちゃん。私の鬼の情報を書き換かえたり、白檀を壊したりしたら、満月ちゃんと明花ちゃんはどうなるのかしらん？」

「──っ！」

「まだ生きているのにねえ。満月ちゃんは今の状態を解かれたらどうなるかしら？　最悪自殺するわよん？　明花ちゃんも今の九鬼くんを見たら……ふふっ、想像できるわよねえ」

「こ、の……！」

　ここまで来て、そんな事を言うのか。そこまで人の心を弄もてあそぶのか。

　殺したい。でも、殺せない。攻撃してもいけない。苦しめるために何かをしてもいけない。それは、仲間を傷つける事に等しいから。……そんな事、出来る訳がない。

「と、いう訳で、気持ちを切り替かえて、天巡ちゃんのいる部屋にれっつごー！　ああ、ヒナちゃん、安心してもいいわよん。貴女を含ふくめて、もう誰も殺さないから」

　ふりふりと手を振る彼女は、どうでも良さそうに、なんだか疲つかれた様子だった。

「……あとは伊弉諾との一いつ騎き打うちねえ。結局こうなっちゃうのねえ」

　ふう、とどこか残念そうなため息をつく伊邪那美。

　彼女はてくてくとヒナに視線を向けずに歩いていく。

　分かっているのだろう、ヒナが抵抗できないと。もう、従う事しかできないと。

　……もう、伊弉諾という存在に頼たよる事しかできないと。

　ヒナは俯うつむきながら、伊邪那美の後に続く。

　思った。

　これほど生きていて辛つらいと思った事はなかった、と。






[image: 第五章　『天災』と『災害』]




　楽しくて、可笑しくて、仕方がない。理由はない。

　ただ、心が無む理り矢や理り、自らを笑わせるのだ。

　満み月つきは喜び、ただ笑い続ける。誰だれもいない空間に、その声はただ空むなしく響ひびいていた。

　この喜びを生産し続ける心は、どうしようもなく厄やつ介かいだった。

　死にたいとすら思えない。そのような負の感情は、思い描えがいても一いつ瞬しゆんにして叩たたき壊されてしまう。舌を嚙かみ切ろうと思い至ろうとするも、気力がまったくわかないのだ。死への渇かつ望ぼうが一切、許されない。

　だから満月は笑う。可笑しくないのに、楽しくないのに、でも可笑しく思い、楽しくなっていた。

　どれくらいの時間が経たっただろう、朽くち果てる事のない永遠の喜びを与あたえられていた満月は、疲ひ弊へいも感じる事もなく、ただその場に磔になっていた。

　不ふ動どうの死体を見下ろしながら。

　目を逸そらす気はなかった。彼を笑っているように見えたとしても、目を背そむける事は許せない。唯ゆい一いつ、そこだけは『煉レン獄ゴクノノ楔クサビ』に打ち勝つ事ができた。

　これは彼を守れなかった罰ばつだ。この戒いましめから解放される時がきたら、心を存分に狂くるわすために自らを罰していた。

　だからこそ、だろう。

『それ』を見つける事ができたのは。

　不動の血だまりに沈しずむ、『お守り』。それが微かすかに光っていたのだ。まるで心臓の鼓こ動どうのように、弱々しくも、確かに。

「…………？」

　それを可笑しく思いながら、見つめる。

　と、そのほんの一瞬、不動の胴どう体たいが一度だけ、上下する。

「──!?」

　とても可笑しくなって、満月は不動を凝ぎよう視しする。でも、もう動かない。今のは幻まぼろしだったのだろうか、と自分が馬ば鹿か馬鹿しくてつい笑ってしまう。

　でも、あのお守りは光り続ける──いや、少しずつ光が弱くなっている。

　一体、あれはなんなのだろう。

　思考を妨さまたげる『喜』と『楽』の感情に必死に抗あらがいながら、疑問に思う。

　気になってしまう。もしかしたら、と思ってしまう。

　希望が、湧わく。

　ネガティブに考えられないのが幸いだった。

　それに、この『煉獄ノ楔』は『喜』と『楽』以外の負の感情を問答無用で捻ひねり潰つぶそうとするが、それ以外の希望などという感情には若じやつ干かんの猶ゆう予よがある。

　そのお守りに対して抱いだいた好こう奇き心しんが、不動の下もとへ行きたいという願いに変わる。

　力を入れる。抜ぬけない。痛みはないけれど、両手足に突つき刺さされた鉄の杭くいは、根元までしっかり食い込んでしまっている。

「んっぎぃ、ぃいい……！」

　でも、力の限り頑がん張ばる。痛みがないから、無理をしてもダメージがあまり返ってこないのが幸いだった。左右に身体からだを揺すって、少しずつだが、杭を引き抜いていく事ができた。

　そして、ついに両手の杭を落とす事ができて、──そのまま、べたんと床ゆかに顔面から落ちてしまった。

　鼻血が出る。でも嬉しく思う。後ろ向きにならない事に感謝を抱き、満月は足の杭も引き抜きにかかった。今度は、手が使えたため、先ほどより楽だった。

　ようやく杭を全すべて引き抜く事に成功した──だが。

「うっ、ぐぇえ……！」

　突とつ然ぜん、襲おそってきた感情に、胃の中の物を吐き出してしまう。『喜』と『楽』によって、負の感情は緩かん和わされていたが、それでも己おのれで不動を殺したという罪悪感は消す事ができなかった。

「……ち、がう……」

　……そうだ、まだ殺していない。まだ生きているかもしれない。

　満月は口元を拭ぬぐい、這はいつくばり、トラウマに何度もえずきながら、不動の下へ向かう。

　光の瞬またたきが弱くなるお守りに手を伸のばす。

　可能性はこれだけだ。

　ありったけの力を込めよう。なけなしの霊れい力りよくを。彼のために。

　お守りを摑つかむ事ができた満月は、ギュッと手のひらに抱え、霊力を流し込んだ。

　どくん、とお守りが大きく脈打つ。

　力強く鼓動を繰くり返す。

「……お願い……お願いだから……」

　生き返って。

　もう、嫌いやだ。失いたくない。こんな結末、絶対に嫌だ。

　だから！

　霊力を使う事によって、身体中が痛んでくる。でも、やめない。こんな事で諦あきらめたら、絶対に自分を許せなくなる。

　──霊力は『生成する』、と言われる。本来、人に宿っている訳ではなく、体内の物質を無理矢理エネルギーに変へん換かんするため、『生成する』が正しいのだ。その生成率の低い、高いが人それぞれにあり、高い人間は体積が同じでも多くのエネルギーを得る。逆に低い人間は、身体が大きくても、少ししかエネルギーに換えられない。

　満月は低い方だ。だから使えば使うほど、肉体は削けずられ、咳せき込んだ時に、血を吐く。

　どしゃ、と望んでいないのに身体が前のめりになり、倒たおれ込む。自分と不動の血の中に顔を突っ込む。でも、それでも懺悔ざんげするように手を組んだまま、霊力を送り続けた。

　意識が薄うすれていく。それでもやめたくなかった。全てが終わる一歩手前まで、力を使い続ける。無む駄だだとしても、そうだったとしても。

「……ひぐっ」

　ぽろぽろと涙なみだが零こぼれる。自分の無力が情けなかった。大切な人を守れずに、それどころか傷つけ、殺してしまうなんて。

　視界が薄うす暗ぐらくなる。

　身体の感覚がなくなってくる。

　──ついに、満月は気を失ってしまった。







　ヒナは天巡アグリの入った生命維い持じ装置に触ふれていた。と、言っても何かをどうする訳でも、される訳でもなかった。ただ一方的に天巡がヒナから情報を引きだし続けていた。壊こわれた己を補完し、完全に至るために。

　幸い、取り込まれるという事はなかった。……まあ、もっとも取り込まれたところで伊イ邪ザ那ナ美ミと違ちがって不死ではない存在が核かくに収まったところであまり意味がないのだが。

　そこら辺は伊邪那美、天巡共々、理解しているようだった。

　あくまでヒナはパーツだと。

　その程度の価値しかないのだ。殺す事も意味がない。あくまでバックアップを促うながすソフトウェア程度の存在。下手な事をしようとすれば──実際しようとして、本体である天巡に痛みの制裁を一時的に食くらっていたため、もう抵てい抗こうする気はなかった。

　ようやく全ての作業を終えたヒナは、ぺたりとその場にへたり込んだ。何もできず、結局為なされるがままになってしまった。……そんな自分自身が何よりも憎にくたらしかった。

「うーん、頑張ったわねー、ヒナちゃん。良い子、良い子ー」

　頭を撫なでようとしてきた伊邪那美の手を払はらう。ちょっとだけ、悲しそうな顔をする伊邪那美。

「あらん、やっぱり怒おこっているのかしらん」

「……当たり前だ」

「確かに仕方ない事ではあるわねえ。でも、九く鬼きくんは人間の内では一番厄介だったのよお？　だって、普ふ通つうここまで来ようとする訳ないじゃない。それに死ににくい存在でもあったし」

　ふう、と伊邪那美は吐と息いきをつく。その仕草にヒナは苛いら立だちを覚えて、彼女を睨にらんでしまう。

「……お前は何のために、こんな事をするの？」

　いまさら、どうなっても良かったヒナは、無ぶ遠えん慮りよにもそんな事を訊きく。

　伊邪那美も、もうどうでも良かったのか、気軽な感じに肩かたをすくめた。

「人類のためよん」

「何言ってるの？」

「反はん抗こう期の子を相手にしてるみたいで、ちょっと怖こわいわあ。……まあ、そのまんまの意味よん。私は、伊弉諾イザナギとは違う意味で人類を救おうとしているのー」

　いつもと変わらない緩ゆるい様子、けれどその中に真ま面じ目めな雰ふん囲い気きが混じる。

「世界は──少なくとも関係者は──伊邪那美が暴走を起こした事によって世界が終わった、と言っているようだけど、少しそれは違うわん」

「…………どういう、こと？」

「この『心しんの御み柱はしら』はね、一度、人間の手によって襲われたのよお？」

　そう言って、ぱちんと手を叩く伊邪那美。

　同時に、この部屋の全ての風景が書き換かえられる。

　立体ホロ映像グラム。天巡によって、この部屋の全てがスクリーンに変えられる。

　今まで天巡が入っていた円えん筒とう形の水すい槽そうの中には、伊邪那美が入っていた。

「……私は天巡と共に世界を統すべていた。人ではない私は、別に己のために何かをしようとする気なんて全然なかった」

　滔とう々とうと伊邪那美は昔を語る。そこに噓うそを言っている様子は微み塵じんも感じられなかった。

「全ての人間を愛せば全ての人間が健すこやかに暮らせるようになり、平和になると信じてただひたすら力を使い続けた。だって、戦争が起こる理由は大たい抵てい、自国の環かん境きようが苦しくなるためだし。……だから、世界を愛し続けた」

　ホログラムによって映し出された伊邪那美は、今と同じく慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮うかべながら、ゆっくりとカプセルの中を漂ただよっていた。

　けれど、外にいる本当の伊邪那美は悲しそうな顔をする。

「……でもね、人が満足する事はなかったの。欲よくは絶対に満たされない。それに天敵も存在せず、環境すらも統べたせいで、人は『減らなくなった』。たとえ環境が整っていたとしても、全てをまかない続けるほどの生産力を維持するのは難しくなってきたわ」

　しかし、意図的に減らす事なんてできる訳がなかった。

「そうして争いは起こる。しかも人は『天巡』を奪うばおうとした。でも私という存在の意味を知らなかった人間はここにきて、私を軽く見ていた」

　ホログラムの中に、突とつ如じよ新たな登場人物が現れる。覆ふく面めんをした特とく殊しゆ部隊のような人間達。彼らはこの部屋の機器を見て回り、天巡と思おぼしきものを確かく認にんすると──伊邪那美を殺した。

　カプセルから引っ張り出し、問答無用で射殺したのだ。

　伊邪那美は悲しそうな顔をしながら、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「この時、不死である事が分かったなんて皮肉よねえ。それで、私を引き抜かれた天巡は暴走をしてしまう」

「伊弉諾は？　もし、本当だとしたら伊弉諾はどうしたの？」

「伊弉諾は対処できなかった。禍フアン獣タズマをも殺せる彼でも、数には対応できなかった。彼言ってなかった？　動きすぎると、いずれ動けなくなる事態が発生するって」

「…………」

　そういえば、言っていた。体力もあるし、オーバーヒートを起こして動けなくなってしまう事があると。

「なんとか撃げき退たいはできたけど、暴走した天巡は私すら受けつけようとしなかったわ」

　伊邪那美はヒナの横まできて、天巡の入っていた生命維持装置に触れる。

「だから、壊して止めるしかなかった。幸い、まだ戻もどせる可能性があったから、一時的に置いておいたんだけど、世界が狂くるった状態になるとは思いもしなかったわ」

　そこは誤算、と伊邪那美は苦く笑しようする。

「私達は人を守るために存在する。だけど、守り続けても壊すはめになるなら、と私達は役割を分担する事になった」

「……役割？　待って、伊弉諾もグルなの？　全て知っていて？」

「彼を責めないであげて。少なくとも悪意はないわ。彼はいつだって英えい雄ゆうであり続けた。そこに噓はないはずよん？　違う？」

「…………」

　押し黙だまることしかできない。反論はできない。けど、納なつ得とくできなかった。

　考えてしまうのだ。自分達を送り出した彼は、一体何を思っていたのだろう、と。こうなる事を知っていたのだろうか、と。

「伊弉諾の役割は人間の英雄。守り神。希望。そして私は、人の害悪。絶望。人に仇あだ為なす存在。……少なくとも伊弉諾と違って、私は取り押さえる事ができるから」

　ただの不死身でしかない、と伊邪那美は自嘲するように微笑む。

「私は人を間引くの。そうして全ての憎悪あいを受け止め、争いをなくす。それが私の使命」

　己を誇ほこる訳でもなく、ただ淡たん々たんと自分の役割を説明する伊邪那美。そこには伊弉諾が言っていたように『システム』としての面おも影かげがあった。

「だから、都市を苦しめたって言うの？　そして、私達を……！」

「ええ、そう。もちろん、許してくれなんて言わないわあ。この事を伝えられて許すほど、貴女あなたの憎悪は弱いもの？　違うわよねえ」

「当たり前……！」

　憎い。たとえ本当の話だとしても。伊邪那美があまりにも悲しい宿命を背負っていたとしても。

　憎しみのこもった目で見つめてくるヒナを伊邪那美は慈愛のこもった顔で見つめる。

「そう、それでいいのよん。私を憎悪あいして。それが正しい。天巡を起動させれば、また世界をぐちゃぐちゃにしてリセットできる。あの都市は大きくなり過ぎた。だから、一度、終わらせなければならないの」

　それを見ている事しかできない。たとえ抵抗したとしても無意味だから。

「たーつみー。ヒナちゃんと明めい花かちゃん、あと満月ちゃんを安全なところに連れてってあげてー。満月ちゃんも、そろそろ平気な頃ころ合あいだろうしー。セーフティールームが確かあったはずよお。ついでに九鬼くんの遺伝子とっておいてー。もしかしたら必要以上に暴れすぎたら、使うかもしれないからー」

「了りよう解かいした」

　部屋の隅すみに待機していた巽たつみは伊邪那美の命令に従い、眠ねむっていた明花を抱だき上げ、ヒナの下もとへやってくる。

「それでは行こうか」

「…………」

　抵抗する気力がわかない。命が助けられると分かったから。憎いのに。

　……この程度の憎しみなのだろうか。大切だと思われた存在を殺されたにも拘かかわらず、己おのれが助かると分かったら敵に素す直なおに従うなんて。

　ヒナは巽の後ろについていく。

　緩やかな絶望に苛さいなまれる。ここで伊弉諾が来るまで生きるのだろう。もし、人類が死し滅めつしそうになったら、巽か不動の遺伝子でも使われ、子を生なす事になるのだろう。

　ヒナはあまりにも馬鹿らしくなって、鼻で笑ってしまう。

　ドアが開く。




「……勝手に話を進めんな、馬ば鹿か野や郎ろう。あと巽。俺の妹に触さわんじゃねえよ」




「……！」

「キミは……！」

　あまりにも予想外な事が起こった。

　ドアが開いた真正面に、立っていたのだ。

　死んだはずの不動が。

　ふらつきながらも、剣けんを杖つえにして、巽や伊邪那美を睨む。

「そんな結末、認めるか。俺は俺のために全すべてを壊こわしにきたんだ。……人類のためとかどうとか関係あるか」

「九鬼くん？　どうして……？」

　伊邪那美もこれには驚おどろいているようだった。彼女が初めて困こん惑わくしている。

　不動は笑う。彼女や己自身を嘲あざけるように。

　少し身を横にずらした。……そこには仰あお向むけに倒たおれる満月がいた。

「みっきー！」

「安心しろ、死んでない。最後の最後に満月に救われたんだよ」

「どうやって……？　あり得ないわあ……！　白ビヤク檀ダンであの子には絶対に貴方あなたを殺せと命じたはずよお？」

「ああ、死んださ。脳内にある星雲石ネビユラもろともしっかりぶっ壊されてな」

　不動はそう言いながら、胸むな元もとを開いた。そこにあったのは、星雲石。彼の胸元には宇う美みと同じように星雲石が埋うまっていたのだ。

「けど、瑠る璃りさんからもらっていたお守りの中に、これが入ってた。俺の脳内で使われてた奴やつと同系統の星雲石だ。さすがに出しっぱなしじゃ不ま味ずいから、宇美の真ま似ねをさせてもらった」
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　息を整えながら、不動は剣の杖もなしにしっかりと立つ。

「あの人は俺を完全にサポートするために、これを作ってくれてたんだ」

　まあ、満月や村むら正まさに遠えん慮りよしていたところもあって、この星雲石がなんであるかは言えなかったようだが。でも、これのおかげで命を救われた。

　不動は息を整えながら、伊邪那美に剣を突つきつける。

「さあ、伊邪那美。これが最後の勝負だ。ようやく対等になれた。聞いてたぞ。人類を滅ほろぼすためにはここにいる俺以外の人間、殺せないんだよな？」

「……初めて、少し、イラッときたわー」

　伊邪那美が、静かにそう言った。

「巽。彼女達を所定の位置に。もう人ひと質じちなんて取らないわ。必要ない」

「了解した」

　巽が歩いていく。ヒナもついていくように見えたが──けれど、彼女は不動に抱き着いた。

「フドー！」

　なんとか抱だきとめ、不動はヒナの頭を撫なでてやる。

「悪い。少し、不安にさせたな。安心しろよ。俺はお前を救ってやるって言ったんだ。約束は絶対に守る」

「うん……！」

「おい、伊邪那美」

「何かしら」

　無作法に呼びつけられてか、それとも違ちがう理由からか伊邪那美が不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

「……正直、俺も俺でいっぱいいっぱいだ。だから、今は、満月と明花に触る事を許してやる」

「そう、どうも」

　静かに、そう口にする伊邪那美は微かすかに唸うなり、不動を睨にらんだ。

「こういうのを、同族嫌けん悪おっていうのかしらねー。貴方がどうしようもなく、憎にくらしい。不死ってこんなに面めん倒どうなのねえ」

「光栄だな、世界を愛し続けてくれる聖母さんに憎まれるなんて」

　ハッと挑ちよう発はつするように笑う不動。

「あと巽。明花に変な事しやがったら……ていうか、触ったお前、あとで本気でぶん殴なぐるから、覚かく悟ごしておけ。それが最大の譲じよう歩ほだ」

「それは怖こわい」

　くくく、と巽が可お笑かしそうに笑う。彼は彼でこの状じよう況きようを楽しんでいるように見えた。

　そうして彼は、不動の横を通り過ぎる。──その際、彼は一言呟つぶやいた。

「──主あるじを頼たのむ」

　意味は分からなかった。何かを返す前に彼は行ってしまったから。

　ヒナが共に在る事に関しては、伊邪那美は何かを言うつもりはなかった。……いや、怒いかりを覚えていて、それどころではないのだろう。

　ただ一心に不動を見つめ続ける。

「本気で殺すしかないようねえ。……弱点が分かった事だし」

「お前にできるのか？　たかが不死が」

「人質が必要ない、と言ったのは優やさしさからじゃないわよお？　貴方が推測した通り、絶ぜつ滅めつした時のための保険で男女一組は必ず残すつもりでもあったし。でもそれ以外にも『力』があるから。少なくとも貴方達では敵かなわない『力』が。────天巡」

　伊邪那美は背後の天巡が入った生命維い持じ装置に触ふれる。

　ぼこっ、と中の天巡が身じろぎをする。

「暴れるわよん。世界を壊すの」

　伊邪那美はきつく不動を睨みつける。

「でも、その前に目の前の『障害』から潰つぶすわよん」

　──アアァアァアアアア。

　赤ん坊ぼうの泣き声のような声を響ひびかせ、天巡が強く蠢うごめきだす。そして、維持装置を自らぶち破ると、伊邪那美に覆おおいかぶさった。

　そのまま、ぐちゅり、と伊邪那美を体内に取り込む。

　地面にべちゃりと落ちた天巡は、どんどんと胎たい児じの形状のまま肥大化していく。象、一頭ほどの体長になった天巡は、大きな黒目でぎょろりと不動らを見つめた。

『……敵対象者確かく認にん。攻撃に移ります』

　歪いびつな姿にも拘わらず女性──伊邪那美の声を使い、機械的に天巡が喋しやべる。

『──干かん渉しよう。天巡バックアップ、接続不可。……星雲石、コード《災イフエス害テイオ》、……接続完かん了りよう』

「……う、がぁ……？」

　突とつ然ぜん、不動が膝ひざを折って倒れる。

「フドー!?」

　何が起きたか分からない。不動自身も、何な故ぜ、こんなに苦しいのか分からなかった。

『対象者の生命機能を停止。星雲石の──』

「……もしかして、星雲石に離はなれたまま働きかけてるの!?」

　確かにありえなくはない。だとしたら、全ての説明がつく。天巡が禍獣を作り上げ、星雲石によって操あやつっているなら、鬼おになども作っていたのなら、そして、全てが天巡と繫つながって『管理』されているとしたら、全てが納なつ得とくできる気がした。……きっと今まで天巡が不動に鬼としての力を貸していたのだろう。今は彼の命を刈かり取ろうとしている。

「……なら……！」

　ヒナは不動の服の中に手を突っ込み、彼の星雲石に触れた。

「……私がフドーの『管理者』になる！」

『管ヴアシ理リアス者・エ権クス限シア』を発動。天巡の干渉を感じ取り、直結の優位性により、無む理り矢や理り、権限を奪うばい取る。そのまま管理者をヒナ自身に移行。天巡が干渉できないようにシャットアウトする。

　そのおかげか、不動が苦しまなくなった。彼を抱かかえながら、ヒナは呼びかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、フドー！」

「……ああ、悪い。助かった」

　不動は立ちあがり、息を整えながら、天巡を見み据すえる。

『《災イフエス害テイオ》との回路強制切断。再接続不可。……星雲石干渉による破は壊かいは不可能と断定。物理的な攻撃に移ります。ただし、《災イフエス害テイオ》の能力を鑑かんがみて、この管理室での戦せん闘とうは危険と判断。──世界を構築します』

　瞬しゆん間かん、空間が歪ゆがんだ。

　それは一いつ瞬しゆん。そして、周りが白一色に染められる。空も地面も果てに続く何もかもが、真っ白に染め上げられる。

　……一瞬にして、世界が創つくられた。

「ふざけてるな。……気軽に世界を創るなよ」

　げんなりとした不動の隣となりでヒナが首を傾かしげた。

「天地創造っていうより、異次元空間に移動って言った方が正しいかも。異能でもそんな能力なかった？」

「……どうだかな。でも、空間を広げたりする力はあった気がする」

　以前に星雲石を使ったアミューズメントパークでそんなアトラクションがあった気がした。でも、これは規模が違い過ぎる。だって、この世界の果てが見えない。

「なんだか最後の戦いっぽい感じだね」

「まったくな。……それにしても俺、場ば違ちがいだな」

　もっとふさわしい人間がいるかもしれないのに。こんな舞ぶ台たいに上がってしまって、少しだけ引け目がある。

　けれど、そんな不動にヒナが笑え顔がおで首を横に振ふる。

「そんな事ないよ。ふさわしいと思う。……私は『天レベ災リオ姫ン』。フドーは『災イフエス害テイオ』」

「……ああ、嫌きらわれ者の破壊者って意味では確かにその通りだな。で、相手は世界最大の環かん境きよう制せい御ぎよシステムで、堕おちて世界を滅ぼそうとする天災になった」

　ヒナの言った通り、しっくり来る。

「思う存分、破壊すればいいんだよ！　一いつ緒しよに壊そう、この世界を！」

「そうだな。あの『神』気取りに『反逆』してやるか。……この際だから『災害』の称しよう号ごう、喜んで受け取ってやる」

「だね！　結構、格好良いもんね！」

「ああ、意味はともかく語感は好きだ」

　不動とヒナは笑い合う。

　そして不動は霊れい装そうし、大たい剣けんを天巡に向かって突きつける。ヒナも同じように錫しやく杖じようを突きつけ、ピタリと不動と肩かたを合わせた。

「さあ、やってやるぞ、ヒナ！」

「それじゃあ頑がん張ばって行くよ、フドー！」

　その掛かけ声と共に、天巡も機械的な唸り声を上げる。

　瞬間、世界があらゆる環境に荒あれ狂くるう。

　──一つの終しゆう焉えんを決める戦いが始まった。







　環境制御システム、天巡。世界を壊こわした邪じや神しんとも言える存在が、不気味な胎児の姿を取って、咆ほう哮こうしている。

　世界が震ふるえる。ぎゅるり、と天巡の目が回る。

『原初の天』

　天巡がそう言うと、厚い厚い雲が、天巡の真上にぐるぐると渦うず巻まくように形成される。

　スーパーセル、そう呼ばれる自然現象。人が決して抗あらがう事ができない『災害』を、天巡は作りだそうとする。

　風が不動とヒナの髪かみを荒あら々あらしくかき乱す。──不動は霊装しているにも拘かかわらず、この環境を打ち消す事ができなかった。天巡の力はそれほどの強制力があるのだろう。ヒナも同様なようだ。

「……さっさと攻こう撃げきした方が良いよね。なんかヤバい感じがする」

「俺もだけど、……近づくのも近づくで不ま味ずい気がする」

　正直、規模が違い過ぎる。

　天巡だけではなく、伊邪那美という『永久機関』があるせいだろう。見るからにあり得ない出力だ。世界全すべてにエネルギーを循じゆん環かんさせていただけはある。確かにあんなのに人間が敵う訳がない。

　巨きよ大だいな雲の化け物を作り出した天巡は、芋いも虫むしのような、たくさん生えた小さな手をパタパタと振り回す。

『Ｆ５──神の指』

　その言葉と共に、天巡の周りに馬ば鹿かでかい竜たつ巻まきが巨大な雲から降り注いできた。象ほどある天巡が、まるでゴミに見えるほど巨大な物。

　それが轟ごう音おんを上げて、白い地面を削けずるように迫せまってくる。

　神の指、とは良く言ったものだ。圧あつ倒とう的な存在が、ただ撫なでるように。しかし、人間にとってそれは最大級の『災害』。

「くっそ！　ヒナ、逃にげるぞ！」

「うっほぉ！　やべえ！」

　あまりの迫はく力りよくにもはや笑ってしまっていたヒナを不動は引っ摑つかんで、全速力で空を飛ぶ。

「規模が違ちがい過ぎんだろ！」

「うははは、さすが天巡！　やる事が違い過ぎる！　ところで、フドー一個いい？」

「なんだ！」

　ヒナは不動と違ってどうしてか落ち着いている様子で、彼の腕うでの中でぷらぷらと揺ゆれながら、口を開く。

「錫杖のバッテリー切れちゃってるから、フドーから霊れい力りよくを供給しちゃってもオーケー？　なるべく節約するようにはするけど。そう設定したいんだけど」

「別に問題ない！　ていうか、ヒナの力借りないと、あれは無理だ！」

「だよね。んじゃあ、ちょっち借りるよー」

　ヒナが不動の霊装にぺたんと触れる。と、同時に何か消失してしまったような感覚が全身に染しみ渡わたった。

「大丈夫？」

「問題なし！」

「では反はん撃げき──ってあれ？」

　追いかけてくる竜巻に錫杖を突つきつけたヒナだったが、すぐに首を傾げた。

　何故か、竜巻の勢いが弱くなっていたのだ。天巡やあの雲から離れれば離れるほど、小さく遅おそく、弱くなっていく。

　しまいには、消えてしまった。

「……んー？　距きよ離り制限かな？」

「力はここ全体に及およびそうな気がするけどな」

　振り返り、遠くにいる天巡を見据える。身体からだが胎児なだけにか、その場から動こうとはしない。

　追つい撃げきはこない。雲もある一定の距離からは、それ以上、大きくなろうとはしない。

「どういう事だ？」

「なんだろ？」

「待たれる、というのもそれはそれで厄やつ介かいだな」

　相手側のエネルギーは無限に近い。だが、不動らの力は有限だ。しかも天巡達とは比べものにならないくらい矮わい小しよう。このように、何もしてこないという状じよう況きようも不味いのだ。

「考えても仕方がない。行くぞ！」

「おーう！　援えん護ごは任せといて！」

　意を決して、不動は天巡に向かって突っ込んで行く。

　不気味に渦巻きを作る雲は未いまだ健在。

　天巡は、不動らが突っ込んでくるのを確かく認にんすると、身じろぎをした。

『塵ダスト旋・デヴ風イル』

「──う、あ!?」

　突とつ如じよ、真下から突とつ風ぷうが吹ふき上げてきた。それほど強いものではないが、雲の方にばかり気を取られていたため、体勢が崩くずれてしまう。

『渦か雷らい』

　同じく真下から、雷かみなりが『昇のぼって』きた。弾はじけ飛ぶようなバチンという音が鳴り響ひびき、青白い稲いな妻ずまが瞬またたく。

「『逸それろ』！」

　ヒナの命令が迸ほとばしり、襲おそいくる雷が、突如、方向を変えた。

「助かった！　このまま行くぞ！」

　なんとか直ちよく撃げきを避よけた不動は、体勢を立て直し、一気に天巡に向かって飛ぶ。

　だが。

『ダウンバースト』

「うがぁ!?」

　雲の下に入った瞬間、叩たたきつけるような突風が降ってきた。先ほどの下から吹き上げてきた風とはわけが違う。体勢云うん々ぬんではなく、どんなに抗おうとしても、無む理り矢や理り地面に向かって叩きつけられる。

「『衝しよう撃げきゼロ』！」

　ヒナの能力により、叩きつけられるダメージはなかった。しかし、絶えず吹き続ける突風により、二人は押し潰つぶされそうになる。

「んぐっ……！　フドー、頑張れる!?」

「ちょっと、難しい!!」

「おーけー『後ろに向かって吹っ飛ぶ』！」

『命令』により、真上から吹き付ける風を無視して、二人は雲の外に弾はじき飛んだ。

　ごろごろと転がる最中に、不動はヒナを抱だき上げ、宙返りをするように空に舞まい、一気に後方に飛び退すさった。

　十分、距離を離はなしてから、不動は吐と息いきをつく。

「悪い。危ない目に遭あわせて」

「謝らなくていいよ。それより、あれ、どうにかしないと。たぶん、原因はあの『雲』だよね？」

「十中八九な」

　天巡の真上にある、絶えず渦巻きを作り続ける気色の悪い雲。あれが起点となって、竜巻や突風が起こっているのだろう。

「あれは異能で作った物だと思うから、私の力で消す事はできると思う」

「でも、それをさせないために、範はん囲いを限定しているんだろうな」

　あれ以上、雲の範囲を広げないのは、ヒナの干かん渉しようを警けい戒かいしているからだ。

「きっと、さっきの大きな竜巻は、私対策で異能が絡からんでなかったものかも。異能の現象で副次的に作り上げた現象は、異能じゃないからね。方向性を与あたえていた程度だったと思うよ」

「だから、消えたのか」

　力を注いで持続させてしまったら、ヒナに供給を断たれ、搔かき消されてしまう。だから、方向を決めるだけで他ほかは一いつ切さい、干渉しなかったのだろう。そのせいで離れた分だけ急速に力が弱くなってしまったのだ。

「あの雲にどうにかして突っ込みたいね」

「でも、飛んでったら叩き落とされるぞ」

「なら、役割分担しよう？──こういう作戦があるんだ」

　そう言って、ヒナがとある作戦を提案してくれる。

　でも、それはあまりにも無む謀ぼうで荒こう唐とう無む稽けいな作戦だった。成功するかどうか分からず、危険度がかなり高い。

「…………」

　かと言って、他に安全策がある訳でもない。やるしかないだろう。

「気をつけろよ」

「もち！　フドーも死なないでね。……頑張って持ちこたえて」

「ああ、分かった」

　二人は同時に、息を吐はき出し、気合を入れる。そして、天巡を見み据すえた。

　あちらもしっかりとこちらを視認している。

　……これが最後の勝負だ。きっと今を逃のがせば、危険を回かい避ひできたとしても、対策を取られてジリ貧になるだろう。勝つためには失敗は許されない。

「行くぞ！」

「おーけー！」

　不動はノズルにありったけの霊力を込め、大きな炎ほのおの翼つばさを吐き出し、最大全速で突っ込んで行く。

　天巡は何か感づいたのだろう、向かってくる不動を凝ぎよう視しすると、微かすかに唸うなり声を漏もらす。

『Ｆ５──神の指』

　巨大な雲から発生する、巨大な竜巻。轟音を上げながら、それは不動達の進路を塞ふさぐ様に出現する。

　けれど、彼らは迷わずそこに突っ込んで行った。

「『進路ベクトル変わらず』！」

　ヒナの異能により、暴風に揉もまれながらも、吹き飛ばされずに進み抜ぬける。そのまま竜巻の反対側から、勢いよく飛び出した。

「──って、見えない！」

　視界が霧きりに覆おおわれる。激しい風が流れ、雷が迸る。──雲の中だろう。だが、あの気味の悪い雲ではない。恐おそらく天巡が目くらましに、竜巻を抜ける瞬しゆん間かんを見計らって、作ったのだろう。

　だが──。

「異能の雲なら……！　『管ヴアシ理リアス者・エ権クス限シア』！」

　ぱぁん、と雲が弾け飛ぶ。

「……あ？」

　そして、目の前には何な故ぜか巨きよ大だいな竜巻があった。

　二段構え。雲の目くらましは、この竜たつ巻まきの中に無防備なまま突っ込ませるため。

「うっそお！」

「ぐぅ！」

　ヒナの能力を発揮する前に、諸もろに竜巻の中に突とつ撃げきしてしまう。

　不動の飛行能力は完全に奪うばわれる。なす術すべもなく、暴風の激流の中に投げ出され、天地不明なほどもみくちゃにされてしまう。

「ヒナ！」

「フドー！」

　最悪な事に引き剝はがされてしまう。手を伸のばすも、彼女は遠くに吹き飛ばされる。追いかけようとするが、ヒナを追いかけるには流れに逆らう他なく、今の不動にはかなり難しい事だった。

　くるくると回りながらも、ヒナはしっかりとこちらを視認した。そして、首を横に振ふる。

　──助けなくていい。行って。

　彼女は仕草でそう語っていた。

「──ちっ！」

　不動はヒナを追いかける事を諦あきらめ、竜巻の中から出る事を優先する。

　ぐちゃぐちゃにされながらも、風の流れを読み、一気に火か炎えんを噴ふん射しやし、外に飛び出る。

　墜つい落らくしそうになりながらも、なんとか脱だつ出しゆつし、今の自分の現在地を確認。

　意外なほど近づいていたようだ。すでに天巡が作り出した渦うず巻まく雲の下にいた。

　天巡が不動の存在を確認する。

『ダウンバースト＆雹ヘイル・嵐ストーム』

「ぐっ、ぃい！」

　またも下向きの突風と、渦うず巻まき雲から氷ひよう塊かいが降り注いでくる。それも一つ一つがスイカほどの大きさがある。

　霊れい装そうに覆われていると言っても、顔を庇かばった腕うでに衝しよう突とつした衝撃は相当なものだった。腕が砕くだけ散ると思ったほど。

　叩き潰されないように必死に上へと飛んでいた不動は、歯を思い切り食いしばりながら、大たい剣けんを頭上に向ける。

「ふ、ざ、け、んなあああああ！──火か界かい咒しゆ！」

　高熱の衝しよう撃げき波はを撃うち放つ。だが、力で勝つ事はできなかった。押し戻もどす事はできず、雹ひようは溶とかしてもゴルフボール程度の大きさにするのが限界だった。

「……きっついな、くそっ！」

　真正面から行ってもどうせ勝てない。

　不動は雹の嵐あらしと潰されそうな突風に耐たえながら、天巡を見やる。

　……あそこに行かなければ、意味がない。

　不動は、雄お叫たけびを上げて、ジェットを噴射させた。もちろん真横に行くなんて馬ば鹿かはしない。そんな事をしたら、一秒もしない内に地面に叩きつけられ、無数の雹によって粉々にされてしまうだろう。

　不動は火界咒の傘かさを張りつつ、ゆっくり、ゆっくりと天巡に近づいていく。

　……だが。

『Ｆ５──神の指』

　天巡は容よう赦しやなく、風速百十七メートル以上の竜巻を召しよう喚かんした。

「……本当に遠えん慮りよないな」

　笑えてくるほどだ。

　目の前に巨大な竜巻。真上からは下に叩き付ける突とつ風ぷうと雹の嵐。これを人間がいかにして回避しろというのか。オーバーキル、そんな言葉が浮うかんだ。

「……まあ、俺はオーバーキルしても死なないかもしれないけどな」

　ふんっ、と鼻を鳴らす。

　覚かく悟ごを決める。このまま何もせずに待つのだけは嫌いやだ。

　不動は、真上を向いた。

「文明の力、見せてやるよ」

　全力の霊れい力りよくを背と足に集中──爆ばく発はつ的に火炎を噴射させる。もはやノズルが溶けてしまうのではないかというほどの噴射。火の玉と化し、不動は『ダウンバースト』に真っ向から挑いどんだ。

　無謀に思える。だが、行ける可能性は少しはあるのだ。

　嵐の中、飛び立とうとするロケットは存在しない。風に煽あおられ、墜落してしまうから。でも、もしロケットが自ら体勢を立て直せるなら、たかが風などに負ける事はないだろう。

　不動はダウンバーストを突つっ切り、そのまま渦巻き雲の中に突っ込む。

「──っ！　こっちはこっちで酷ひどいな……！」

　先ほど突っ込んだ雲とは比べものにならないほど、荒あれていた。龍りゆうのような雷かみなりが舞まっている。存在するだけで、粉々にされそうだ。

　まあ、そもそも長居するつもりなど毛頭なかったのだが。

　不動は下界の風景を頭に思い浮かべる。……天巡の姿を克こく明めいに。

「……行くぞ」

　くるん、と回転し、不動は下に向かって、全力を出して飛ぶ。

　もはや墜落していると言っていいほど無謀な速度の中、天巡を見つけ、躊躇ためらいなく突とつ貫かんする。

『……！』

　これにはさすがの天巡も驚おどろいたのだろう、びくりと身を揺ゆらしていた。

　竜巻が襲おそいくるが、構わず突き抜け、そのまま天巡に向かって大剣を突きつける。

「行くぞ、天巡ぃ！　降ごう魔まノの剣つるぎ！」

　大剣の刃は縁ぶちが真っ赤に染まり、陽炎かげろうができるほどの熱を発する。その真っ赤に焼けた剣を持ち、不動は天巡の頭上に突き込んだ。

『──────────！』

　声にならない悲鳴。天巡の頭が、焼ける音を立てる。ぐちぐちと泡あわ立だち、身を捻ねじる。……苦しんでいる。神経が通っているのだろうか。

『──！　『迦カ楼ル羅ラ』侵しん食しよく……開始。霊装温度低下』

「……やっぱ、そうくるか」

　突き刺さした大剣に天巡の特権で干かん渉しようし、温度をみるみる下げて行く。突き刺した大剣は、少しずつ鈍にび色いろへと戻って行ってしまう。

『──『災イフエス害テイオ』の星雲石に直結開始』

　天巡の頭から、うねうねと触しよく手しゆが伸びてくる。それが不動の脚あしへとまとわりつき、胸の星雲石へと向かってくる。

「男に対しての触手なんて需じゆ要ようないだろ！　くっそ、気持ち悪い……！」

　気持ち悪さを覚えつつも、不動は大剣をねじり込む。たとえ温度がなくなろうとも、最後まで諦めない。

『──っぎ、────』

　ダメージは受けている。痛みでなのか、触手の動きが乱れる。

　……でも、このままではまずいのは分かっていた。

「条件は揃そろえたぞ、ヒナ！」

　不動は空を仰あおぎ見る。

　渦巻き雲から、ぼふり、とヒナが突き抜けてきた。異能によって飛んできたであろう彼女は真っ直すぐ天巡に向かって落ちてくる。

『────Ｆ５……』

「させるか！」

『──っ！』

　ぐにゅり、と大剣を頭にさらに深くねじり込む。痛みにより、天巡の動きが鈍にぶる。

「おーけー、ありがとう、フドー！──いっくよぉおおおおおおおお！」

　ヒナは錫しやく杖じようを大きく振りかぶり、天巡にぶつかる瞬間に、思い切り刃やいばを叩たたき付けた。ぶしゅう、と不動の攻こう撃げきの時と違ちがって熱によって傷が焼かれなかったため、白い液体が勢いよく噴ふき出す。

「『管ヴアシ理リアス者・エ権クス限シア』はつ──」

『あらゆる接続を認にん可かせ……』

「っていうのは噓うそ！　『天巡と伊邪那美は分ぶん離りして』！」

『……!?』

　天巡に対して、直接情報を書き換かえず、ヒナは錫杖を介かいして『異能』を使った。物理的な攻撃により、天巡は対応する暇ひまもなく、ぶちっと天巡の体内で何かが千切れるような音が鳴る。

　天巡の目が、混乱したような色を呈ていする。空に浮かぶ雲が崩くずれて行き、不動に伸びる触手が目的を見失ったかのようにバタバタと暴れ出す。

「ヒナ！　降魔ノ剣、強化頼たのむ！」

「分かった！」

　ヒナが不動に触ふれ、迦楼羅と胸の星雲石の情報を書き換え、鬼おに化させた。

「終わりだ、天巡！　降魔ノ剣──血ノ池！」

　大地を溶かすほどの熱量が、天巡に全すべて向けられる。焼けるどころではない、泡立ち、蒸発していく。

『……！　危険、危険……冷れい却きやく、開、始』

　機械としての防衛機能だろう、力を使って対応しようとするが、伊邪那美という強大なエネルギー源がなくなった今では、不動の『降魔ノ剣』の熱に対たい抗こうする事ができない。

　微かすかな温度変化のみで、天巡は煙けむりを上げて溶けていく。

　天巡の死が迫せまる。




　────────キライ。




「──!?」

　その時、どくん、と不動の中に何かが流れ込んできた。

　それは天巡の攻撃ではない。天巡ではあろうが、きっと無意識。世界が遅おそくなる。それは一いつ瞬しゆんの出来事。凝ぎよう縮しゆくされた天巡の『走そう馬ま灯とう』。




　──キライ、ニンゲン、キライ。




　映像が流れる。管理室にやってきた大勢の人間。彼らは天巡を奪うばおうとして、伊邪那美を見つけ、彼女を無む理り矢や理り引っ張り出す。

　そして、躊躇いなく殺した。でも、死なない事が分かり、普ふ通つうの人間ではない『女』であるのが分かると、下げ卑びた数人が伊邪那美に『酷い事』をした。普通の人間より強い力を持つが、大勢には敵かなわない。

　伊邪那美は────されて────された。

　それを見た天巡は、何が何だか分からなかった。でも、伊邪那美が泣いているのが分かった。苦しんでいるのが分かった。彼女は自身の『半身』であったから。

　──人間に苦しめられているのが分かった。

　だからこそ、感じ取る事ができて、思う。

　助けなければ。滅ほろぼさなければ、人間を。彼女を苦しめる、存在を。

　曖あい昧まいである世界を、確かな形で認にん識しきをできない天巡は全てを壊こわす。『人間』という全てを。




　──キライ、キライ、ダイキライ……！




「……そうか」

　不動はその『走馬灯』を見て、感じ取る。

　どうして、天巡が暴走したのか。どうして伊邪那美が受け入れられず、伊弉諾が天巡を壊すしかなかったのか。




「ごめんな。でも、俺は退ひけないんだ。俺にも大切な人がいるから。だから、悪い！」




　天巡の『心』ごと不動は焼き尽つくした。

　悲しみが伝わってきたような気がした。でも、それでも不動は力を緩ゆるめなかった。自分では『彼』を救えないと分かっていたから。

　だから、不動は天巡を『殺す』。

　そうして、天巡は完全に蒸発し、跡あと形かたもなくなってしまった。

　すると、全てが白い世界が消えてなくなり、元の天巡が管理されていた部屋へと戻もどった。

「……終わった、な」

「うん……」

　二人は息を吐はき出して、肩かたを合わせる。

　と、その時だった。

　目の前の空間に小さな風が吹ふく。それは渦うず巻まき、やがて何かが組み上がっていく。とっさに不動とヒナは構えた。でも何であるかは、想像がついていた。

　完全に組み上がったそれは──伊邪那美だった。鬼化も解かれ、完全に蒸発させられた彼女は、一糸まとわぬ姿で、座り込んでいた。

　動く気配はない。意い気き消しよう沈ちん、と言った様子で見るからに戦意喪そう失しつしているのが分かった。

「……まさか、伊弉諾じゃない、たった二人の人間に負けちゃうなんてねえ……」

　今までとは打って変わって弱々しい声。

　顔を上げた時の表情は、どうしようもない悲ひ哀あいに満ちていた。

「……今は何もする気が起きないわあ。今の私は、何もできない。本当に、ただの不死になっちゃったわねえ」

　伊邪那美は深いため息をつく。

「……ああ、本当にどうして私、死ねないのかしら」

「…………」

　伊邪那美は可か哀わい想そう、であると思う。伊弉諾と違って圧あつ倒とう的な力はなく、武纏フオロや護浄アルニシといった武器がなければ、無力に等しい。それなのに死ねない。どう足あ搔がいても、寿じゆ命みようすら尽きるか分からない。……きっと彼女は、ずっとこのまま生きて行くのだろう。

　でも、不動は彼女に同情はしない。

　ただ、突つき放すように言う。

「俺はあんたを許さない。それが報むくいだ」

「ええ。そうねえ、きっとそう。許さないで、欲しい。……憎にくんで欲しい。それが『私の唯ゆい一いつの救い』でもあるから」

　ふっ、と悲しげに笑った。諦あきらめた笑え顔がお。今の彼女はとても儚はかなげだった。

「本当はね、私は今までずっと『死にたかった』。でも死のうとする欲よくはどうしても抱いだけないの。そのために頑がん張ばれないの。だから、システムとしての目的を利用してみたのよん。……全ての人間に憎まれて、けれど殺せない私。そうすれば、きっとみんなは私を殺そうとする。躍やつ起きになって。人類はきっと私の悲願を叶かなえてくれると信じていた」

「でも」と伊邪那美は天てん井じようを仰ぐ。

「憎まれるのって、辛つらいわあ。……貴方あなたと向き合って、初めてそう思った。仮にも愛そうとした明花ちゃんに憎まれるのがとても怖こわかった。……起こさなかったのは、そういう理由もあったの」

　そう思ってくれていたのか。

『それ』は不動にとっても唯一の『救い』だった。彼女が自分達に一いつ切さいの感情を向けていなかったという訳ではなかったのだ。明花を慈いつくしんでいたのが、本当であったのは嬉うれしかった。でも何も言わない。

「なんだかもう、力が湧わかないわぁ……。疲つかれちゃった……」

　伊邪那美の肩から力が抜ぬけ、顔が床ゆかへと向けられる。

「ねえ、九鬼くん。私、眠ねむろうと思うの。巽と伊弉諾によろしく言ってもらえると助かるわあ」

　ゆっくり、ゆっくり伊邪那美はそう告げる。もう完全に敵意はなくなっていた。システムとしての意い欲よくもなくなってしまったのだろう。

　当たり前だ。もはや彼女は不死だけの『永久機関』に成り下がった。

「……って、うお!?」

　突とつ然ぜん、管理室──否いな、環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう、心御柱全体が大きく揺ゆれる。

「な、なんだ!?」

「も、もしかして天巡がなくなったから、崩れるとか自じ爆ばく装置発動とか？」

「んな下手な……」

　こんな状じよう況きようだというのに、ヒナの言葉に苦く笑しようしてしまう。

　伊邪那美もクスクスと笑って、首を横に振ふる。

「……たぶん、天巡の制せい御ぎよから解放された禍獣が暴れているんじゃないかしらあ。すぐには壊れないと思うけれど、逃にげた方が良いわねえ」

「お前は？」

「……さっきも言ったけど、このまま眠るわあ。少し、ちょっとの間。押し潰つぶされてれば、勝手に再生もしないだろうしねえ」

　そう言って、目を閉じて俯うつむく伊邪那美。

「行くぞ、ヒナ」

「……うん」

　不動はヒナの手を取り、伊邪那美に何の言葉もかける事無く、背を向ける。

　揺れる床に足を取られないように、注意しながら管理室から脱だつ出しゆつする──と。




「ごめんなさい」




「────っ」

　そんな伊邪那美の言葉が聞こえてきた。

　でも、振り返らない。彼女を許してはいけないから。

　彼女に手を伸のばしてはいけない。絶対に。

　もし、本当に少しでも伊邪那美に『救い』を与あたえたいと思うなら。

　不動はヒナと共に駆かけ出した。

　これが正しいのかどうかは分からない。

　いつだって、そうだった。

　だから、振り返らないと誓ちかった。

　後こう悔かいの中で佇たたずまないために。




　不動はヒナの手をキュッと握にぎった。彼女も黙だまって握り返してくれた。




　──こうして一つの終しゆう焉えんが訪おとずれた。
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　旧環境制御塔、心しんの御み柱はしらは、巨きよ大だいな禍フアン獣タズマが暴れ狂くるう事で、ついに倒とう壊かいしてしまった。盛大な土つち埃ぼこりを上げて、大地に沈しずんで行く。

　不ふ動どうはその光景を、輸送機の窓からずっと見ていた。

　終わった、とそう思った。目的だった自分の願いも何もかも。

「……にしても、よくお前ら、あんな中、逃げられたな。新にい嘗なめと明めい花かちゃんが一いつ緒しよで」

　隣となりの窓で同じく外を見ていた翔しよう真まがそう口にした。

「いや、すんごい暴れてるようだけど、実際、あの子達、私達に目もくれなかったんだよね。たぶん、もう人間は眼中にないんじゃないかな」

　禍獣が人を襲おそっていたのは、天巡アグリがそう操作していたからだ。人の感情を多大に引きだし、自分のものにするため。そして──人が憎かったから。

　でも、天巡が存在しない今は、禍獣は己おのれに従う事が出来る。これからは、戦い続ける存在ではなく、共にこの世界で生きていく存在になるだろう。

「人間襲わなくなったら、陰陽徒メヲト要いらなくなるのか？」

「それはないだろう。禍獣の被ひ害がいは少なからず出るはずだ。それに環かん境きようが元に戻もどったなら、外の世界の『鬼おに』と大きく関かかわっていく事になるだろうからな」

　里り枝えが輸送機を操縦しながら、推測を口にする。

　確かに彼女の言うとおりだろう。これからも武纏フオロや護浄アルニシは使われ続ける。少なくとも便利な道具であるこれらを簡単には手放しはしないだろう。

「でも、私の『九く頭ず龍りゆう対策本部』は要らなくなりそうね。ボスである伊イ邪ザ那ナ美ミがいなくなったら、たぶん瓦が解かいすると思うから。天巡のバックアップも必要なくなったら、そもそも私達も用済みだし。……自由になれたら、学園生活もありかしら」

「いいね、それ！　うーみんと一緒に登校とか楽しそう！」

「学園でイチャラブするのもよさそうね」

「そこ、フドーにすり寄らない。ていうか戻って、落ちる落ちる」

　操縦席から立って、ちょこちょこちょこ、と不動に近づいていく宇う美みの腕うでをヒナはがっちりと摑つかまえる。

「それは冗じよう談だんとして、そういえば腹心である巽たつみはどうしたのかしら？　制せい御ぎよ塔とうには伊邪那美と一緒にいたのかしら」

　宇美は渋しぶ々しぶ戻もどりながら、思い出したように巽の事を尋たずねた。

「ああ、巽はね……うん、いたけど……伊邪那美の伝言を伝えたら、どっか消えちゃった」

「そう」

　でも、伊邪那美と心中した訳ではない。ヒナは言わなかったが、彼は『なら、主あるじが起きる前に主のために「死」を探そうか』と言っていたのだ。きっと彼はこれからの人生すべてを伊邪那美を『殺す』ために使うのだろう。

「そういえば、みっきー身体からだの調子はどう？　平気？」

　満み月つきは皆みんなから少し離はなれた位置で、眠る明花の隣で座っていた。

　彼女は静かに、こくりと頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ」

「ならいいんだけど。……平気なら、こっちこない？」

「いいえ、こっちに来るべきよ。ロリ成分が足りないのよ」

　はぁはぁ、と宇美が顔を見せずに息だけ荒あらげている。無む駄だに怖こわい。

　けれど、満月は首を横に振る。

「いい」

「うーん……」

　満月はずっとこの調子だ。たぶん不動を殺してしまった負い目があるのだろう。不動も満月には救われたと言ったのだが、それでも彼女は不動に近寄ろうとしない。

「フドー！　なんかおめでたい話！『俺、帰ったら○○系』、なんかない？」

「死亡フラグやめろ。今は余計にやめろ」

「死んでも生き返るゾンビが何言ってんだよ。死亡フラグ関係ねえじゃん」

「うるせえよ！」

　少し気にしているのだから、黙って欲しい。

「……なんかって言われてもな……」

　明花が戻ってくるのに全力を出していたから、都市には特に……、とそこで不動はある事を思い出した。つい、そのままぽろりと零こぼす。

「瑠る璃りさんに告白されたんだった」

「んなぬぅ!?」

「はああ!?」

「……やるわね」

「…………！」

　各おの々おのが独自の反応を示す中、満月も気になったのだろう、目を見開いて不動を見つめる。

「え!?　なに!?　おーけーした!?」

「いや、まだしてない」

「そっかー──────まだって事はする予定!?」

　ふひー、と安あん堵どの吐と息いきをついたのも束つかの間、すぐにわたわたと慌あわてだすヒナ。そんな彼女の反応を面おも白しろく思いながら、同時に告白以外に瑠璃に言われた事を思い出し、満月を見つめる。

「……っ」

　不動に見つめられ、とっさに満月は顔を逸そらしてしまう。

　けれど、そんな彼女に構わず歩いていき、真ま面じ目めな顔をして、不動は言う。

「なあ、満月、訊ききたい事があるんだ」

「…………な、に」

「俺の事、異性として好きか？」

「なんばいいよっとね、あーた!?」

　不動の突とつ然ぜん発せられた爆ばく弾だん発言に、ヒナがなんだかおかしい事になっている。

　満月はというと、一いつ瞬しゆん、ぽかんとして意味を把は握あくした瞬しゆん間かんに、顔を真っ赤にした。

「な、な、な……に？」

「いや、瑠璃さんが満月も、みたいな事言っててさ。……なんか満月の場合、こういうの言いやすいな。……なんでだろ」

「～～～～～～～～」

　満月は顔を真っ赤にして、俯うつむいてしまう。何やら困ったような唸うなり声を漏もらしながら、ぷるぷると頭かぶりを振ふっている。

「…………………………………………なんか、意地張るの馬ば鹿か、みたい」

「ん？　ってうわ!?」

　何か聞こえたと思って、不動が首を傾かしげると、満月がいきなり抱だき着いてきた。首に腕を回し、ギュッと身体をくっつける。

　そして、不動を見つめ、しっかりと言う。

「好き」

「そっか」

　からからと笑う不動。それがやはり不満なのか、むっすり顔をする満月。

「結けつ婚こんまでする。したいくらい、好き」

「そこまでか、嬉うれしいよ」

「むー。もう、いい」

　本気だと思われなかったと思ったのだろう、満月がまたむくれ、不動から離れていってしまった。でも、どこか満足そうな表情でもあった。

　そして外野はというと。

「結婚、だと……？　やばい、そこら辺考えてなかった。……あーウェディングドレスとか確かにいいなあ。ちゅーしたい、ちゅー。結婚指輪良いなー」

「私はまず既き成せい事じ実じつを作るためにベッドインの事しか考えてなかったわ」

「問題ありまくりだな、お前ら。特に宇美」

　里枝はヒナと宇美の二人の発言にため息をつく。

　彼女達を見て、不動は楽しそうに笑う。

　自分はこのために必死に頑がん張ばってきたのだろう。

　辛つらい事はあった。きっとこれからもある。

　でも、それを覆くつがえすほどの楽しい事もあるから、生きていける。

　不動は願う。この彼女らと過ごす日々が長く続くように。

　願うばかりではなく、続けるために力を注ごう、と強く思う。

　今度はそのために生きてみよう。

　この終しゆう焉えんを迎むかえた世界を受け入れて、新たに一歩を踏ふみ出すのだ。

「んにゃ、あっ！　太陽！　太陽出てる！　生なま太陽！」

　ヒナが窓の外を指さす。皆がそれにつられて、窓に走り寄っていった。

　ヒナは不動の下もとへ駆かけ寄り、手を差しだす。

「一緒に見よう、フドー！」

「……ああ」

　不動はヒナの手を取り、共に歩いていく──。




　二度目の終焉を迎えた世界で彼らは共に歩みを進める。




　これはそんな『災害』たる少年と『天災』たる少女の物語。




　望むべく終焉を迎える事のできた彼らの物語────。





ＥＮＤ　　








　あとがき




　今作の最初から最後までどうしてこう至ったかの簡単で分かりやすいせつめー（ネタバレかも。なので先に見るときは注意！）。

　前回、満み月つきが伊イ邪ザ那ナ美ミに首を摑つかまれてしまったせいで、主人公属性を奪うばわれてしまう。しかし、その際、二十％ほど瑠る璃りに属性が移行。不ふ動どうに杭くいをぶっ刺さした時に残りの八十％が移る。不動はその後、主人公属性を得た事により、四十％ずつ消費しながらヒナと宇う美みを救う。これでゼロになったかに思われたが、瑠璃が五％（十五％はヒナに対して使った）の属性を付ふ与よした物体を手て渡わたした事で、不動に移る。不動、殺されるもその五％で生き残る。んで、主人公属性を失った満月は色々と酷ひどい目に遭あうけど、元は本人の属性のため、自家発電可能（いやらしい意味ではない）で、ほんのり回復させ、不動に注入。なんとか生きていた不動は蘇そ生せい。そしてもらった属性を使いながらハッピーエンド。

　という訳です！　三巻の内容は大体、これで合ってると思う。間ま違ちがいは一ミリもない。

　ちなみに今回で「天レベ災リオ姫ン」はお話に一区切りとなります。

　短いようで意外に長かった。やりたいことはやりつくせたと思うので、特に未練はないありません。が、あえて言えば……、

　巽たつみのアロハシャツ姿を描びよう写しやしたかった！

　絶対似合いますもん！　藤ふじ真まさんの巽のイラスト格好いいんですもん！　おっさんキャラさいこー！　ひゃっはあ！　その部分を書き切れなかった事にどうしようもない悔くやしさがこみ上げてくる。なので、この悔しさをバネに次も頑がん張ばりますっ！　新企き画かくも早めに出せるように頑張る！　そう、全力を出し尽つくそう────働かないために！　怠たい惰だな生活を送るために、今を全身全ぜん霊れいで生き抜ぬくってのもありだと思うんだ。……ダメかな？

　それではいつもの謝辞を。

　担当様、この最終巻までありがとうございました。次回作もよろしくお願いします。……次は、もっと色々と頑張ります。

　藤真拓たく哉や様。これまで素す晴ばらしいイラストありがとうございます。なんだかおんぶに抱だっこ状態だった気がするので、自分がもっと成長した時、また組んでいただきたいです（割と本気で）。本当にありがとうございました。

　読者の皆みな様さまも、まだ拙つたない部分がある自分の作品をこれまで読んでいただき、本当にありがとうございます。これからも頑張らせていただきたいと思います。それではまた。


三ノ神　龍司　　








　終焉後の世界～アフターストーリー～







　ばばーん、と腰こしに手を当て、目の前の『海』を見つめる水着のヒナ。

「青い空！　白い砂すな浜はま！　ギラギラ太陽！　だが、ここはプール！」

「ヒナ、元気いっぱいだな」

　不ふ動どうはおでこに手を当てながら、辺りをきょろきょろと見回す。

　ここは最近オープンした都市最大級の室内プールだ。星雲石ネビユラの力を最大限に使って、室内をまるで常とこ夏なつの海にしてしまっている。椰や子しの木なども植わっている。環かん境きようは戻もどったが、なんでもまだ安心できない外の世界を疑ぎ似じ的に味わおうとする事がコンセプトらしい。

　ヒナは楽しそうに頭を左右に振ふる。

「皆みなでわいわいするの楽しいからね。休みが皆一いつ緒しよに重なるの珍めずらしいし。──まあ、今は迷まい子ごだけど」

「……そうなんだよな」

　そうなのだ。不動達は実は絶賛迷子中なのである。満み月つき、宇う美み、瑠る璃り、明めい花かおよび翔しよう真ま、村むら正まさと共に遊びに来ていたのだが、広すぎたのが災わざわいしてはぐれてしまったのだ。

　プールという特質上、通信機器を持つ事ができないため、連れん絡らくしようがない。

　最終手段を使うか、と不動が呟つぶやく。

「もう、迷子センターに行って、呼び出してもらうか。……満月を」

「恥はじはかかないかもしれないけど、事無きを得た後にみっきーに殺されるよ、確実に」

「でもなあ」

　このまま無む為いに時間を浪ろう費ひするより、満月に制裁を食くらった方がいいような気がする。

「うーん、いっそ、二人で回る？　……フドーを独ひとり占じめできる機会って最近なかったし。歩いてれば、きっと会えるだろうし。……いいかな？」

「……まあ、いい、かな……？」

「ありがと」

　照れながらヒナに言われて、不動も照れてしまう。

　ヒナはくっつきすぎず、けれど離はなれすぎずの位置をキープし、不動と共に波打ち際ぎわをゆっくりと歩く。

「なんか平和だねえ」

「まあな。……あれから一年経たったけど、今は特に何も起きてないな」

　伊イ邪ザ那ナ美ミによる都市襲しゆう撃げきから、一年が経過した。世界が突とつ然ぜん戻った事により、混乱していた都市だったが、今では平へい穏おんを取り戻し、新たな世界に踏ふみ出す事になった。

「でも、このままって訳にもいかないんだよね」

「鬼おにの問題も色々と持ち上がってるからな」

　元から都市の外に住んでいた鬼などがいたため、外に関する領土問題や内側に今まで住んでいた鬼達の挙動も怪あやしくなっているという。

　一年前のあれから平和にはなっていない。きっと、これからも問題は起き続けるだろう。

「わかりきった事だけど、なんか上う手まくいかないな」

「うん。……それに伊邪那美の事も考えないといけないし」

「……ああ、あいつを殺す方法な」

　伊邪那美は崩くずれた心しんの御み柱はしらの下で未まだ眠ねむり続けている。……彼女は必ず、殺さなければならない。天巡アグリが失われたといっても、不老不死でもあり、永久機関としての役割を持つ彼女は野望を持つ人間にとっては、喉のどから手が出るほど欲しい存在だ。

　そして、捕つかまってしまえば、伊邪那美は逃にげ出す事は困難。文字通り永遠に、実験動物として生きる事になるだろう。……伊邪那美が全人類から憎にくまれようとしていたのは、生かすより殺す方が遥はるかにメリットがあると思わせなければ、殺される事が難しいからだ。

「世界に憎まれないと死ぬ可能性が出ないなんて、悲ひ惨さんだよね。……哀あわれまないけど」

　ヒナが複雑そうな顔をする。やはり、まだ伊邪那美の事を許せていないのだろう。

「────って、ダメダメ！　なんか暗くなってる！」

　ぶるぶると頭を振って、ヒナは暗い雰ふん囲い気きを振り払はらう。

「今日は楽しく遊ぶって決めたんだし、めいっぱい遊ぼう！　とりあえずフドーを埋うめる」

「……言い方が嫌いやだな、おい」

　まあ、断るつもりはないが。不動は浮うき輪わを枕まくらにして、ヒナにただひたすら砂の中に埋められる事になった。

　数分ほどで、不動の頭部を残した全身を埋められてしまう。

「よし埋めた──…………こ、これでフドーを好きにできるという訳かっ！　馬乗りしてちゅーを……」

「そうはさせないわ」

「もひゃあああ!?」

　むぎゅり、とヒナの豊満な胸を後ろからわし摑づかみにする二つの手。……宇美が無表情でヒナの乳を押さえ込んでいる。さらにその手がするりと水着の下に入り込む。

「ちょ、う、うーみん!?　あっ、やっ！　ちょ、そこダメっ！　──やぁ、ん！」

「ヒナはここが弱いのよね。今日は抜ぬけ駆がけした罰ばつとして、ちょっと強めにやるわよ」

「んぅ！　あぅ、んん！　フ、フドーが、見てるのにぃ！　ひぅ！　つよ──ぁあ！」

　目の前でとんでもなくエロい痴ち態たいが繰くり広ひろげられている。嬉うれしいのやら困ったのやら、色々と考えていると（ほとんど混乱している）、不意に耳に手を当てられる。

「耳塞ふさぐ。あと、見ちゃダメ」

「……満月」

　にゅっと顔を出した満月にそう言われ、不動は安あん堵どと若じやつ干かんの残念な気持ちを感じながら、ゆっくりと眼めを閉じた。

　いつもの喧けん噪そうが彼の周りを包み込む。気配から察するに、残り三人もやってきたのだろう。

　優やさしく楽しい『いつもの』。まだまだ問題は山積みだが、確かに手に入れた『モノ』はあるから。不動はそれを感じ取りながら、軽く吐と息いきをついて、力を抜いた。

　願う。

　──いつまでもこんな日々が続きますように、と。
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